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＊
郡
名
等
―
志
波
・
子
波
・
斯
波
・
志
和
、
延
暦
年
間
の
志
波
ノ
城
（
比
爪
館
と
同
一
説
）

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
宮
手
村
陣
カ
岡
（
源
義
家
）

　

＊
奥
州
合
戦
―
関
連
比
爪
ノ
里
・
比
爪
・
樋
爪
・
肥
爪
・
日
詰
・
郡
山
、
宮
手
村
陣

カ
岡
蜂
神
社
（
源
頼
朝
）、
二
日
町
村
走
湯
権
現
・
諏
訪
神
社
（
源
頼
朝
）、
大
道
祖
神
（
藤

原
秀
衡
）、
高
水
寺
村
高
水
寺
（
源
頼
朝
）、
日
詰
村
五
郎
沼
（
比
爪
五
郎
季
衡
）

③
巻
三　

稗
貫
郡

　

＊
郡
名
等
―
薭
縫
・
稗
抜
・
部
貫

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
花
巻
村
鳥
谷
崎
ノ
城
（
安
倍
頼
時
の
祖
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
幸
田
村
三
郎
堤
（
泉
三
郎
忠
衡
）、
花
巻
村
鳥
谷
崎
ノ
城
・
同

十サ
カ
リ
ガ

八
个
城
（
旧
館
）

④
巻
四　

和
賀
郡

　

＊
郡
名
等
―
和
我
・
和
賀
、
和
我
君
計
安
塁
・
和
我
叡
登
誉
神
社
、
駒
形
岳
・
駒
形

ノ
神
社

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
十
二
个
村
鏑
八
幡
ノ
神
社
（
源
義
家
）、
黒
澤
尻
村
染
国
寺
境

内
観
音
堂
（
源
頼
義
）、
湯
田
村
景
政
窟
（
鎌
倉
権
五
郎
）、
黒
澤
尻
村
黒
澤
尻
ノ
城
（
安
倍

五
郎
正
任
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
沢
内
村
大
荒
澤
山
（
金
山
、
藤
原
秀
衡
）、
二
子
村
二
子
ノ
城
（
源

頼
朝
の
子
）

⑤
巻
五　

閉
伊
郡

　

＊
郡
名
等
―
閇
伊
・
幣
伊

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
平
田
村
尾
崎
神
社
（
源
為
朝
三
男
為
頼
）・
花
嚴
院
（
同
前
）、
小

国
村
貞
任
窟
（
安
倍
貞
任
）、
門
村
見
違
ノ
窟
（
源
義
家
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
横
田
村
横
田
ノ
城
（
藤
原
秀
郷
の
末
裔
阿
曾
沼
広
綱
）

⑥
巻
六　

九
戸
郡

　

＊
郡
名
等
―
元
は
糠
部
郡
、
の
ち
に
九
戸
・
三
戸
・
鹿
角
・
津
軽
・
北
の
五
郡
が
分

立
、
浄
法
寺
村
の
天
臺
寺

　

＊
奥
州
征
伐
関
連
―
藤
原
泰
衡
の
逃
亡
先

⑦
巻
七　

二
戸
郡

　

＊
郡
名
・
歌
枕
等
―
元
の
糠
部
郡
よ
り
分
立
、
一
戸
村
末
の
松
山

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
一
戸
村
小
枝
八
幡
神
社
（
源
義
家
）、
福
岡
村
宮
野
城
（
貞
任

親
族
の
高
任
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
金
田
市
村
一
戸
牧
（
権
太
栗
毛
、一
の
へ
い
黒
）、一
戸
村
実
相
寺
、

浄
法
寺
村
浄
法
寺
ノ
城
（
畠
山
重
忠
の
一
族
）、
福
岡
村
宮
野
城
（
南
部
光
行
）

⑧
巻
八　

三
戸
郡

　

＊
郡
名
等
―
旧
糠
部
郡
よ
り
分
立

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
名
馬
生
唼
・
磨
墨
・
若
白
毛
は
三
戸
立
・
住
谷
牧
、
櫛
引
村
八

幡
神
社
（
南
部
光
行
）・
同
神
明
神
社
（
同
前
）、
小
向
村
本
八
幡
神
社
（
同
前
）、
相
内
村

熊
野
神
社
（
同
前
）、
同
観
音
堂
（
同
前
）・
同
聖
壽
寺
（
同
前
）・
一
夜
堀
ノ
城
（
花
見
館
）

（
同
前
）、
沖
田
面
村
諏
訪
神
社
（
南
部
光
行
）・
同
比
良
ヶ
崎
城
（
同
前
）、
三
戸
ノ
城
（
同

前
）、
田
子
村
牛
尾
ノ
城
（
南
部
信
直
）、
八
戸
村
根
城
ノ
城
（
八
戸
彦
次
郎
）

⑨
巻
九　

鹿
角
郡

　

＊
郡
名
・
歌
枕
等
―
糠
部
五
郡
の
一
、
古
川
村
狭
布
ノ
里
・
同
錦
木
塚
、
小
豆
澤
村

大
日
堂
（
継
体
天
皇
）・
同
五
宮
嶽
神
社
（
同
前
）、
毛
馬
内
村
胎
蔵
界
大
日
堂
（
同
前
）、

米
白
川

⑩
巻
十　

北
郡

　

＊
郡
名
・
歌
枕
等
―
糠
部
五
郡
の
一
、
十
和
田
沼
・
南
宗
坊
・
八
郎
太
郎
、
坪
村
坪

の
石
碑
（
坂
上
田
村
麻
呂
）、
尾
駁
村
尾
駁
牧
（
駿
馬
の
産
地
）、
田
名
部
村
宇
曾
利
山
・
宇

曾
利
神
社
、
目
名
村
熊
野
神
社
、
野
辺
地
村
千
曳
神
社

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
田
名
部
村
宇
曾
利
（
安
倍
富
忠
）、
鉋
屋
・
仁
土
呂
志
（
同
前
、

八
戸
付
近
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
奥
瀬
村
新
羅
神
社
（
甲
斐
国
よ
り
勧
請
）、
尾
駁
村
尾
駁
牧
（
源
平

盛
衰
記
の
七
戸
立
の
駿
馬
の
産
地
）、
大
間
村
大
間
牧
（
駿
馬
の
産
地
）

二
十
五

二
十
四
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つ
け
た
れ
は
、
石
文
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
信
家
侍
從
の
申
し
は
、
石
面
な
か
さ
四
五
丈

許
な
る
に
、
文フ
ミ

ゑ
り
つ
け
た
り
、
其
と
こ
ろ
を
は
、
つ
ほ
と
い
ふ
、（
中
略
）
そ
れ
を
つ

も
と
は
い
ふ
也
。

　

私
云
、
み
ち
の
く
は
、
東
の
は
て
と
思
へ
と
、
え
そ
の
島
お
ほ
く
て
、
千
島
と
も
い

へ
は
、
陸
奥
を
い
は
ん
に
、
日
本
の
中
央
に
て
も
、
侍
る
に
こ
そ
云
々
と
見
ゆ
。
今
土

人
の
云
傳
も
、
此
説
に
違
は
さ
れ
は
、
取
出
て
は
標
さ
す
。

　

扨
坪
村
を
、古
は
都
母
村
と
い
へ
り
、都
煩
と
都
母
と
は
、こ
と
に
近
く
通
音
に
て
、

日
本
後
紀
、弘
仁
二
年
（
８
１
１
）
七
月
辛
酉
の
條
に
、（
上
略
）
今
伊
加
古
等
、練
兵
整
衆
、

居
都
母
村　

誘
幣
伊
村
夷　

将
伐
己
等
云
　々

と
あ
る
は
則
坪
村
な
り
。
扨
そ
の
坪
村

に
あ
る
石
碑
な
れ
は
、
世
に
壺
の
碑
と
は
、
い
へ
り
し
も
の
也
。

　

是
そ
の
名
の
、
世
間
に
聞
え
た
る
碑
に
て
、
古
歌
に
も
多
く
見
え
た
り
。
夫
木
抄
巻

三
十
二
、
文
部
に
、
寂
蓮
法
師
、
み
ち
の
お
く
壺
の
碑
あ
り
と
き
く
い
つ
れ
か
戀
の
さ

か
ひ
な
る
ら
ん
、
同
巻
に
、
淸
輔
朝
臣
、
碑
や
つ
か
ろ
の
遠
に
あ
り
と
き
く
え
そ
世
の

中
を
思
ひ
は
な
れ
ぬ
、
山
家
集
雜
に
、
西
行
、
み
ち
の
く
の
奥
ゆ
か
し
く
そ
お
も
ほ
ゆ

る
壺
の
碑
そ
と
の
濱
風
、
新
古
今
集
雜
下
に
、
前
僧
正
慈
圓
、
ふ
み
に
て
は
思
ほ
と
の

こ
と
も
申
盡
し
か
た
き
よ
し
申
遣
し
け
る
返
事
に
、
右
大
将
頼
朝
、
み
ち
の
く
の
い
は

て
し
の
ふ
は
え
そ
し
ら
ぬ
か
き
盡
し
て
よ
壺
の
碑
、
拾
玉
集
巻
五
に
、
慈
圓
、
お
も
ふ

こ
と
い
な
陸
奥
の
え
そ
し
ら
ぬ
壺
の
い
し
ふ
み
書
つ
く
さ
ね
は
、
此
餘
、
家
集
・
歌
合

等
に
見
え
た
れ
と
、
悉
く
は
載
さ
す
。

　

さ
て
い
つ
の
頃
に
か
有
け
ん
、
村
人
此
邊
を
田
畑
に
せ
ん
と
て
、
其
石
碑
を
引
退
ん

と
す
る
に
、
多
人
し
て
引
た
り
け
れ
と
、
え
動
く
へ
く
も
あ
ら
さ
り
け
る
を
、
坪
村
な

る
壺
子
と
い
へ
る
女
出
て
、
只
一
人
し
て
引
た
り
し
か
は
、
い
と
こ
ゝ
ろ
よ
く
、
思
ふ

ま
ゝ
に
引
か
れ
た
り
と
な
ん
。

　

如
此
奇
霊
事
の
あ
り
し
に
よ
り
て
、
そ
の
引
捨
た
り
し
野
邊
地
村
の
土
中
に
埋
め

て
、
其
上
に
宮
を
建
立
て
、
則
千
引
く
神
と
稱
奉
れ
り
と
な
ん
。
野
邊
地
村
な
る
千
引

神
社
は
是
な
り
。
既
か
の
御
舎
の
下
に
、
底
つ
岩
根
と
深
く
埋
れ
り
し
に
、
今
此
處
に

は
そ
の
石
碑
は
な
し
。
土
人
傳
云
、
近
世
に
、
或
人
そ
の
石
碑
を
見
ん
と
て
、
御
舎
の

下
、少
し
は
か
り
ほ
ら
せ
け
る
に
、忽
疫
病
は
や
り
て
、村
人
多
く
亡ナ
ク

な
り
に
た
れ
は
、

此
神
の
た
ゝ
り
な
め
り
と
て
、
其
こ
と
止ト
ゝ
マれ

り
と
な
む
。
其
後
は
、
い
よ
ゝ
ま
す
ま
す

恐
み
尊
み
、
崇
奉
れ
る
神
社
と
は
な
れ
る
も
の
な
り
、
云
々
。

　

○
十
和
田
沼
―
奥
瀬
沼
に
屬
た
る
十
和
田
山
の
奥
に
あ
る
。
孝
霊
天
皇
の
御
世
、
四

十
二
年
壬
子
六
月
、
始
て
湧
出
た
り
と
な
ん
云
傳
ふ
。
周
幾
千
か
測
し
ら
あ
れ
す
、
い

と
大
沼
に
て
、
其
狀
海
の
如
し
。
古
老
傳
云
、
大
同
年
中
（
８
０
６
～
８
１
０
）、
南
宗

と
い
ふ
僧
あ
り
。
元
來
、
永
福
寺
て
ふ
寺
の
塔
頭
に
て
、
佛
道
に
深
く
心
を
よ
せ
、
死

て
ふ
事
を
遁
む
と
て
、熊
野
山
に
行
て
、三
千
度
詣
と
い
へ
る
を
な
ん
し
た
り
け
る
に
、

一
夜
の
夢
の
つ
け
に
依
て
、
陸
奥
國
に
下
り
、
此
沼
邊
の
、
岩
上
に
坐ヰ

て
、
一
向
に
佛

經
を
誦
つ
ゝ
、終
に
念
負
せ
て
、己
蛇
躰
と
變ナ
リ

て
、其
死
て
ふ
こ
と
を
遁
れ
た
り
と
な
ん
。

　

扨
既
、
八
郎
太
郎
て
ふ
蛇
の
、
此
沼
の
主
と
し
た
る
を
、
出
羽
國
の
男
鹿
の
池
に
、

追
や
り
て
、、
己
が
住
所
と
定
め
て
、
夫
よ
り
此
沼
主
と
な
り
に
た
り
と
な
ん
。
今
も

十
和
田
沼
の
主
、
南
宗
坊
の
祭
と
て
、
彼
永
福
寺
に
て
物
せ
る
は
、
此
由
縁
に
よ
り
て

な
り
。
又
什
物
に
、
南
宗
の
自
ら
畫
し
、
不
動
尊
の
像
、
今
も
彼
寺
に
あ
り
、
云
々
。

▽
若
干
の
ま
と
め

①
巻
一　

岩
手
郡

　

＊
郡
名
・
歌
枕
等
―
岩
手
ノ
郡
・
岩
手
ノ
里
・
岩
手
ノ
関
（
三
割
）・
岩
手
の
杜
・
岩

手
山
等

　

＊
前
九
年
合
戦
関
連
―
土
渕
村
鹿
嶋
神
社
（
源
頼
義
）、下
太
田
村
林
崎
八
幡
神
社
（
源

義
家
）、
下
栗
谷
川
村
栗
谷
川
八
幡
神
社
、
平
館
村
八
幡
神
社
、
御
堂
村
観
音
堂
（
北
上

川
水
源
）、下
栗
谷
川
村
厨
川
ノ
城
（
安
倍
古
館
、貞
任
）・
同
嫗
屋
敷
嫗
カ
戸
柵
（
安
倍
頼
時
）、

下
太
田
村
方
八
丁
（
源
義
家
）

　

＊
奥
州
合
戦
関
連
―
下
厨
川
村
稲
荷
ノ
神
社
（
工
藤
祐
光
）

②
巻
二　

志
波
郡

二
十
三

二
十
二
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一
人
し
て
引
た
り
し
か
は
、
い
と
心
よ
く
、
思
ふ
ま
ゝ
に
ひ
か
れ
た
り
と
な
ん
。
如
此

奇ア
ヤ
シ
キ霊

事
の
あ
り
し
に
よ
り
て
、
そ
の
石
碑
を
土
中
に
埋
め
て
、
其
上
に
宮
を
建
立
て
、

則
千
引
神
と
稱
奉
り
つ
と
な
ん
。
世
に
壺
の
碑
と
て
、
歌
に
も
よ
み
、
古
書
に
も
見
え

た
る
は
則
是
な
り
。
當ソ
ノ
カ
ミ昔

坪
村
に
あ
り
し
石
碑
な
れ
は
、
世
俗
、
壺
の
碑
と
は
い
へ
り

し
も
の
な
り
。
猶
下
に
委
し
く
見
ゆ
。

　

扨
千
引
と
い
へ
る
は
、
凡
て
大
な
る
石
を
、
古
へ
は
然
い
へ
る
こ
と
に
て
、
古
事
記

に
、
最
後
、
其
妹
伊
邪
那
美
命
、
身
自
追
來
焉
、
爾
千
引
石
、
引
塞
其
黄
泉
比
良
坂
ニ

云
々
、
万
葉
集
巻
四
に
、
吾
戀
者
千
引
乃
石
乎
七ナ
ゝ
ハ
カ
リ許
頸
二
将
繁カ
ケ
ラ

母モ
カ
ミ神
之ノ

諸モ
ロ
フ
シ伏
な
と
見

え
た
る
、
み
な
大
な
る
石
の
事
を
い
へ
る
古
言
な
り
。
千
人
し
て
引
へ
き
ほ
と
の
石
と

云
義
に
て
、
日
本
書
紀
神
代
巻
に
、
千
人
引
磐
石
と
書
れ
た
る
も
、
知
毘
伎
伊
波
と
訓

て
、
則
稱
の
意
を
顯ア
ラ
ハせ

る
書
さ
ま
な
り
。

　

○
宇
曾
利
山
―
田
名
部
里
の
正
西
に
あ
り
。
陸
奥
話
記
に
、
天
喜
五
年
（
１
０
５
７
）

九
月
の
條
に
、
進
國
解
ヲ
言
上
ス
ル
誅
伐
セ
ン
コ
ト
ヲ
頼
時
ヲ
之
状
ニ　

儞
臣
使
金
ノ
為

時
下
毛
野
ノ
興
重
等
甘
説
奥
地
ノ
俘
囚
ニ
令
興
官
軍
ヲ　

於
是
銫
屋
・
仁
土
呂
志
・
宇

曾
利
、
合
三
郡
ノ
夷
人
云
　々

な
と
見
え
た
る
銫
屋
・
仁
土
呂
志
・
宇
曾
利
み
な
今
は

地
名
に
殘
れ
り
。
鹿
角
郡
の
下
に
見
え
た
る
狹
布
郡
の
如
く
に
て
、
古
へ
は
、
是
も
猶

郡
と
い
へ
り
し
な
る
へ
し
。　

　

扨
宇
曾
利
と
云
邊ワ
タ
リに

あ
る
山
な
れ
は
、
即
ヤ
カ
テ

宇
曾
利
山
と
は
云
な
り
。
い
ま
俗
人
、
訛

り
て
于
曾
禮
山
と
い
へ
り
。
い
と
霊
ク
ス
シ
キ

山
に
て
、
嶺
上
に
種
々
の
奇
事
あ
り
。
慈
覺
大

師
か
作
れ
る
千
體
の
石
地
藏
佛
有
り
。
和
漢
三
才
圖
會
に
、
陸
奥
國
の
巻
に
、
開
基
、

慈
覺
大
師
、
作
千
體
ノ
石
地
藏
、
中
尊
ノ
長
ケ
五
尺
許
、
其
他
ハ
小
佛
ニ
テ
、
而
人
取
去

テ
今
僅
ニ
存
ス
、
近
頃
有
テ
僧
圓
空
者
、
修
補
千
體
ノ
像
ヲ
、
ま
た
商
賈
、
有
リ
竹
内
與

兵
衛
者
、
用
唐
銅
、
作
彌
陀
・
大
日
・
藥
師
ノ
三
像
ヲ
安
之
ヲ
、
云
　々

　

ま
た
慈
覺
護
摩
執
行
ノ
時
、
無
莚
席
、
取
檞
葉
ヲ
敷
石
上　

于
今
其
石
方
二
丈
許
薄

耕
而
、
幅
一
寸
、
長
二
寸
半
許
、
形
如
ニ
〆
檞
葉
有
文
理
、
又
當
山
ニ
有
異
鳥
、
鳴
聲

如
シ
言
佛
法
僧
、
日
光
及
高
野
ニ
モ
亦
有
此
鳥　

な
と
見
え
た
る
は
、
此
宇
曾
利
山
の

こ
と
に
て
、
今
土
人
の
云
傳
も
然
り
。
又
同
書
に
は
、
此
山
の
名
を
燒
山
と
し
て
其
よ

し
標
た
る
は
非
な
り
。
古
も
今
も
そ
の
名
の
聞
え
ぬ
を
、
燒
山
在
南
部
領
ニ
、
自
大
畑

登
三
里
半
許
。
此
山
不
時
ニ
有
燒
故
名
之　

と
載
た
る
は
、
決キ
ハ
メて

寺
島
良
安
が
妄ミ
タ
リ
コ
ト説な

る

へ
し
。　

　

○
尾
駁
牧
―
尾
駁
村
に
あ
り
。
東
海
に
接
た
る
い
と
廣
野
な
り
。
昔
は
良
馬
數
多
出

て
、
朝
廷
に
も
奉
り
、
世
に
聞
え
た
る
名
馬
の
出
つ
る
牧
な
れ
は
、
稱
の
古
歌
に
も
見

え
た
る
は
、
則
此
處
な
り
。
後
撰
集
雜
四
に
、
よ
み
人
し
ら
す
、
陸
奥
の
を
ふ
ち
の
駒

も
野
か
ふ
に
は
あ
れ
こ
そ
ま
さ
れ
な
つ
く
も
の
か
は
、
後
拾
遺
集
雜
二
に
、
相
模
、
綱

た
え
て
離
れ
果
に
し
陸
奥
の
尾
駁
の
駒
を
き
の
ふ
見
し
か
な
、
又
同
巻
秋
上
に
、
良
暹

法
師
、
あ
ふ
さ
か
の
關
の
杉
む
ら
ひ
く
時
は
を
ふ
ち
に
見
ゆ
る
望
月
の
こ
ま
、
な
と
見

え
た
り
。

　

又
源
平
盛
衰
記
、
巻
三
十
四
に
、
生
唼
ト
ハ
、
黑
栗
毛
ノ
馬
、
高
サ
八
寸
、
太
ク
逞
ガ
、

尾
ノ
前
チ
ト
白
カ
リ
ケ
リ
、
當
時
五
歳
、
猶
出
ク
ヘ
キ
馬
也
、
是
モ
陸
奥
國
七
戸
立
ノ
馬
、

鹿
笛
ヲ
金
燒
ニ
テ
ア
テ
タ
レ
ハ
、
少
モ
紛
ヘ
ク
モ
ナ
シ
、
馬
ヲ
モ
人
ヲ
モ
食
ケ
レ
ハ
、
生
唼
ト

名
付
タ
リ
、
云
　々

と
見
え
た
る
七
戸
立
の
馬
は
、
此
尾
駁
の
牧
よ
り
出
つ
る
馬
な
り
。

今
も
此
邊
を
七
戸
と
い
へ
り
。
扨
後
世
、
此
尾
駁
牧
を
は
止
め
て
、
今
は
有
戸
野
と
い

ふ
處
に
、
牧
を
移
せ
し
な
り
。

　

○
有
戸
牧
―
尾
駁
村
に
つ
き
た
る
山
中
に
あ
り
。
竪
一
里
半
横
二
十
五
丁
あ
り
、
馬

立
い
と
よ
し
。

　

○
奥
戸
牧
―
奥
戸
村
に
あ
り
。
北
海
に
接
や
る
處
に
て
、
竪
二
十
五
丁
横
一
里
許
あ

り
。

　

○
大
間
牧
―
大
間
村
に
あ
り
。是
も
北
海
に
接
た
る
處
に
て
竪
一
里
許
横
二
里
あ
り
。

　

○
坪
の
石
碑
―
坪
村
に
あ
り
し
を
、
今
は
そ
の
碑
な
し
。
袖
中
抄
巻
十
九
に
、
石
ふ

み
や
け
ふ
の
せ
は
ぬ
の
は
つ
は
つ
に
あ
ひ
見
て
も
猶
あ
か
ぬ
け
さ
哉
、
顯
昭
云
、
い
し

ふ
み
と
は
、
み
ち
の
く
の
お
く
に
、
つ
も
の
石
ふ
み
あ
り
、
日
本
の
は
て
と
い
へ
り
。

但
田
村
将
軍
征
夷
の
時
、
弓
の
は
つ
に
て
、
石
の
面
に
、
日
本
の
中
央
の
よ
し
を
か
き

二
十
三

二
十
二
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よ
り
世
に
聞
え
た
る
こ
と
な
り
。

　

扨
昔
思
か
は
せ
る
男
女
あ
り
て
、
女
の
門
に
、
錦
木
を
數
多
立
つ
れ
と
逢
か
た
き
よ

し
あ
り
て
、
終
に
む
な
し
く
て
、
二
人
と
も
に
身
ま
か
り
し
故
に
、
そ
を
一
つ
に
葬
り

て
、し
る
し
の
塚
を
な
ん
立
た
り
け
る
。
則
錦
木
塚
是
な
り
。
扨
錦
木
と
い
へ
る
物
は
、

古
へ
い
ま
た
文
字
な
と
し
ら
さ
り
し
時
、
艶
書
の
か
は
り
に
、
用
ひ
た
る
も
の
に
て
、

袖
中
抄
に
い
へ
る
如
く
、
木
を
め
つ
ら
し
く
色
と
り
た
る
も
の
な
り
。
に
し
こ
き
、
に

し
こ
り
き
な
と
云
ヘ
る
説
は
み
な
非
な
り
。

　

○
米
白
川
―
水
源
は
、
東
北
南
の
川
々
に
て
、
則
鹿
角
川
・
田
山
川
・
折
壁
川
・
花

輪
川
・
毛
馬
内
川
・
大
湯
川
な
り
。
松
山
村
に
至
て
、
皆
一
つ
に
合
、
大
川
と
な
り
て
、

西
に
流
る
ゝ
ま
ゝ
に
。
出
羽
國
秋
田
・
山
本
の
二
郡
を
經
て
野
代
ノ
湊
に
至
、
西
の
大

海
に
入
る
也
。

　

扨
米
白
川
と
云
る
所
以
は
、往
昔
、米
白
川
の
川
上
田
山
村
な
る
平
間
田
と
云
處
に
、

今
二
戸
郡
の
中
也
。
だ
ん
び
る
長
者
と
云
人
在ア
リ

け
り
。
元
來
、
氏
あ
る
人
な
れ
と
、
夫
婦

共
に
、
田
畑
を
造
り
て
、
常
の
業
ナ
リ
ハ
ヒと
せ
り
。
一ア
ル
ト
キ日
田
邊
に
暫
時
晝
寢
し
た
り
し
に
、
蜻

蛉
飛
来
て
面
に
つ
き
、
向
ヒ
の
岩
根
の
飛
去
り
て
は
、
又
歸
來
て
面
に
止
る
事
數
度
な

る
を
、
側
な
る
妻
の
甚イ
ト

怪
し
と
思
ひ
て
、
只
詠
め
に
詠
め
て
な
ん
居
た
り
け
る
。
や
ゝ

有
て
、
男
目
覺
て
云
ら
く
、
今
我
怪
き
夢
見
た
り
、
所
謂
、
養
老
の
酒
と
も
云
つ
へ
く
、

世
に
な
き
美
酒
を
飲
つ
と
思
へ
る
心
地
せ
り
と
い
へ
れ
は
、
然
れ
は
に
や
と
、
彼
蜻
蛉

の
、
怪
き
為
業
の
有
つ
る
由
を
、
委ツ
ハ
ラに
相
語
り
き
。
か
く
て
そ
の
岩
根
を
見
つ
れ
は
、

夢
の
敎サ
ト
シの

如
く
、美
酒
の
湧
出
た
り
得
た
り
。則
其
處
に
家
居
し
て
月
日
ふ
る
ま
ゝ
に
、

世
に
隱
な
き
富
人
と
は
な
れ
り
け
り
。
さ
て
こ
そ
だ
ん
び
る
長
者
と
土
人
は
稱イ
ヒ

た
り
け

れ
。
蜻
蛉
を
、た
ん
ひ
る
と
云
、此
處
の
方ク
ニ
コ
ト
ハ言な
り
。
扨
彌
ま
す
〱
家
富
榮
え
し
故
に
、

飯
の
幾
計
か
し
く
は
か
り
な
れ
は
、
川
邊
に
出
て
米
と
く
事
ひ
ま
な
か
り
し
か
は
、
則

其
川
水
白
く
な
り
て
流
れ
き
、
故
米
白
川
と
は
云
な
り
と
な
ん
。

▽
巻
十

＊
北
郡

　

東
は
大
海
を
限
り
、
南
は
三
戸
・
鹿
角
の
二
郡
に
接
き
、
西
は
津
輕
郡
、
ま
た
入
海

に
つ
ゝ
き
、
北
は
國
形
、
一
嶋
の
如
く
に
て
、
東
西
南
北
み
な
、
大
海
を
限
れ
る
處
な

り
。
此
郡
も
、
所
謂
糠
ノ
部
ノ
五
郡
の
中
の
一
郡
な
り
。
北
郡
と
い
へ
る
は
、
陸
奥
ノ

國
の
北
方
、最イ
ヤ
ハ
テ後

の
地ト
コ
ロな

れ
は
、た
ゝ
何
の
よ
し
も
な
く
、北
郡
と
は
云
つ
る
も
の
也
。

是
も
猶
今
は
眞
郡
の
如
に
は
な
れ
り
。

　

扨
國
郡
郷
な
と
の
名
、
往
古
は
字
の
數
も
定
ら
す
、
正
字
に
ま
れ
、
借
字
に
ま
れ
、

あ
る
へ
き
ま
ゝ
に
、
木
ノ
國
・
泉
ノ
國
・
津
ノ
國
な
と
一
字
に
も
書
き
、
或
は
武
藏
志

ノ
國
・
相
加
模
ノ
國
・
駿
流
河
ノ
國
・
丹
邇
波
ノ
國
・
但
遅
馬
ノ
國
な
と
三
字
に
も
書

た
り
し
を
、續
日
本
紀
に
、和
銅
六
年
（
７
１
３
）
五
月
詔
に
、畿
内
七
道
諸
國
郡
郷
ノ
名
、

著ツ
ケ
ヨ

好
字
ヲ
云
々
と
見
え
、
ま
た
延
喜
民
部
式
に
、
凡
諸
國
部
内
ノ
郡
里
等
ノ
名
ヘ
並ミ
ナ

用

ヒ
二
字
ヲ
必
取
レ
嘉
名
ヲ
云
　々

と
あ
り
て
、
一
字
な
る
は
韻
ヒ
ビ
キ

字
を
そ
へ
、
或
は
上
下

前
後
と
分
ち
て
二
字
と
し
、
又
三
字
な
る
は
略
き
て
嘉
名
を
と
り
て
二
字
と
し
、
好
字

に
改
ら
れ
し
よ
り
、
必
二
字
に
定
め
て
書
こ
と
ゝ
は
な
れ
る
な
り
。

　

然
に
、
此
北
郡
は
、
昔
よ
り
た
ゝ
一
字
に
の
み
書
る
は
、
か
の
御ミ
サ
タ
メ制

に
違
へ
る
に
似

た
れ
と
、
然
に
は
あ
ら
す
、
元モ
ト
ヨ
リ來

假
に
立
ら
れ
し
郡
の
や
ゝ
後
に
眞
郡
の
如
く
な
れ
る

も
の
に
て
、
今
も
そ
の
書
來
し
ま
ゝ
な
れ
は
、
他ホ
カ

の
例
と
は
異コ
ト

な
り
け
り
。

　

○
宇
曾
利
山
神
社
―
田
名
部
村
に
屬
た
あ
る
、
宇
曾
利
山
の
山
上
に
、
令
坐
奉
れ
る

な
り
。
仁
壽
四
年
（
８
５
４
）
に
齋
奉
れ
り
と
な
ん
。

　

○
熊
野
神
社
―
目
名
村
に
あ
り
。
大
同
年
中
（
８
０
６
～
８
１
０
）、
目
名
城
主
高
舘

采
女
正
か
、
崇
祭
し
神
社
な
り
と
な
ん
。

　

○
新
羅
明
神
社
―
奥
瀬
村
に
あ
り
。
昔
甲
斐
國
よ
り
遷
奉
れ
る
よ
し
、
云
傳
へ
た
れ

と
、
其
年
月
は
知
レ
す
。

　

○
千
曳
神
社
―
野
邊
地
村
に
あ
り
。
古
老
傳
云
、
往
古
、
此
邊
に
碑
あ
り
。
甚
大
な

る
石
な
り
け
れ
ば
、
土
人
新ニ
ヒ
ハ
リ墾

に
不タ
ヨ
リ
ア
シ便と

て
、
か
の
石
碑
を
引
退
む
と
す
る
に
、
多
人

し
て
引
た
れ
と
も
、
え
動
さ
り
き
。
然
る
を
坪
村
な
る
壺
子
と
い
へ
る
女
の
出
て
、
只

二
十
一

二
十
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鑑
巻
九
、
文
治
五
年
九
月
十
七
日
甲
戌
の
條
に
、
希
婦
細
布
二
千
端　

な
と
見
え
た
る

は
、
全
此
里
よ
り
織
出
て
、
古
へ
は
貢
調
に
も
進
タ
テ
マ
ツり
し
物
な
り
、
扨
今
は
平ツ

ネ常
に
は
お

ら
さ
れ
と
も
、
事
に
よ
り
て
は
出
せ
り
、
そ
は
は
た
は
り
狹
く
て
、
甚イ
ト

あ
ら
〱
し
き

布
な
り
。
女
の
い
ま
た
男
せ
さ
る
も
の
の
、
七
日
ほ
と
も
の
い
み
し
て
、
糸
う
む
よ
り

織
出
す
ま
て
、
一
日
の
業
と
す
る
な
り
。
如
此
お
こ
そ
か
に
せ
る
は
、
古
へ
貢
の
奉
れ

る
物
な
れ
は
、
そ
の
手テ
フ
リ風

の
今
に
遺
れ
る
な
る
へ
し
。

　

○
大
日
堂
―
小
豆
澤
村
に
あ
り
。
繼
體
天
皇
の
御
世
十
七
年
に
、
勅
命
に
よ
り
て
、

安
置
れ
り
と
な
ん
。
恒
久
云
、
當
時
は
佛
道
い
ま
た
渡
り
來
ぬ
前
の
事
な
れ
は
、
大
日
尊
な
と
い

へ
る
稱
號
の
、
世
に
あ
る
へ
く
も
あ
ら
す
、
勿
論
安
置
奉
へ
き
に
も
あ
ら
ね
は
、
か
に
か
く
に
不
審
こ

と
な
り
。
此
は
全
く
元
來
、
某
神
を
□
□
い
つ
き
奉
れ
る
つ
る
を
、
後
に
僧
等
の
、
例
の
佛
意
に
こ

と
よ
せ
て
、
人
迷
し
の
附
會
せ
る
よ
り
、
か
く
は
誤
れ
り
し
な
る
へ
し
。
猶
よ
く
尋
て
い
ふ
へ
じ
。
古

老
傳
云
、
往
昔
米
白
川
の
川
上
、
平
間
田
と
云
所
に
、
氏
あ
る
人
あ
り
け
り
。
女
一
人

持
り
し
を
、
皇
都
に
遣
て
宮
仕
を
な
ん
せ
さ
せ
け
る
。
か
く
て
年
月
、
侍
ふ
ま
ゝ
に
經

上
り
て
、
天
皇
の
寵
に
逢
て
、
皇
子
産ウ
ミ

奉
り
き
。
扨
後
に
此
里
に
歸
下
り
ま
し
て
、
身

ま
か
り
給
ひ
に
け
り
と
な
ん
。
か
ゝ
る
由
縁
に
よ
り
て
、
當
昔
勅
命
も
ち
て
、
此
御
社

を
は
建
立
せ
ら
れ
た
り
と
そ
。
又
彼
官
女
の
顏
を
う
つ
せ
る
、
古
キ
面
あ
り
。
こ
は
所

以
あ
る
こ
と
な
り
。

　

又
末
社
に
、
熊
野
神
社
・
山
神
社
・
地
蔵
堂
・
藥
師
神
社
な
と
あ
り
き
、
皆
古
き
御

社
な
り
。

　

扨
藥
師
神
社
は
、
古
老
傳
云
、
昔
五
宮
の
皇
子
の
乳
母
、
朝
夕
に
、
皇
子
の
行
方
を

し
た
ひ
奉
り
て
、
終
に
此
處
に
ま
か
り
下
り
て
、
扨
山
に
分
登
る
時
、
獨ウ

ト活
か
ら
に
眼

を
突ツ
カ

れ
し
か
は
山
上
に
は
、
え
登
り
や
ら
て
、
夫
婦
共
に
麓
に
下
り
て
石
に
化
つ
。
故

レ
今
男
女
石
と
て
其
處
に
あ
る
は
是
な
り
。
扨
年
月
數
多
經
つ
れ
と
、
彼
女
の
霊
往
々

嶺
上
に
顯
れ
出
る
故
に
、
村
人
御
社
を
つ
く
り
て
、
藥
師
神
と
崇
奉
れ
り
。
今
眼
病
に

く
る
し
む
人
、
獨
活
を
禁
物
と
し
て
、
此
神
に
乞
祈
れ
は
、
必
驗
あ
る
は
其
由
縁
な
り

と
な
ん
。

　

○
五
宮
嶽
神
社
―
小
豆
澤
村
に
あ
り
。
昔
繼
體
天
皇
の
五
ノ
宮
ノ
皇
子
此
處
に
下ク
タ
リ向

給
ひ
し
時
、
御
馬
の
鞍
二
つ
に
て
離ワ
レ

て
前
輪
は
東
山
に
落
、
後
輪
は
大
里
村
に
捨
給
ひ

き
。
故
レ
其
處
を
尻
鞍
と
い
ふ
。
前
輪
の
落
た
る
處
を
、
鞍
落
塲
と
い
へ
り
、
御
供
に

め
し
た
り
し
金
丸
と
い
へ
る
兄ハ
ラ
カ
ラ弟
、所
以
あ
り
て
石
に
變ナ
リ

つ
と
な
ん
。其
石
今
も
あ
り
。

　

扨
皇
子
薨
給
ひ
し
後
に
、
則
五
宮
嶽
ノ
神
と
崇
祭
れ
り
と
な
む
。

　

○
胎
蔵
界
大
日
堂
―
毛
馬
内
村
に
あ
り
。
繼
體
天
皇
の
御
世
に
、
だ
ん
び
る
長
者
と

云
る
人
の
建
立
た
り
し
御
社
な
り
と
な
ん
。
凡
て
此
郡
中
に
、
大
日
堂
三
つ
あ
り
。
一

つ
は
、
小
豆
澤
村
に
あ
り
。
今
一
つ
は
、
長
牛
村
に
在
。
こ
の
毛
馬
内
村
な
る
も
、
其

三
つ
の
一
社
な
り
。

　

○
錦
木
塚
―
毛
馬
内
里
の
南
、
古
川
村
に
あ
り
。
古
老
傳
云
、
此
塚
は
、
往
昔
此
處

の
風
俗
に
て
、
思
か
く
る
女
の
門
に
、
錦
木
と
云
も
の
を
立
て
、
心
を
通カ
ヨ
ハし

、
相
思
ふ

中
な
れ
は
、
則
契
初
る
こ
と
な
り
。
袖
中
抄
巻
十
八
に
、
古
歌
に
、
錦
木
は
千
束
に
な

り
ぬ
今
こ
そ
は
人
に
し
ら
れ
ぬ
ね
や
の
中
み
め
、
顯
昭
云
う
、
に
し
き
ゝ
と
い
ふ
は
、

世
の
古
こ
と
に
て
、
む
か
し
よ
り
い
ひ
傳
た
る
に
付
て
、
ふ
た
つ
の
や
う
あ
り
。
一
に

は
陸
奥
の
お
く
の
え
ひ
す
は
、男
女
を
よ
は
ゝ
ん
と
す
る
時
、文
を
や
る
事
は
な
く
て
、

一
尺
は
か
り
な
る
木
を
、
ま
た
ら
に
色
と
り
て
、
其
女
の
家
の
門
に
立
る
に
、
逢
ん
と

と
い
ふ
男
な
れ
は
、
其
錦
木
を
、
ほ
と
な
く
取
い
れ
つ
、
お
そ
く
取
入
れ
は
、
し
ひ
て

猶
立
て
、
千
束
を
か
き
り
に
立
れ
は
、
誠
に
心
さ
し
有
け
り
と
て
、
其
時
に
取
入
て
、

逢
と
い
へ
り
。
或
は
、
千
束
に
な
り
て
も
取
い
れ
ね
は
、
思
ひ
た
え
ぬ
と
い
へ
り
。
今

の
歌
は
、
千
束
立
て
、
逢
よ
し
の
心
を
よ
め
る
也
云
々
、
恒
久
云
、
此
よ
り
下
の
文
は
、
錦

木
の
事
を
、
か
に
か
く
に
委
し
く
論
は
れ
た
れ
と
、
み
な
詳
な
ら
ぬ
こ
と
ゝ
も
な
れ
は
、
と
ら
す
。
昔

よ
り
推
量
の
説
の
み
多
し
。

　

後
拾
遺
集
戀
一
に
、
能
因
法
師
、
錦
木
は
立
な
か
ら
こ
そ
朽
に
け
れ
け
ふ
の
細
布
胸

あ
は
し
と
や
、
詞
花
集
戀
上
に
、
大
蔵
卿
匡
房
、
思
ひ
か
ね
け
ふ
立
初
る
錦
木
の
千
束

も
ま
た
て
逢
よ
し
も
か
な
、
千
載
集
戀
二
に
、
加
茂
重
保
、
錦
木
の
千
束
の
か
き
り
な

か
り
せ
は
猶
こ
り
す
ま
に
立
ま
し
も
の
を
、
な
と
見
え
た
る
、
此
國
の
風ナ
ラ
ヒ俗
に
て
、
古

二
十
一

二
十

ヲ
リ

〱

モ
ハ
ラ
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セ
タ
リ
、
權
太
栗
毛
イ
カ
ナ
ル
事
モ
ア
ラ
ン
時
ハ
ト
テ
乘
替
ノ
料
ニ
引
セ
タ
リ
。
白
キ
馬
ノ
太

ク
逞
キ
カ
尾
髪
ア
ク
マ
テ
足
レ
リ
、
三
戸
立
ノ
馬
也
、
餘
リ
ニ
秘
蔵
シ
テ
、
假
居
ノ
西
ニ
厩

ヲ
立
テ
、
晝
ハ
人
目
ヲ
憚
リ
テ
、
夜
ハ
引
出
シ
、
愛
シ
ケ
レ
ハ
、
馬
ノ
白
キ
ヲ
月
ニ
タ
ト
ヘ
、

西
ノ
厩
ヲ
樓
ニ
喩
テ
西
樓
ト
ソ
名
付
タ
ル
云
　々

な
と
見
え
た
る
名
馬
等
の
出
つ
る
牧

は
、
則
此
處
な
り
。
す
へ
て
、
北
國
中
に
は
、
野
牧
此
處
彼
處
に
あ
り
て
、
古
へ
よ
り

良
馬
出
つ
る
事
は
、
今
も
世
に
知
れ
る
が
如
し
。

　

○
三
戸
ノ
城
―
三
戸
ノ
里
に
城
跡
今
も
猶
あ
り
。
我
遠
つ
御
祖
君
光
行
君
の
、
甲
斐

國
よ
り
、
此
地
に
下ク
タ
リ向

ま
し
て
、
初
國
所シ
ラ
シ地

し
、
承
久
年
中
に
、
造ツ
ク
リ營

給
ひ
た
る
本
つ

城
な
り
。
東
に
馬
淵
川
、
西
に
熊
原
川
を
帯オ
ヒ

、
南
は
高
山
に
つ
ゝ
き
又
蓑
ケ
坂
に
よ
り

た
る
い
と
嚴
な
る
岩
城
な
り
。

　

扨
御
世
々
々
、
年
久
し
く
在マ
シ

ま
し
ゝ
を
、
慶
長
の
頃
盛
岡
ノ
城
を
本
つ
城
と
定
め
給

ひ
て
、
彼
處
に
移
り
居イ
マ

し
ゝ
後
は
、
家イ
エ
ノ
コ
ト
モ

臣
等
に
仰
せ
て
、
暫シ
ハ
シか

ほ
と
は
、
守
し
め
た
れ

と
、
今
は
破ヤ
フ
レ壊

て
、
只
そ
の
城
跡
の
み
存ノ
コ

れ
り
。

　

○
比
良
ケ
崎
城
―
沖
田
面
村
に
今
も
城
跡
あ
り
。
我
光
行
君
、
初
め
て
國
し
ら
し
ゝ

時
、
最ハ
シ
メ初
此
城
を
造
り
て
暫
が
ほ
と
在マ
シ

ま
し
ゝ
處
な
り
。
此
よ
り
三
戸
城
に
は
移
ら
せ

た
る
也
。

　

○
一
夜
堀
ノ
城
―
花
見
舘
と
も
云
、
相
内
村
に
あ
り
。
我
光
行
君
、
甲
斐
國
よ
り
、

此
地
に
始
て
下
向
給
ひ
し
時
、
一
夜
の
間ホ
ト

に
堀
を
造
ツ
ク
リ
モ
ト
ホ

囘
し
、
假
の
御
舘
と
定
め
給
ひ
し

處
な
り
。

　

○
牛
尾
ノ
城
―
田
子
村
に
城
跡
今
も
あ
り
。
我
信
直
君
い
ま
た
御
代
嗣
ま
さ
さ
り
し

間ホ
ト

、
在マ
シ

ま
し
ゝ
城
な
り
と
な
ん
。

　

○
根
城
ノ
城　

平
地
―
八
戸
ノ
里
に
今
も
猶
あ
り
。
家
臣
八
戸
彦
次
郎
直
榮
が
先
祖

よ
り
歴
代
居ス
メ

り
し
城
な
り
し
を
、
寛
永
四
年
に
、
八
戸
氏
を
は
、
閇
伊
郡
な
る
、
横
田

城
に
移
ら
し
め
て
、
後
に
は
我
君
の
親
族
、
南
部
左
衛
門
佐
直
房
君
の
居イ
マ
セ
ル
キ城と
定
め
給

へ
り
。
今
も
そ
の
御
子
孫
の
居
イ
マ
セ
ル
ト
コ
ロ地

則
是
な
り
。

▽
巻
九

＊
鹿
角
郡

　

東
は
二
戸
・
三
戸
の
二
郡
に
わ
た
り
、
南
は
岩
手
ノ
郡
、
西
は
陸
奥
と
出
羽
と
の
國

ノ
堺
を
限
り
て
、
秋
田
ノ
郡
に
つ
ゝ
き
、
北
は
則
北
ノ
郡
に
接
く
。
扨
此
郡
も
、
所
謂

糠
部
ノ
五
郡
の
中
の
一
郡
に
て
、
九
戸
ノ
郡
の
下
に
委
く
云
る
か
如
し
。
故
レ
古
キ
書

に
は
見
え
さ
る
郡
ノ
名
に
は
あ
れ
と
も
、
む
け
に
近
世
の
こ
と
に
も
あ
ら
さ
れ
は
既
ハ
ヤ
ク

眞

郡
の
如
く
に
は
な
れ
る
も
の
な
り
。

　

○
狹
布
ノ
里
―
盛
岡
ノ
城
の
西
北
、
古
川
村
に
あ
り
て
、
城
下
よ
り
行
程
二
十
二
里

餘
あ
り
。
今
は
纔ワ
ツ
カに
舊
跡
の
み
遺ノ
コ

れ
り
。
古
歌
に
、
け
ふ
の
里
け
ふ
の
郡
な
と
見
え
た

る
は
此
處
な
り
。
新
撰
六
帖
に　
又
堀
川
百
首
と
も
あ
り
、
猶
よ
く
尋
ぬ
へ
し
、
知
家
、
陸

奥
の
け
ふ
の
郡
に
織
る
布
の
せ
は
し
き
世
に
も
逢
に
け
る
か
な　
け
ふ
の
郡
と
い
へ
る
こ

と
は
猶
後
に
て
云
へ
し
、
因
云
、
此
里
よ
り
織
出
る
布
を
、
狹
布
と
も
、
細
布
と
も
、
奥

布
と
も
い
へ
り
。
古
歌
に
、
古
今
六
帖
第
五
、
布
の
部
に
、
陸
奥
の
け
ふ
の
さ
布
の
ほ

と
せ
は
み
ま
た
胸
あ
は
ぬ
戀
も
す
る
か
な
、
夫
木
抄
三
十
三
、
布
の
部
に
、
中
務
卿
御

子
、
思
へ
た
ゝ
け
ふ
の
さ
布
の
麻
衣
さ
て
も
逢
み
ぬ
胸
の
く
る
し
さ
、
又
同
巻
に
、
光

俊
朝
臣
、
今
は
世
に
あ
る
も
ま
れ
な
る
奥
布
の
も
ち
ひ
ら
れ
し
は
昔
也
け
り
、
又
俊
成

卿
、
錦
木
の
千
束
の
か
す
も
け
ふ
み
ち
て
け
ふ
の
細
布
む
ね
や
あ
ふ
へ
き
、
後
拾
遺
集

戀
二
、
題
し
ら
す
、
能
因
法
師
、
錦
木
は
立
な
か
ら
こ
そ
朽
に
け
れ
け
ふ
の
細
布
胸
あ

は
し
と
や
、
な
と
よ
め
る
皆
此
處
よ
り
織
出
せ
る
布
な
り
。

　

又
昔
は
貢
調
に
も
し
つ
る
は
か
り
、
數
多
出
來
し
も
の
に
て
、
延
喜
主
計
式
に
、
陸

奥
國
、
調
廣
二
十
三
橋
、
自
餘
輸
狹
布
米
穀
、
庸
廣
布
十
端
、
自
餘
輸
狹
布
米
、
ま
た

同
書
に
、望
陀
布　
長
四
丈
二
尺
廣
二
尺
八
寸
、廣
布
並
三
丁
成
端
、細
布
二
丁
成
端
（
中
略
）

狹
布
二
丁
成
端
、長
三
丈
七
尺
廣
一
尺
八
寸
、日
本
逸
史
に
、大
同
五
年
（
８
１
０
）
春
癸
巳
、

太
政
官
府
（
符
）、
應
陸
奥
國
浮
浪
人
、
準
土
人
、
輸
狹
布
ヲ
事
（
中
略
）
土
人
調
庸
全

ク
輸
狹
布
ヲ
、
至
于
浪
人
ニ
特
進
ム
廣
布
ヲ
、
織
作
之
勞
難
易
不
同
齋
民
之
貢
彼
是
為

異
望
ミ
請
一
準
ソ
土
人
ニ
同
ク
進
シ
狹
布
ヲ
者
、
國
司
検
察
ソ
所
申
有
實
云
々
、
ま
た
東

十
九

十
八
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如
く
な
れ
る
も
の
也
。

　

○
八
幡
神
社
―
櫛
引
村
に
あ
り
。
元
來
、
甲
斐
ノ
國
巨
麻
ノ
郡
に
齋
奉
れ
り
し
を
、

我
遠
祖
君
、
南
部
三
郎
源
光
行
君
の
、
此
地
に
下ク
タ
リ向

給
ひ
て
、
初ハ
ツ
ク
ニ國

領シ
ラ

し
ゝ
後
、
承
久

二
年
（
１
２
２
０
）
に
、
甲
斐
國
よ
り
遷
さ
れ
て
、
則
此
處
に
崇
奉
ら
れ
し
神
社
な
り
。

神
寶
に
、甲
冑
二
領
あ
り
、い
と
古
物
に
て
、世
に
知シ
ラ

れ
た
る
も
の
な
り
。
又
鰐
口
に
、

應
永
二
年
（
１
３
９
５
）
八
月
吉
と
彫
付
た
る
あ
り
。

　

○
神
明
神
社
―
櫛
引
村
に
あ
り
。
此
神
社
も
甲
斐
國
よ
り
遷
奉
れ
る
神
社
な
れ
と
、

そ
の
年
月
は
知シ
ラ

れ
す
。

　

○
本
八
幡
神
社
―
小
向
村
に
あ
り
。
此
も
承
久
二
年
に
、
甲
斐
國
よ
り
、
八
幡
ノ
大

神
を
遷
奉
れ
る
時
、先
此
處
に
令マ

セ座
奉
り
て
、夫
よ
り
今
の
櫛
引
村
に
、宮ミ
ヤ

造ツ
ク
リ營

し
て
、

う
つ
し
奉
れ
る
な
り
。
其
舊フ
ル
キ

地
な
れ
は
、
今
も
、
本
八
幡
神
社
と
は
云
な
り
。

　

○
熊
野
神
社
―
相
内
村
に
あ
り
。
此
は
我
光
行
君
の
、
初
國
領
し
ゝ
以
後
、
甲
斐
國

よ
り
、
遷
奉
ら
れ
し
御
社
な
り
と
な
ん
。

　

○
塞
神
社
―
某
村
に
あ
り
。
天
正
年
中
齋
奉
れ
り
と
な
ん
。
恒
久
云
、
塞
神
は
、
布
那

斗
ノ
神
に
て
、
旅
神
に
坐
ま
せ
る
を
、
今
幸サ
イ
ノ
カ
ミ

神
と
し
て
、
則
幸
を
祈
る
神
也
と
思
ふ
は
誤
な
り
。
そ
は

佐
閇
を
、
佐
伊
に
訛
れ
る
よ
り
、
こ
と
お
こ
り
た
る
附
會
の
説
な
り
。
故
今
改
て
記
し
つ
。

　

○
諏
訪
神
社
―
沖
田
面
村
に
あ
り
。
我
光
行
君
初
め
て
國シ

ラ領
し
ゝ
頃
、
信
濃
国
諏
訪

郡
な
る
、南
方
刀
美
ノ
神
霊
を
遷
奉
り
て
、此
處
に
は
令マ

セ坐
奉
り
し
も
の
な
り
と
な
ん
。

　

○
觀
音
堂
―
相
内
村
に
あ
り
。
往
昔
は
正
往
山
圓
通
寺
と
て
、
大
寺
な
り
し
を
、
今

は
絶
果
て
、
只
觀
音
堂
の
み
殘
れ
り
。
甚イ
ト

古
き
御
社
な
れ
と
、
そ
の
安
置
奉
れ
る
年
月

は
知
ら
れ
す
。
我
光
行
君
、
甲
斐
國
を
發イ
テ
タ向ゝ

し
て
、
船
よ
り
此
地
に
下
り
賜
ひ
し
時
、

先
八
戸
ノ
浦
に
着ツ

キ岸
賜
ひ
、
そ
の
夜
は
此
觀
音
ノ
御
堂
に
や
と
り
賜
ひ
て
、
越ト
シ
コ
シ年
の
禮

式
を
も
の
し
賜
ひ
し
處
な
り
。
そ
は
承
久
元
年
（
１
２
１
９
）
十
二
月
廿
九
日
の
こ
と
に

て
、
明ア
ク
ル
ヒ日
は
、
正
月
元
日
な
れ
は
、
其
日
を
年
の
晦
日
と
定
め
て
越
年
の
賀ホ
キ
ワ
サ儀
し
賜
ひ

つ
る
よ
り
、
今
に
至
る
ま
て
、
十
二
月
小
の
月
な
れ
は
、
必
大
の
月
に
改
る
は
、
定
例

な
り
。
世
俗
南
部
の
私
大
と
い
へ
る
は
則
此
因
縁
な
り
。　

　

○
聖
壽
寺　
山
號
大
光
山
―
小
向
村
に
あ
り
。
今
三
光
庵
と
い
へ
る
寺
は
、
則
此
寺

の
舊
地
な
り
。
我
南
部
の
遠
祖
君
よ
り
、
御
代
々
々
の
菩
提
所
に
て
、
慶
長
年
中
、
盛

岡
に
御
城
を
し
き
賜
ひ
し
時
、
則
此
寺
も
、
そ
の
城
下
の
、
上
田
村
に
は
う
つ
さ
れ
た

る
な
り
け
り
。
今
尚
其
所
に
あ
る
は
是
な
り
。

　

○
永
福
寺　
山
號
寶
珠
山
―
沖
田
面
村
に
あ
り
し
を
、
慶
長
年
中
に
、
盛
岡
の
城
下
、

山
岸
村
に
移
さ
れ
た
り
。
今
嶺
松
院
て
ふ
寺
、
則
永
福
寺
の
舊
フ
ル
キ
ア
ト
ゝ
コ
ロ

跡
地
な
り
。

　

扨
昔
よ
り
什
物
許
多
あ
る
が
中
に
、
高
野
大
師
の
作
れ
る
、
諸
天
十
六
羅
漢
及
書
畫

等
い
と
め
つ
ら
し
き
物
あ
り
。
又
南
宗
坊
と
い
へ
る
僧
の
書
寫
せ
る
不
動
像
一
軸
あ

り
。
是
は
由ユ

エ縁
あ
る
こ
と
に
て
、
北
ノ
郡
十
和
田
池
の
下
に
委
し
く
い
ふ
へ
し
。

　

○
長
谷
寺　
山
號
蓮
臺
山
―
某
村
な
る
、
名
久
井
嶽
の
山
中
に
あ
り
。
建
徳
元
年
（
１

３
７
０
）
に
、
明
學
和
尚
が
、
所ツ
ク
レ
ル
テ
ラ

造
寺
な
り
と
な
ん
。
此
寺
も
後
に
盛
岡
ノ
城
下
に
移

さ
れ
た
り
。
今
惠
光
院
と
い
へ
る
、
則
長
谷
寺
の
舊
跡
地
な
り
。

　

○
法
光
寺　
山
號
白
花
山
―
名
久
井
村
に
あ
り
。
建
長
年
中
（
１
２
４
９
～
５
６
）
最
明

寺
時
頼
、
此
處
に
下
向
ら
れ
し
時
、
兩
三
年
の
間ホ
ト

、
や
と
れ
り
し
寺
也
と
な
ん
。　

　

○
名
久
井
嶽
―
三
戸
ノ
里
の
正
東
、
名
久
井
村
に
屬
け
り
。
折
爪
嶽
と
、
南
北
に
對

立
て
、
諸
山
に
抜
出
た
る
高
山
な
り
。
山
半
に
寺
あ
り
、
則
長
谷
寺
の
舊
跡
な
り
。

　

○
住
谷
牧
―
某
村
に
あ
り
、
名
久
井
嶽
に
接
た
る
處
に
て
、
長
差
二
十
五
丁
、
横
二

十
五
丁
あ
り
。
昔
は
世
に
聞
え
た
る
名
馬
の
出
つ
る
牧
な
り
。
源
平
盛
衰
記
、
巻
三
十

四
に
、（
上
略
）
佐
々
木
・
梶
原
・
馬
ニ
事
ヲ
ゾ
、
カ
キ
タ
リ
ケ
ル
、
折
節
秘
蔵
の
御
馬
三

疋
也
、
生
唼
・
磨
墨
・
若
白
毛
ト
ソ
申
ケ
ル
。
陸
奥
國
三
戸
立
ノ
馬
、
秀
衡
カ
子
ニ
元
能

冠
者
カ
、
進
タ
ル
也
、
太
ク
逞
キ
ガ
、
尾
髪
ア
ク
マ
テ
足
タ
リ
、
此
馬
、
鼻
強
シ
テ
、
人
ヲ

釣
ケ
レ
ハ
、
異
名
ニ
ハ
町
君
ト
付
ラ
レ
タ
リ
。
生
唼
ト
ハ
、
黑
栗
毛
ノ
馬
、
高
サ
八
寸
太
ク

逞
ガ
、
尾
ノ
前
チ
ト
白
カ
リ
ケ
リ
。
當
時
五
歳
、
猶
出
ク
ベ
キ
馬
也
。
是
モ
陸
奥
國
、
七
戸

立
ノ
馬
、
鹿
笛
ヲ
金
燒
ニ
テ
ア
テ
タ
レ
ハ
、
少
モ
紛
ヘ
ク
モ
ナ
シ
。
馬
ヲ
モ
人
ヲ
モ
食
ケ
レ
ハ

生
唼
ト
名
付
タ
リ
。
七
戸
立
の
馬
の
事
は
北
郡
の
下
に
云
へ
し
。

　

ま
た
同
書
、
巻
三
十
六
に
、
西
樓
ト
云
秘
蔵
ノ
馬
ア
リ
、
後コ

ト

ノ

フ

戸
ノ
風
ト
云
舎
人
男
ニ
引

十
九

十
八
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は
遠
く
て
み
れ
は
、
山
よ
り
あ
な
た
に
波
の
た
つ
か
、
山
よ
り
上
に
み
こ
さ
れ
て
、
山

を
こ
ゆ
と
み
ゆ
る
に
よ
り
て
、
ま
こ
と
の
波
の
こ
ゆ
へ
き
よ
し
を
ち
か
へ
る
な
め
り

云
　々

と
い
へ
る
説
の
み
は
い
さ
ゝ
か
あ
た
れ
る
樣サ
マ

な
り
。

　

扨
又
末
の
松
山
・
中
の
松
・
も
と
の
松
な
と
い
へ
る
は
、
古
へ
よ
り
聞
え
ぬ
名ナ
ト
コ
ロ所

な

れ
は
、此
處
に
は
よ
し
な
き
こ
と
な
り
。
又
此
末
の
松
山
を
、今イ
マ
ヨ
ニ俗

波
打
峠
と
い
へ
り
、

彼カ
ノ
イ
ニ
シ
古
へ
、
山
本
近
く
波
の
打
よ
り
し
地
な
れ
は
、
そ
の
由ユ
エ
ヨ
シ縁
を
思
ひ
て
、
土
人
の
然
云

傳
へ
た
る
も
の
か
、
是
も
聊
墟
あ
り
け
な
り
。

　

○
一
戸
牧
―
金
田
市
村
に
あ
り
。
折
爪
嶽
の
麓
に
て
、長
さ
（
マ
マ
）
里
、横
（
マ
マ
）

里
許
、
馬
淵
川
に
つ
ゝ
き
た
る
處
な
り
。
古
は
世
に
聞
え
た
る
名ヨ
キ
ウ
マ馬
の
み
出
つ
る
牧
な

れ
と
、
今
は
馬ウ
マ
タ
チ立

絶タ

え
た
り
。

　

源
平
盛
衰
記
巻
三
十
六
に
、「（
上
略
）
權
太
栗
毛
ニ
乘
タ
リ
ケ
リ
、
此
馬
ハ
、
熊
谷
カ

中
ニ
權
太
ト
イ
フ
舎
人
ア
リ
。
季
緒
カ
流
ヲ
モ
習
ハ
ス
、
伯
樂
カ
傳
ヲ
モ
聞
サ
リ
ケ
ル
モ
、
能

馬
ニ
心
得
タ
ル
者
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
召
向
テ
當
時
ニ
源
平
ノ
合
戰
ア
ル
ヘ
シ
。
折
節
然
ル
へ
キ

馬
ナ
シ
、
海
ヲ
モ
渡
シ
、
山
ヲ
モ
越
ヘ
キ
馬
、
尋
得
サ
セ
ヨ
ト
云
テ
、
上
品
ノ
絹
二
百
疋
持

セ
テ
奥
へ
下
ス
。
權
太
陸
奥
國
一
ノ
戸
ニ
下
リ
、
牧
ノ
内
走
リ
廻
リ
テ
、
撰
勝
ツ
テ
四
歳
ノ

小
馬
ヲ
買
タ
リ
ケ
リ
。
扨
コ
ソ
、
此
馬
ヲ
ハ
權
太
栗
毛
と
は
呼
ケ
レ
云
々
、」

　

ま
た
太
平
記
關
東
の
大
勢
上
洛
の
事
を
い
へ
る
條
に
、「（
上
略
）
こ
か
ね
つ
く
り
の

太
刀
を
二
ふ
り
は
き
、
一
の
へ
い
黑
と
い
ふ
坂
東
一
の
名
馬
、
五
尺
三
寸
あ
り
け
る
に

打
の
り
云
々
」
と
見
え
た
る
名
馬
等
の
出
つ
る
牧
は
、
則
此
所
な
り
。
一
戸
黑
と
呼イ
ヘ

る

も
卽
ヤ
カ
テ

地
名
を
負オ
ホ

せ
つ
る
も
の
な
り
。
さ
て
生
唼
ノ
磨
墨
の
兩
馬
も
、
此
牧
よ
り
出
た
り

と
云
説
は
非
な
り
、
そ
は
三
戸
ノ
郡
の
下ト
コ
ロに

い
ふ
へ
し
、
云
々
。

　

○
浄
法
寺
ノ
城　
山
城
―
浄
法
寺
村
に
城
跡
今
も
存ア

り
。
天
正
年
中
城
主
は
、
浄
法

寺
修
理
□
と
な
ん
、
浄
法
寺
家
の
先
祖
は
畠
山
重
忠
が
親
族
に
て
、
古
へ
よ
り
歴
代
此

城
に
住ス
メ

り
し
な
り
と
そ
。
按
ふ
に
、
東
鑑
巻
十
八
、
元
久
二
年
（
１
２
０
５
）
六
月
廿
二

日
戊
申
の
條
に
、
畠
山
次
郎
重
忠
カ
弟
、
六
郎
重
宗
在
奥
州
ニ
云
　々

と
見
え
た
り
。

さ
れ
は
重
宗
か
子
孫
、
此
地
に
住
て
、
則
浄
法
寺
と
名
の
れ
る
な
る
へ
し
。

　

○
宮
野
城
―
福
岡
ノ
里
に
今
も
城
跡
あ
り
。
往
古
安
倍
貞
任
か
親
族
、
白
鳥
三
郎

高
任
の
住
り
し
城
な
り
。
其
後
我
光
行
君
、
文
治
五
年
に
、
陸
奥
の
糠
ノ
部
ノ
郡
の

地ツ

カ

サ
頭
職
受ウ
ケ
タ
マ
ハ

賜
リ
、
此
地
に
下ク
タ
リ向

賜
ひ
て
、
初ハ
ツ
ク
ニ國

領シ
ラ
シし

以ノ

チ後
は
、
九
戸
氏
の
居
城
な
り
。

九
戸
の
先
祖
は
我
光
行
君
の
五
男
、
行
連
君
の
子
孫
に
て
、
九
戸
ノ
郡
を
領シ
リ

、
則
九
戸

を
名
の
り
て
歴
代
此
城
に
は
居ス
メ
ル住

也
。
昔
は
二
戸
ノ
郡
も
、猶
九
戸
ノ
郡
の
中
な
れ
は
、

そ
の
領ツ
カ
サ主
の
居イ
マ
セる
よ
し
に
て
、
此コ
ゝ

を
九
戸
城
と
も
云
な
り
。

　

扨
天
正
年
中
の
城
主
は
、九
戸
左
近
将
監
政
實
と
い
へ
る
、則
我
南
部
ノ
家
族
な
り
。

然
る
に
政
實
邪キ
タ
ナ
キ
コ
ゝ
ロ
心
を
起オ
コ
シて
、
我
君
に
不シ
タ
カ
ハ
ス服、
軍
兵
を
出
し
て
此
彼
を
襲セ
メ

、
世
を
亂
せ

る
ゆ
ゑ
に
、
う
て
の
使
、
蒲
生
氏
郷
・
浅
野
長
政
・
井
伊
直
政
・
堀
尾
吉
時
等
の
諸
将
、

數
多
の
軍
兵
を
率
ヰ
テ
來
テ
、
政
實
か
楯
籠
れ
る
、
此
城
を
攻セ
ム

る
に
、
元モ
ト
ヨ
リ來

堅カ
タ
キ固

岩イ
ハ
キ城

な
れ
は
、
容タ
ヤ
ス
ク易

滅ホ
ロ
フへ

く
も
あ
ら
す
、
徒
に
日
を
經
て
、
辛カ
ロ
ウし

て
討ウ
チ
ホ
ロ
ホ滅し

つ
る
城
な
り
。

そ
は
天
正
十
九
年
（
１
５
９
１
）
の
こ
と
な
り
け
り
、

　

扨
征コ
ト
ム
ケ伐
畢ヲ
ヘ

て
後
、
此コ
ゝ

を
福
岡
と
稱
號ナ

を
改
め
て
、
我
信
直
君
し
ば
し
居イ
マ

せ
し
よ
り
福

岡
の
城
と
は
い
ふ
な
り
。
然
改
め
ら
れ
つ
る
よ
り
、
遂ツ
ヒ

に
は
里
名
に
も
轉ウ
ツ
リて
、
今
俗
普

く
福
岡
と
の
み
い
へ
る
も
の
な
り
。

▽
巻
八

＊
三
戸
ノ
郡

（
上
略
）
此
郡
も
、
元モ
ト
ヨ
リ來
糠
ノ
部
ノ
郡
の
中
に
て
、
後
世
に
、
所
謂
糠
部
五
郡
の
、
そ
の

一
部
な
り
。
源
平
盛
衰
記
、
巻
三
十
四
に
、
折
節
秘
蔵
ノ
御
馬
三
疋
也
、
生イ
ケ
ツ
キ唼

磨ス
ル

墨ス
ミ

・

若ワ
カ
シ
ラ
ケ

白
毛
ト
ソ
申
ケ
ル
。
陸
奥
國
三
戸
立
ノ
馬
、秀
衡
ガ
子
ニ
、元
能
冠
者
カ
進
タ
ル
也
云
々
、

ま
た
同
書
巻
三
十
六
に
、
白
キ
馬
ノ
太
ク
逞
カ
、
尾
髪
ア
ク
マ
テ
足
レ
リ
、
三
戸
立
ノ
馬

な
り
云
々
、
な
と
見
え
た
る
は
、
皆
此
三
戸
て
ふ
地ト
コ
ロよ

り
出
つ
る
馬
を
い
へ
る
に
て
、

既ハ
ヤ
ク

地
名
な
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
た
れ
と
、
當
時
い
ま
た
郡
ノ
名
に
は
あ
ら
す
。
か
の

甚イ
ト

廣ヒ
ロ

ら
か
な
る
糠
部
郡
を
、
後
に
五イ
ツ
コ
ホ
リ郡に

分
ら
れ
し
時
、
則
地
名
を
と
り
て
、
此
三
戸

郡
は
、
立
ら
れ
し
も
の
也
。
是
も
元モ
ト

は
假
に
立
ら
れ
つ
る
郡
な
り
し
を
、
今
は
眞
郡
の

十
七

十
六
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（
上
略
）
此
郡
は
、
元モ

ト來
は
糠
ノ
部
ノ
五イ
ツ
コ
ホ
リ郡の

中
の
九
戸
ノ
郡
な
り
し
を
、
か
の
五
郡
に

分
れ
て
、
後
に
な
お
そ
の
九
戸
ノ
郡
を
分
て
、
更
に
二
戸
ノ
郡
を
置
か
れ
た
る
な
り
。

そ
は
我
行
信
君
の
御
時
、
元
禄
年
中
の
こ
と
な
り
。
こ
は
遥
ハ
ル
カ

後
世
の
こ
と
な
れ
は
、
古

キ
書
と
も
に
は
、
を
さ
〱
見
え
さ
る
郡
ノ
名
な
れ
と
、
今
は
眞
郡
の
如
く
に
は
な
れ
る

な
り
。

　

○
小
枝
八
幡
神
社
―
一
戸
村
に
あ
り
。
往
古
源
ノ
義
家
朝
臣
、
某
國
の
男
山
八
幡
の

神ミ
タ
マ霊
を
、
此
所
に
遷
ウ
ツ
シ

奉マ
ツ

り
て
、
以
モ
ツ
テ

祭イ
ツ
キ

給
ひ
し
神
社
な
る
よ
し
云
傳
ふ
、
當ソ
ノ
カ
ミ時
捧サ
ゝ
ゲ

奉
れ

る
冑カ
ブ
ト、今

ニ
存ア

り
。
又
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
丁
酉
九
月
三
日
と
記
し
た
る
棟
札
あ
り
。

い
と
古
き
神
社
な
り
。

　

○
實
相
寺　
山
號
云
諸
法
山
―
一
戸
村
に
あ
り
。
圓
忍
僧
都
か
所
造ツ
ク
レ
ル
テ
ラ寺

也
と
な
ん
。

此
僧
都
、
は
し
め
は
京
極
民
部
□
有
忠
と
い
ふ
人
に
て
、
世
を
遁ノ
ガ

れ
て
後
、
皇ミ
ヤ
コ都

の
、

平
野
て
ふ
所
に
居ス
マ
レ住
た
り
し
を
、
保
元
平
治
の
亂
（
１
１
５
６
～
５
９
）
に
猶
世
の
靜シ
ツ
カな

る
所
に
て
と
、
陸
奥
ノ
國
に
下ク
タ
リ向
、
此
郡
の
金
田
市
村
に
、
願
海
院
と
い
へ
る
寺
を
造

り
て
居ス
マ

れ
た
り
と
な
ん
。
然サ
テ
ノ
チ後

に
良
滿
と
い
へ
る
住ホ
ウ
シ僧

が
、
浄
土
宗
に
改
め
、
又
其
三

世
の
鐵
殘
法
師
の
と
き
、
福
岡
村
の
村
松
て
ふ
所
に
寺
を
移
し
て
則
村
松
庵
と
號ナ
ツ
ケ、

ま

た
其
後
の
鐵
冏
と
い
へ
る
僧
か
、
一
戸
村
の
今
の
地
に
轉
移ウ
ツ
シて
寺テ
ラ
ノ
ナ號
を
實
相
寺
と
改
め

た
り
と
な
ん
。
今
金
田
市
村
な
る
實
相
庵
と
い
へ
る
は
、
此
寺
の
舊
跡
な
り
。

　

○
末
の
松
山
―
福
岡
の
里
の
南
、一
戸
村
に
屬
し
た
る
高
山
な
り
。此
山
上
を
經
て
、

一
戸
驛
に
往
來
ふ
則
奥
の
大
道
な
り
。
古
よ
り
世
に
高
く
聞
え
た
る
名
所
に
て
、
古
歌

に
、
末
の
松
山
と
よ
め
る
多
く
見
え
た
る
は
皆
是
な
り
。
古
今
集
巻
六
、
冬
の
歌
に
、

寛
平
の
御
時
（
８
８
９
～
８
９
８
）
き
さ
い
の
宮
の
哥
合
の
う
た
、
藤
原
興
風
、
浦
近
く

ふ
り
く
る
雪
は
白
波
の
末
の
松
山
こ
す
か
と
そ
見
る
、又
同
巻
廿
、み
ち
の
く
う
た
に
、

君
を
お
き
て
あ
た
し
心
を
我
も
た
は
末
の
松
山
波
も
こ
え
な
ん
、後
撰
集
、巻
十（
マ
マ
）

の
歌
に
、
を
と
こ
の
も
と
へ
土
佐
、
吾
袖
は
名
に
た
つ
末
の
松
山
の
空
よ
り
波
の
こ
え

ぬ
日
は
な
し
、
後
拾
遺
集
、
巻
十
四
、
戀
の
歌
に
、
淸
原
元
輔
、
ち
き
り
き
な
か
た
み

に
袖
を
し
ほ
り
つ
ゝ
末
の
松
山
波
こ
さ
し
と
は
、
此コ
ノ
ホ
カ餘

御
代
々
の
撰
集
、
又
人
々
の
家

集
に
あ
ま
た
見
え
た
り
。

　

扨
此
山
は
、
海
邊
近
き
處
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
古
歌
に
、
波
の
こ
え
ん
、
こ
え
し
の
意

を
よ
ま
れ
た
る
に
依ヨ
リ

て
、昔
よ
り
種
々
論
ア
ケ
ツ
ラひ

あ
れ
と
、み
な
地
ト
コ
ロ
ノ
サ
マ

理
を
知
ら
ぬ
説コ
ト

な
れ
は
、

よ
く
あ
た
れ
る
は
な
し
。
故
レ
熟
按
ふ
に
、
此
山
に
、
ま
つ
近
き
海
は
、
八
戸
ノ
浦
な

れ
と
、
そ
れ
と
遙
に
隔ヘ
タ

た
り
た
れ
は
、
波
の
見
ゆ
は
か
り
な
る
所
に
も
あ
ら
す
。
け
に

と
り
〱
の
論
ひ
も
出
く
め
る
中
に
、
山
よ
り
は
る
か
に
の
き
た
る
、
海
の
波
の
、
山

の
は
よ
り
見
こ
さ
れ
て
、
こ
ゆ
る
や
う
に
見
ゆ
と
い
へ
る
説
は
聊ヨ
リ
ト
コ
ロ據あ
り
ぬ
へ
く
お
ほ

ゆ
る
な
り
。
そ
は
今
ノ
世
こ
そ
海
は
遠
か
れ
、
往
古
は
、
此
山
本
近
く
波
の
打
寄
り
し

地
に
て
、
か
の
古
今
集
の
序
に
、
高
き
山
も
麓
の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
、
と
い
へ
る

如
く
、
陸ク

カ地
も
漸
に
廣
ら
に
な
り
行
て
、
年ト
シ
フ
ル經

ま
ゝ
に
海
は
遥
に
遠ト
ウ
サ
カ
リ放た

り
け
ん
、
今

地
理
を
よ
く
考
る
に
、
則
八
戸
ノ
浦
は
、
然シ
カ
ト
ホ遠

の
き
た
る
海
な
る
へ
し
。
夫
木
抄
巻
廿

に
仁
安
二
年
（
１
１
６
７
）
二
月
、
淸
輔
ノ
朝
臣
歌
合
、
海
邊
霞
、
從
三
位
頼
政
卿
、
春

霞
へ
た
つ
る
頃
は
白
波
の
こ
す
と
も
見
え
ぬ
末
の
松
山
、
判
詞
に
、
此
う
た
判
者
衆
議

末
の
松
山
の
歌
は
い
と
ゝ
を
か
し
く
侍
る
に
、
海
の
ほ
と
り
の
霞
に
は
、
へ
た
ゝ
り
た

る
こ
ゝ
ち
す
。
か
の
末
の
松
山
は
、
ま
こ
と
に
波
の
こ
ゆ
る
に
は
あ
ら
す
、
山
よ
り
遠

に
、
は
る
か
に
の
き
た
る
海
の
な
み
の
、
山
の
は
よ
り
見
こ
さ
れ
て
、
こ
ゆ
る
や
う
に

見
ゆ
る
な
り
。
さ
れ
は
題
の
こ
ゝ
ろ
に
は
か
な
は
す
や
、
中
に
も
へ
た
つ
と
よ
ま
れ
た

れ
は
、山
よ
り
こ
な
た
に
た
て
る
か
す
み
に
こ
そ
、と
申
人
も
あ
り
し
か
と
、ち
か
く
、

江
中
納
言
の
歌
に
、
末
の
松
山
波
こ
さ
は
み
ね
の
は
つ
雪
消
も
こ
そ
す
れ
、
と
よ
ま
れ

た
れ
は
、
そ
れ
を
ひ
か
こ
と
に
は
よ
む
と
申
さ
る
ゝ
ひ
と
の
侍
り
し
か
は
、
と
か
な
く

な
り
ぬ
と
云
々
、　

　

袖
中
抄
巻
十
八
に
、
顯
昭
云
、
末
の
松
山
は
み
ち
の
く
に
あ
り
（
中
略
）
末
の
松
山

波
こ
す
と
い
ふ
言
は
、
む
か
し
男
女
に
あ
ひ
て
、
末
の
松
山
波
を
さ
し
て
、
か
の
山
に

波
の
こ
え
ん
と
き
そ
、
こ
と
心
は
あ
る
へ
き
、
と
ち
き
り
け
る
よ
り
、
男
も
女
も
こ
と

ふ
る
ま
ひ
す
る
を
は
、
末
の
松
山
波
こ
す
と
と
よ
む
な
り
、
何
事
に
よ
り
て
、
お
も
ひ

か
け
す
山
に
波
の
こ
え
ん
こ
と
を
は
、
ち
か
ひ
け
る
そ
と
お
ほ
つ
か
な
き
に
、
か
の
山

十
七

十
六

 　
ミ
ヨ
〱

ク
サ
〱

ツ
ラ
〱
オ
モ
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書
に
は
見
え
す
。
奥
州
五
十
四
郡
考
に
、
九
戸
ハ
乃
古
ノ
糠
部
ノ
郡
也
と
云
ヘ
る
は
、

然
る
こ
と
な
れ
と
猶
其
説コ
ト

精ク
ハ
シか

ら
す
。

　

抑
糠
ノ
部
ノ
郡
と
云
フ
は
、
此
九
戸
ノ
郡
よ
り
奥オ
キ

つ
方カ
タ

、
三
戸
・
鹿
角
・
津
輕
・
北

の
四
郡
も
皆
往イ
ニ
シ
ヘ古

は
糠
ノ
部
ノ
郡
に
て
、
た
ゝ
一
郡
な
り
。
今イ

マ
ノ
ヨ俗

に
、
糠
部
五
郡
と
い
へ
る

は
、
其ソ
ノ
ヨ
シ由
な
り
。
九
戸
・
三
戸
・
岩
手
・
鹿
角
・
北
の
五
郡
を
糠
部
五
郡
と
い
へ
る
説
は
非
也
。
岩
手
は
、

五
郡
の
中
に
あ
ら
す
。い
と
古
き
名
に
て
元
よ
り
一
郡
な
る
事
、岩
手
の
郡
中
に
委
く
い
へ
る
か
如
し
。

九
戸
ノ
郡
も
、
即
五
郡
の
中
の
一
郡
な
り
。
東
鑑
巻
九
、
文
治
五
年
九
月
三
日
庚
申
の

條
に
、
泰
衡
被
圍
數
千
兵
ニ
為
遁
一
旦
命
害
ヲ
、
隱
如
鼠
退
似
タ
リ
鵙
ニ
差
夷
狄
島
ヲ
、

趣
糠
部
郡
ニ
云
　々
今
本
に
、糠
部
を
糟
部
と
書
る
は
誤
な
り
。ま
た
同
十
七
日
甲
戊
の
條
に
、

安
達
絹
千
疋
、
希
婦
ノ
細
布
二
千
端
、
糠
部
ノ
駿
馬
五
十
疋
、
白
布
三
千
端
、
信
夫
毛

地
摺
千
橋
等
也
云
々
、
ま
た
同
書
巻
十
、
同
六
年
二
月
十
二
日
丙
申
の
條
に
、
於
外
カ

濱
ト
與
ノ
糠
部
間
ニ　

有
多
宇
末
井
之
梯　

以
件
山
ヲ
為
城
郭
ト
云
　々

　

ま
た
桂
泉
の
天
臺
寺
て
ふ
寺
の
、
古
き
鐘
の
銘
に
、
大
日
本
國
奥
州
糠
部
郡
桂
泉
八

葉
山
天
臺
寺
鐘
銘
並
序
云
　々

于
時
元
中
九
年
（
１
３
９
２
）
壬
申
三
月
廿
六
日
云
　々

と
見
え
た
る
、
み
な
當ソ
ノ
カ
ミ昔

、
五
郡
を
す
へ
て
糠
ノ
部
ノ
郡
と
は
云
り
し
も
の
な
り
。
さ

れ
ど
猶
、
眞
マ
コ
ト
ノ
コ
ホ
リ

郡
に
は
有
さ
り
け
ん
、
延
喜
式
・
和
名
抄
は
更
な
り
、
拾
芥
抄
に
も
見

え
す
。是
も
彼
ノ
假カ
リ
コ
ホ
リ郡に
て
、首
ハ
シ
メ
ノ
マ
キ
巻
に
委
く
論
ア
ケ
ツ
ラふ
如
く
、假
に
立
つ
る
郡
ノ
名
な
る
へ
し
。

　

如カ

ク此
て
糠
ノ
部
ノ
郡
は
、
い
た
く
地
ト
コ
ロ

廣ヒ
ロ

か
り
け
れ
は
、
後ノ

チ世
に
そ
の
一
部
を
分ワ
ケ

て
九

戸
・
三
戸
・
鹿
角
・
津
輕
、
北
の
五
郡
と
し
、
是
も
又
、
假
に
立
ら
れ
つ
る
郡
な
り
し

を
、
遂ツ
ヒ

に
眞
郡
の
如
く
そ
の
郡
ノ
名
、
世ヨ

ニ間
弘ヒ
ロ

く
は
な
れ
る
も
の
也
。
然シ
カ

五
郡
に
定
り

し
後
は
、
舊モ
ト

の
糠
部
て
ふ
郡
ノ
名
は
、
漸ヤ
ゝ

廢ス
タ
レて

今
は
纔ワ
ツ
カに

地
ノ
名
に
の
み
遺
れ
り
。
二

戸
ノ
郡
に
、
糠
部
て
ふ
と
こ
ろ
の
あ
り
、
扨
又
元
禄
年
中コ
ロ

、
九
戸
ノ
郡
を
猶
分
て
、
更サ
ラ

に
二
戸
ノ
郡
を
立
ら
れ
た
る
な
り
。

▽
巻
七

＊
二
戸
ノ
郡

十
五

十
四

立タ
テ

つ
る
も
の
な
る
か
、
今
に
そ
の
根ワ
ツ
カ纔
に
遺ノ
コ

れ
り
と
な
ん
、
云
々
。　

　

○
花
嚴
院　
山
號
峒
澤
山
―
花
原
市
村
に
あ
り
。
鎭
西
八
郎
為
朝
か
三
男
、
嶋
ノ
冠
者

為
頼
が
造
れ
る
寺
な
り
、
寺
ノ
號
は
亡
父
の
法
名
花
嚴
院
持
劍
法
空
大
貴
士
と
云
ヘ
る

を
取
て
、
號ツ
ケ

た
り
と
な
ん
。

　

○
貞
任
窟
―
小
國
村
に
あ
り
。
貞
任
城
と
相
對
た
る
窟
な
り
。
俗
人
、
容
易
は
え
至

か
た
く
、
最
モ
ツ
ト
モ
サ
カ
シ
嶮
き
處
な
り
、
云
々
。

　

○
見
違タ
カ
ヒノ

窟
―
門
村
の
邊
、
盛
岡
の
城
下
に
往
還
大
道
の
傍
に
あ
り
。
さ
れ
と
隱
れ

た
る
處
な
れ
は
、
往
來
の
人
、
大
方
は
見
知
す
、
唯
何ナ
ニ

の
心
も
な
く
、
行
過
め
り
。
土

人
傳
云
、
昔
大
将
軍
、
源
ノ
義
家
ノ
朝
臣
、
所
謂
前
九
年
の
戰
の
時
、
朝
敵
阿
（
安
）

倍
ノ
貞
任
に
追
し
き
窘
タ
シ
ナ
メら

れ
て
、
し
は
し
此
窟
裏
に
隱
れ
て
、
其
難ワ
ザ
ハ
ヒを

避サ
ケ

給
ひ
し
處

な
り
。
穴
口
は
穿ス
ホ
ク
セ
ハ迫く

あ
れ
は
、
辛カ
ラ
クし

て
、
這
入
る
許
な
り
。
裏ウ
チ

は
圓マ
ル

く
廣
し
、
高
さ

七
尺
許
、
廣
さ
は
四
五
丈
許
に
て
、
釜
を
伏
た
る
其
中
の
如
し
。

　

扨
中マ
ナ
カ央
に
兜
の
貌サ
マ

な
る
物
あ
り
、
熟よ
く

見ミ

れ
は
錣シ
コ
ロ・
眉マ
ヒ
サ
シ庇
・
吹フ
キ

返
・
筋ス
チ
カ
ネ銕
・
列
星
等
悉

く
具ソ
ナ
ハは
る
形ア
リ
サ
マ状
な
り
、
み
な
よ
く
彫
刻
た
る
物
の
如
く
な
れ
と
、
好コ
ト
コ
ノ
ム事も
の
ゝ
所シ
ハ
サ為
と

も
お
ほ
え
す
、
甚
奇
く
そ
見
え
け
る
。

　

○
横
田
ノ
城　

山
城
―
横
田
ノ
里
に
今
も
猶
あ
り
。
此
城
、
元
來
は
俵
藤
太
秀
郷
の

後ス

エ裔
、
阿
曾
沼
ノ
四
郎
廣
綱
か
、
文
治
年
中
に
右
大
将
源
ノ
頼
朝
卿
よ
り
、
遠
野
ノ
里

の
任ヨ
サ
シを

受
賜
り
し
時
、
次
男
亦
次
郎
廣
親
か
、
初
め
て
此
所
に
下ク

ダ向
り
、
其
子
孫
、
遠

野
某
と
名
の
り
て
、
歴ヨ

世ゝ
居ス
メ

り
し
城
な
り
。
元モ

ト來
護
摩
堂
山
に
在ア

り
て
、
横
田
ノ
城
と

稱イ
ヒ

し
を
、
天
正
年
中
、
遠
野
ノ
孫
次
郎
廣
郷
の
時
に
、
今
の
地
に
は
移
さ
れ
た
り
と
な

ん
。
さ
れ
と
、
猶フ
ル
キ
ナ

舊
號
の
ま
ゝ
に
、
横
田
城
と
も
呼ヨ
ヒ

今
も
然
い
へ
り
、
云
々
。

▽
巻
六

＊
九
戸
ノ
郡

（
上
略
）
此
郡
は
舊
く
糠
ノ
部
郡
と
呼ヨ
ベ

り
し
を
、
我
君
の
所シ
ラ
セ
ル
ト
コ
ロ

領
地
と
な
り
て
の
後
に
、

そ
の
糠
ノ
部
郡
を
分ワ
ケ

て
、
更
に
立
ら
れ
つ
る
郡
な
り
。
故
レ
九
戸
て
ふ
郡
ノ
名
、
古
キ
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の
軍イ
ク
サ
ヒ
ト兵

に
あ
り
て
、
眼
に
立タ
チ

た
る
鏃ヤ
ノ
ア
ト痕

を
、
い
た
く
な
や
め
り
。
其
時
こ
の
窟
に
、

暫シ
ハ
シ
ヤ
ト
リ
宿
を
し
め
て
彼カ
ノ
メ眼
を
河
水
以
て
、
し
は
〱
洗ア
ラ

ひ
た
り
き
、
故
レ
景
政
窟
と
は
云
フ

な
り
と
な
ん
。

　

○
二
子
ノ
城
―
二
子
村
に
今
も
城
ノ
跡
あ
り
。
和
賀
家
の
先
祖
よ
り
、
歴ヨ

代ゝ
居ス

メ住
り

し
城
な
り
。
先
祖
は
、
右
大
将
頼
朝
卿
の
御
子
に
て
、
式
部
大
輔
忠
頼
と
い
ふ
、
最ハ
シ
メ初

し
は
し
の
間ホ
ト

は
、
苅
田
ノ
郡
に
住ス
マ

れ
た
る
か
、
そ
の
子
式
部
大
輔
忠
明
の
時
、
建
保
の

年
中
（
１
２
１
４
～
１
９
）
に
、
和
賀
ノ
郡
の
領
主
と
な
り
て
、
此
處
に
下ク
タ
ラ向
れ
た
り
、

其
時
新
に
此
城
は
造ツ
ク
レ
リ營

と
い
へ
り
。
さ
て
そ
の
子
孫
つ
き
〱
に
、
年
久
し
く
住ス

ミ居
た

り
し
に
、
忠
明
よ
り
十
五
代
の
孫ス
エ

天
正
年
中
、
和
賀
ノ
薩
摩
守
義
治
の
時
に
、
滅ホ
ロ
ヒ亡

た

り
と
な
ん
。
扨
義
治
か
三
男
、
和
賀
ノ
主
馬
忠
親
は
、
後
に
岩
崎
ノ
城
に
こ
も
り
て
、

軍イ
ク
サを

起オ
コ

せ
る
な
り
、
そ
は
慶
長
十
六
年
（
１
６
１
１
）
の
こ
と
な
り
。

　

○
黑
澤
尻
ノ
城
―
黑
澤
尻
村
に
城
ノ
跡
今
も
あ
り
。
陸
奥
話
記
、
康
平
五
年
九
月
十

一
日
の
條
に
、
武
則
拜
謝
ス
、
卽
襲
テ
正
任
ガ
所
居
和
我
ノ
郡
、
黑
澤
尻
ノ
柵
ヲ
抜
之
、

所
射
殺
賊
徒
、
三
十
二
人
、
被
疵
逃
者
不
知
其
員
ヲ
云
　々

と
見
え
た
る
は
此
城
の
こ

と
に
て
、
安
倍
ノ
貞
任
か
弟
、
黑
澤
尻
ノ
五
郎
正
任
が
居ス

ミ住
た
り
し
城
な
り
。
扨
其
後

は
、
誰
人
か
居
た
り
け
ん
、
傳
へ
な
け
れ
は
知
ら
す
。

▽
巻
五

＊
閇
伊
郡

（
上
略
）
此
閇ヘ

イ伊
ノ
郡
は
、
い
つ
の
頃
よ
り
か
、
郡
と
は
な
れ
り
け
ん
、
古
書
に
見
え

さ
れ
は
、
知
へ
き
よ
し
も
な
し
。
扨
閇ヘ

イ伊
は
元モ

ト來
、
村
ノ
名
な
り
し
を
、
後
に
郡
の
名

と
は
な
れ
り
し
な
り
。
續
日
本
紀
、
霊
龜
ノ
元
年
（
７
１
５
）
十
月
朔
乙
丁
丑
の
條
に
、

陸
奥
ノ
國
蝦
夷
（
中
略
）
須
賀
ノ
君
古
麻
比
留
等
言
ス
、
先
祖
以
來
貢
獻
ノ
昆
布
ハ
、
常

ニ
採
此
地
ニ
、
年
時
不
闕
、
今
國
府
郭
下
、
相
去
ル
コ
ト
道
遠
、
往
還
累
旬
甚
多
辛
苦
、

請
於
閇ヘ
ノ
ム
ラ村

ニ
、
便
ニ
建
郡
家
ヲ
、
同
於
百
姓
ニ
、
共
率
親
族
ヲ
、
永
不
闕
貢
、
並
ニ
許
之

ヲ
云
々
、

　

日
本
後
紀
、
弘
仁
二
年
三
月
甲
寅
の
條
に
、
去
二
月
奏
儞
請
發
陸
奥
出
羽
兩
國
兵
合

二
萬
六
千
人
ヲ
征
、
爾
薩
體
・
幣
伊
二
村
者
云
々
、
ま
た
七
月
丙
午
の
條
に
、
以
俘
軍

一
千
人
、
委
吉
彌
候
於
夜
志
閇
等
、
可
襲
伐
幣
伊
村
、
彼
村
俘
黨
類
巨
多
、
云
々
、
又

同
辛
酉
の
條
に
、
出
羽
國
奏
邑
良
志
願
閇
邑
降
俘
吉
彌
候
部
都
留
岐
申
云
巳
等
與
貮
薩

體
村
夷
伊
加
古
等
、
久
搆
仇
怨
、
今
伊
加
古
等
、
練
閇
整
衆
、
居
都
母
村
、
誘
幣
伊
村

夷
、
将
伐
巳
等
、
云
　々

　

か
く
て
閇
伊
は
み
な
村
ノ
號
に
の
み
見
え
た
り
。
其
村
ノ
號
の
、
後
に
郡
ノ
名
に
も

な
れ
る
も
の
な
り
。
凡
て
も
と
は
狹
き
名
の
、
後
に
廣
く
な
れ
る
例
い
と
多
し
（
中
略
）

か
ゝ
れ
は
此
閇
伊
ノ
郡
も
元
は
、
村
ノ
號
よ
り
轉ウ
ツ
リて

、
郡
ノ
名
に
も
な
れ
る
こ
と
疑ウ
ツ

な

し
。
二
の
巻
の
志
波
ノ
郡
も
、
元
來
志
波
村
よ
り
轉
れ
る
郡
ノ
名
に
て
、
こ
こ
と
全
モ
ハ
ラ

同オ
ナ
シ
タ
ク
ヒ

類
な
れ
は
、
考
ヘ
合
せ
て
曉サ
ト
ルへ

し
。
か
ゝ
る
例
諸
國
に
多
か
り
。

　

因
ニ
云
、
往
古
は
閇
と
の
み
い
へ
り
し
を
、
今
閇
伊
と
二
字
に
書カ
ク

こ
と
は
、
紀キ

伊
ノ

國
の
類
に
て
、
引
聲
の
伊
ノ
字
を
加
へ
て
、
二
字
と
し
た
る
も
の
也
と
い
へ
る
説コ
ト

は
信ウ
ケ

か
た
し
。
紀キ

伊
ノ
國
の
伊
ノ
字
、
ま
た
遠
江
の
渭ヰ

伊
ノ
郷サ
ト

、
出
雲
の
斐ヒ

伊
ノ
郷サ
ト

な
と
の

伊イ

は
み
な
キ
シ
チ
ニ
ヒ
ヒ
ミ
イ
リ
ヰ
ノ
韻
音
（
ヒ
ゝ
キ
ノ
コ
エ
）
の
字
を
添
た
る
も
の
に
て
、

是
は
論
ア
ケ
ツ
ラひ
な
き
を
、閇
伊
の
伊
ノ
字
は
其
例
に
あ
ら
す
。
若
其
例
の
如
く
な
ら
ん
に
は
、

閇ヒ
ゝ
キ
ノ
コ
エ

の
韻
音
は
延エ

な
れ
は
、
備
中
の
弟セ
ノ
サ
ト

翳
郷
、
薩
摩
の
穎エ
ノ
サ
ト

娃
郷
な
と
の
例
の
如
く
、
閇
延

と
こ
そ
云
フ
へ
き
を
、
日
本
後
紀
ニ
、
幣
伊
と
作カ
キ

、
今イ
マ
ノ
ヨ俗

に
も
閇
伊
と
唱
へ
つ
れ
は
、

是
は
決キ
ハ
メて
引
聲
の
伊
ノ
字
を
添
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
紀
伊
ノ
國
の
類
と
は
大イ
タ
ク
コ
ト異な
る
を

や
。
扨
ま
た
續
日
本
紀
に
、
閇
村
と
あ
る
は
、
伊
ノ
字
を
脱オ
ト

せ
る
な
る
へ
し
。

　

○
尾
崎
神
社
―
平
田
村
に
あ
り
。
土
人
傳
云
、
祭
神
は
倭
建
ノ
命
な
り
。
往
古
よ
り

御
舎
も
な
く
て
、
い
と
古
キ
劍
の
ひ
た
土
に
さ
し
立
た
る
あ
り
。
則
神
躰
と
し
て
齋
奉

れ
り
。
扨
後
世
に
、
鎭
西
ノ
八
郎
為
朝
の
三
男
、
嶋
ノ
冠
者
為
頼
こ
の
閇
伊
ノ
郡
の
領

主
な
る
か
、
永ナ
カ
ク久

此
地
に
と
ゝ
ま
り
て
、
海ウ
ナ
ハ
ラ上

の
守マ
モ
リ
カ
ミ

護
神
と
も
な
り
な
ん
と
て
、
死
て

後
も
、
奇
ク
ス
シ
キ
シ
ル
シ
瑞
の
顯
ア
ラ
ハ
レつ
る
こ
と
往
々
あ
り
、
是
レ
則
為
頼
か
神ミ
タ
マ霊
を
齋
奉
れ
り
と
そ
。

御
社
に
、
い
と
年
經
た
る
白
藤
の
あ
る
は
、
當ソ
ノ
コ
ロ時
所ユ

エ以
あ
り
て
、
彼
子
孫
、
殊コ
ト
サ
ラ更
に
殖ウ
エ

十
五

十
四

ヲ
リ

〱
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我
叡
登
譽
ノ
神
社
と
い
ふ
も
あ
り
、
是
は
元モ
ト

、
和
我
ノ
郡
な
る
神
社
に
て
、
そ
の
神ミ
タ
マ霊

を
此コ

處ゝ
彼カ
シ
コ處
に
遷
し
て
、
崇イ
ツ
キ
マ
ツ祭ら
れ
た
り
し
を
、
舊モ
ト

の
和
賀
ノ
郡
な
る
は
、
漸
に
廃ス
タ
レて
、

後
世
に
は
、
そ
の
跡
た
に
し
ら
れ
さ
る
な
る
べ
し
。
か
ゝ
る
例
、
諸
國
に
い
と
多
し
、

さ
て
此
和
賀
郡
も
、
拾
芥
抄
よ
り
後
の
書フ

ミ籍
と
も
に
は
、
み
な
漏モ
ル

る
こ
と
な
く
必
見
エ

た
り
。

　

○
黑ク
ロ
サ
ハ
シ
リ
ノ
サ
ト

澤
尻
ノ
里
―
盛
岡
ノ
城
の
正マ
ミ
ナ
ミ南
に
あ
り
て
、
城
下
よ
り
の
行
程
、
十
二
里
あ
り
。

東
鑑
巻
九
、
文
治
五
年
九
月
廿
七
日
甲
申
の
條
に
、
黑
澤
尻
ノ
五
郎
正
任
と
い
ふ
人
ノ

名
の
見
え
た
る
は
、
此
黑
澤
尻
に
城
を
構カ
マ
エて

居ス

ミ住
た
り
し
か
は
、
則
そ
の
地
ノ
名
を
と

り
て
、
名
の
り
し
も
の
な
り
。
今
モ
古
キ
城
の
跡ア
ト

猶ナ
ホ
ア存
り
。

　

○
駒
形
ノ
神
社
―
駒コ
マ
カ
タ
タ
ケ

形
嶽
の
山ミ

ネ上
に
あ
り
。
延
喜
ノ
神
名
式
に
、
陸
奥
ノ
國
膽
澤
ノ

郡
駒
形
ノ
神
社
と
載ア
ケ

ら
れ
た
る
、
則
此
神
社
な
り
。
又
駒
形
根
ノ
神
と
云
へ
る
も
同
オ
ナ
シ
カ
ミ神

に
や
。
同
書
に
、同
國
、栗
原
ノ
郡
駒
形
根
ノ
神
社
と
見
え
た
る
、こ
は
元モ

ト來
同
神
に
て
、

栗
原
ノ
郡
に
も
安マ

セ置
奉マ
ツ
ルに

就ツ
キ

て
、
負オ
ホ

せ
た
る
御
名
な
る
へ
し
。
駒
形
根
の
根
は
峯ミ
ネ

て
ふ

言コ
ト

の
略ハ
シ
キに
て
、
嶽
と
云
フ
も
同
オ
ナ
シ
コ
ゝ
ロ
義
な
り
。
さ
れ
は
、
こ
の
駒
形
ノ
神
を
、
今イ
マ

土ク
ニ
ヒ
ト人
は
駒

形
嶽
ノ
神
と
も
い
へ
り
。

　

扨
御ミ
ヤ
シ
ロ社

は
、
和
賀
ノ
郡
と
、
膽
澤
ノ
郡
と
の
堺
に
あ
り
て
、
其
宮
、
修ツ
ク
レ
ル
ヲ
リ

復
時
は
、
我

南
部
と
伊
達
と
双フ
タ
カ
タ方
に
て
、半ナ
カ
ラ
モ
ト
ワ
ケ

持
分
て
、二ハ
タ
ト
セ

十
年
に
一ヒ
ト
タ
ヒ遍
、新ア
ラ
タに
必ツ
ク
リ造
立
奉
り
し
な
り
。

是
レ
古
ヘ
よ
り
の
定サ
タ
メ例

な
れ
は
今
も
然
り
。

　

○
鏑
八
幡
ノ
神
社
―
十
二
个
村
に
あ
り
。
土ク
ニ
ヒ
ト人

ノ
傳
ツ
タ
ヘ
ニ
イ
ハ
ク

云
、
往
昔
康
平
年
中
、
大
将
軍

源
ノ
頼
義
ノ
朝
臣
、
そ
の
子
、
義
家
ノ
朝
臣
、
共
に
こ
の
陸
奥
ノ
國
に
下ク
タ
リ向
ま
し
て
、

朝ア
タ
ヒ
ト敵

安
倍
ノ
貞
任
等
を
討ウ
チ
タ
ヒ
ラ平

け
ん
と
て
、
岩
手
ノ
郡
ノ
厨
川
ノ
城
を
攻セ
メ

給
ひ
し
時
、
ま

つ
此
神ミ
ヤ
シ
ロ社
に
詣マ
ウ
デて
、
願ネ
キ
コ
ト事
し
給
ふ
。
其
時
、
白
羽
ノ
鏑
矢
十
二
筋
、
大
刀
一
振
に
、
願

書
そ
へ
て
進
奉タ
テ
マ
ツれ

り
。
故
レ
そ
の
鏑
矢
の
由ユ
エ
シ
ョ緒

に
依ヨ
リ

て
、
鏑
ノ
八
幡
と
は
云
フ
な
り
と

な
ん
。
又
村ム
ラ
ノ
ナ號
も
、古
く
は
十
二
鏑
村
と
稱イ
ヒ

し
を
む
ら
〱
（
ぶ
ら
む
ら
）
と
、言コ
ト
カ
サ
ナ重り
て
、

云イ
ヒ

ざ
ま
の
惡ア
シ

か
れ
は
に
や
、
寛
文
七
年
（
１
６
６
７
）
の
頃
よ
り
十
二
个カ

村
と
唱
ふ
る
事

に
は
な
れ
り
け
り
。

　

○
觀
音
堂
―
黑
澤
尻
村
な
る
染
黑
寺
て
ふ
寺
ノ
内
に
あ
り
。
本
尊
は
、
金
赤
銅
の
一

尺
許
な
る
觀
音
佛
像
な
り
。
康
平
五
年
、
源
ノ
頼
義
朝
臣
か
、
朝
敵
安
倍
ノ
親
族
、
正

任
か
居ヲ
リ

た
る
黑
澤
尻
ノ
城
を
討
ウ
チ
ホ
ロ
ホ
ヒ

滅
し
給
し
時
、
新
に
御
堂
を
建タ

テ立
て
、
肌
守
の
觀
音
ノ

像
を
安
置
奉
た
る
も
の
な
り
と
な
ん
。

　

○
大
荒
澤
山
―
澤
内
ノ
里
の
西
南
、
白
木
峠
に
つ
ゝ
き
た
る
山
々
な
り
。
凡
此
邊ワ
タ
リの

諸
山
は
古
ヘ
の
銅カ
ナ
ヤ
マ山
に
て
、
沙コ
カ
ネ金
・
南シ
ロ
カ
ネ鐐
・
白ナ
マ
リ鑞
・
銅
ア
カ
ゝ
ネな
と
多
（
サ
ハ
）
に
生ナ
リ
イ
ツ出
る
處

な
れ
は
、
そ
を
取
ら
ん
と
て
、
此
コ
ゝ
カ
シ
コ彼
穿ウ
カ
チた
る
古
キ
穴
、
數ア
マ
タ
ト
コ
ロ

十
所
に
あ
り
て
山
中
み
な
蜂

の
巣
の
如
な
り
き
。
所イ
ハ
ユ
ル謂

五
金
の
中
に
、
た
ゝ
銕ク
ロ
カ
ネ沙

の
み
は
欠カ
ケ

た
り
、
土
人
傳
云
、
藤

原
ノ
秀
衡
か
陸
奥
國
の
鎭
守
将
軍
の
こ
ろ
、金
を
堀ホ
ラ

（
掘
）
し
め
た
る
趾
、今
も
猶ナ
ホ
ア
リ存
て
、

そ
を
秀
衡
堀（
掘
）塲
と
い
ふ
。又
金カ
ネ
ウ
リ商

橘
次
か
掘（
掘
）し
め
た
る
趾
を
は
堀
内
と
云
り
。

　

○
駒
形
嶽
―
黑
澤
尻
ノ
里
の
西
南
、
和
賀
ノ
郡
と
膽
澤
ノ
郡
と
の
堺
に
立タ
テ

り
。
東
鑑

巻
九
、
文
治
五
年
九
月
廿
七
日
甲
申
の
條
に
、
至
マ
テ
于
四
五
月
ニ
殘
雪
無
シ
消
、
仍

號
駒
形
嶺
ト
、
麓
ニ
有
流
河
、
而
落
ツ
于
南
ニ
、
是
北
上
河
也
、
衣
河
モ
自
リ
此
レ
流

降
テ
而
通
于
此
河
ニ
云
　々

と
見
え
た
る
は
、
則
こ
の
駒
形
嶽　
嶽
も
嶺
も
同
義
な
り
、
今

土
人
の
呼
ま
ゝ
に
嶽
と
擧
つ
な
り
。
群
山
に
抜ヌ
ケ
イ
テ出
て
甚イ
ト

高
キ
山
な
り
、
山ミ

ネ上
に
池
あ
り
、
八

郎
沼
と
云
。
ま
た
神
社
あ
り
、
是
則
駒
形
ノ
神
社
な
り
。
然
る
を
神
名
式
に
、
膽
澤
ノ

郡
駒
形
ノ
神
社
と
見
え
た
れ
ば
郡
の
違タ
カ

へ
る
に
似
た
れ
と
、
其ソ

は
首
ハ
シ
メ
ノ
マ
キ
巻
に
委
く
辨
ワ
キ
マ
ヘた
る

が
如
く
、
往
古
は
膽
澤
郡
よ
り
、
奥
つ
方
は
、
郡
郷
も
詳サ
タ
カな

ら
す
、
且
ソ
ノ
ウ
ヘ

駒
形
ノ
嶽
は

兩フ
タ
コ
ホ
リ

郡
の
堺
に
立
て
あ
れ
は
、當ソ
ノ
カ
ミ時

大
方
に
、膽
澤
ノ
郡
と
し
て
載ア
ケ

ら
れ
つ
る
も
の
な
り
。

　

又
此
ノ
山
を
今
俗ヨ
ヒ
ト人
は
駒コ
マ
カ
タ
ケ

迦
多
計
と
呼イ

へ
り
、
そ
は
古
言
に
、
同オ
ナ
シ
コ
ヘ音の
二
つ
重カ
サ
ナれ
る

は
、
自
オ
ノ
ツ
カ
ラ然

約ツ
ゝ
メて

い
へ
る
格
サ
タ
マ
リな

れ
は
、
旅
人
を
多タ

ヒ

ト
毘
登
留ト
ゝ
マ
ルを

登ト

マ

ル
麻
流
と
云
フ
類タ
ク
ヒに

て
、

駒コ
マ
カ
タ
タ
ケ

迦
多
々
許
の
多タ

の
重
れ
る
を
、
ひ
と
つ
省ハ
フ
キて
云
へ
る
も
、
猶ナ
ホ

自オ
ノ
ツ
カら
の
訛
ヨ
コ
ナ
マ
リな
り
。
然

る
を
、
青ア
オ
ネ
カ
タ
ケ

根
之
嶽
・
弓ユ
ツ
キ
カ
タ
ケ

槻
之
嶽
な
と
の
之カ

の
如
く
意コ
ゝ
ロ
ヘ得

て
、
今
俗
文
字
に
も
、
然シ
カ
カ
ケ作

る

は
誤
な
り
。

　

○
景
政
窟
―
湯
田
村
な
る
耳ミ
ミ
ト
リ取

と
云
處
の
道
ミ
チ
ノ
カ
タ
ハ
ラ

傍
に
あ
り
。
土
人
傳
云
、
往
古
、
大

将
軍
源
ノ
義
家
ノ
朝
臣
、
陸
奥
出
羽
の
凶ア
ク
ト
モ徒
を
征ウ
チ
ヰ
タ
メ伐
し
時
、
鎌
倉
ノ
權
五
郎
景
政
、
そ

十
三

十
二

ク
ニ
〱

ヤ
マ

〱
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▽
巻
三

＊
稗
貫
郡

　

古
キ
書
に
、
薭
縫
と
も
、
部
貫
と
も
、
稗
抜
と
も
作カ
ケ

る
、
み
な
此
郡
の
こ
と
な
り
。

今
は
稗
貫
と
か
け
り
。
日
本
逸
史
、
弘
仁
二
年
（
８
１
１
）
正
月
丙
申
朔
丙
午
の
條
に
、
於

陸
奥
ノ
國
ニ
置
和
我
・
薭
縫
・
斯
波
ノ
三
郡
ヲ
云
　々

ま
た
東
鑑
巻
九
、
文
治
五
年
九
月

廿
三
日
庚
辰
の
條
に
、
奥
ノ
六
郡　
伊
澤
・
和
賀
・
江
刺
・
稗
抜
・
志
波
・
岩
手　

又
同
巻
、

十
一
月
八
日
甲
子
の
條
に
岩
井
・
伊
澤
・
柄
差
以
上
三
箇
ノ
郡
者
自
山
北
ノ
方
可
遣
農

料
ヲ　

和
賀
部
貫
の
兩
郡
ノ
分
者
自
秋
田
ノ
郡
可
被
下
行
種
子
等
ヲ
也
云
　々

か
く
て
既
ハ
ヤ
ク

一
郡
と
定
れ
る
は
詳サ
タ
カに

見
え
た
る
を
、
延
喜
式
・
和
名
抄
な
と
、
郡
ノ
名
を
載
ら
れ
た

る
中
に
、
稗
貫
ノ
郡
の
脱モ
レ

た
る
は
、
首
ハ
シ
メ
ノ
マ
キ

巻
に
論ア
ケ
ツら

ふ
如
く
、
是
も
當ソ
ノ
カ
ミ昔

、
い
ま
た
眞
郡

に
は
あ
ら
さ
れ
は
な
る
へ
し
。

　

扨
拾
芥
抄
に
、
稗
繼
と
あ
る
は
、
繼ツ
ヰ

と
縫ヌ
ヒ

と
、
叢
書
の
字ジ
ノ
サ
マ体
よ
く
似
た
る
よ
り
誤
れ

る
に
て
、則
薭ヒ
エ
ヌ
イ縫

ノ
郡
な
り
、此
、拾
芥
抄
よ
り
後
の
書フ
ミ
ト
モ籍

に
は
、郡
ノ
名
の
中
に
も
る
ゝ

事
な
く
、何
イ
ヅ
レ
ノ
フ
ミ

書
に
も
見
え
た
り
。
さ
て
古
ヘ
は
薭
縫
と
呼
た
り
し
を
、奴
比
と
奴
伎
と
、

音コ
エ

の
横
に
通
ふ
ま
ゝ
に
、
薭ヒ
エ
ヌ
キ貫
と
も
い
ひ
つ
る
に
や
。
東
鑑
に
、
稗
枝
と
あ
り
て
、
今

本
に
、
ヒ
エ
ノ
キ
と
訓ヨ
ミ

を
付
た
れ
ど
、
枝
は
決キ
ハ
メて

抜
の
誤
な
れ
は
、
今
改
め
て
擧ア
ケ

つ
、

又
部ヘ
ヌ
キ貫
と
あ
る
は
、
此
延
の
約ツ
ゝ
マり
閇
な
れ
は
、
さ
も
い
ひ
つ
へ
し
。
今
も
土
人
は
、
稗

を
閇
と
の
み
い
へ
り
。
又
同
書
に
、
和
賀
を
加
賀
と
作カ
ケ

る
も
誤
な
れ
は
、
是
も
今
和
に

改ア
ラ
タ
メつ

。 

　

○
三
郎
堤
―
幸
田
村
に
あ
り
。
周マ
マ　

往
昔
、
此
わ
た
り
は
、
泉
三
郎
忠
衡
が
所シ
レ
ル
ト
コ
ロ

領
地

な
り
。
其
時
造
ら
し
め
た
る
堤
な
れ
は
、
卽
三
郎
堤
と
は
云
な
り
と
な
ん
云
々
。

　

○
鳥
谷
崎
ノ
城
―
花
巻
ノ
里
に
今
も
あ
り
。
里
川
口
・
南
万
丁
目
・
花
巻
の
三
村
に

わ
た
れ
り
。
今
俗
に
花
巻
ノ
城
と
呼
へ
る
は
是
な
り
。
往
古
、
安
倍
ノ
頼
時
か
先
祖
よ

り
代
々
居ス

ミ住
た
り
し
城
な
り
。
然
る
を
康
平
ノ
年
中
の
戰
タ
ゝ
カ
ヒに
、
安
倍
ノ
家
滅ホ
ロ
ヒ亡
て
後
、

淸
原
ノ
武
則
そ
の
子
武
衡
つ
き
つ
き
に
住ス
メ

り
し
を
、
是
も
滅
亡
て
、
そ
の
後
、
建
久
ノ

年
中
に
、
山
蔭
中
納
言
為
家
卿
の
長
男
、
中
将
為
重
ノ
朝
臣
の
所シ
ラ
セ
ル
ト
コ
ロ

領
地
と
は
な
れ
り
き

云
々
。

　

○
十サ
カ
リ
ガ

八
个
城
―
花
巻
村
に
今
も
城
ノ
跡
あ
り
。
山
蔭
中
納
言
為
家
卿
の
男
、
藤
原
為

重
が
、
建
久
三
年
（
１
１
９
３
）
に
稗
貫
郡
の
領ウ

シ主
と
な
っ
て
、
此
城
に
居ス
メ
リ住
し
よ
り
、

其ソ
ノ
ス
エ
ヨ
ゝ

子
孫
代
々
の
居
城
な
り
と
な
ん
。
扨
、
享
禄
ノ
年
中
（
１
５
２
８
～
３
２
）
に
、
鳥
谷

カ
崎
ノ
城
に
移
り
て
、
こ
の
城
を
は
既
ハ
ヤ
ク

破ヤ
フ
リ壊

つ
と
い
へ
り
。
故
レ
今
此コ

處ゝ
を
舊モ
ト
タ
テ舘

と
は

云
な
り
。
又
十サ

カ

リ
八
个
城
と
作カ
ケ

る
を
ト
ヤ
カ
城
と
訓
誤
り
て
、
後
世
に
鳥
谷
崎
の
城
の
こ

と
ゝ
心
得
て
、
云イ
ヒ
ツ
タ傳

へ
た
る
あ
り
云
々
。

▽
巻
四

＊
和
賀
郡

（
上
略
）
古
キ
書フ
ミ

に
、和
我
と
も
和
賀
と
も
作カ
ケ

る
は
、則
此
郡
の
こ
と
な
り
。
日
本
逸
史
、

弘
仁
二
年
正
月
丙
午
の
條
に
、
於
陸
奥
ノ
國
置
和ワ

ガ我
・
稗ヒ
エ
ヌ
キ縫
・
斯シ

ハ波
ノ
三
郡
ヲ
云
　々

又
陸
奥
話
記
、
康
平
五
年
九
月
十
一
日
の
條
に
、
正
任
ガ
所
居
和
我
ノ
郡
、
黒
澤
尻
ノ

柵
云
　々

東
鑑
巻
九
文
治
五
年
九
月
廿
三
日
庚
辰
の
條
に
、
奥
六
郡　
伊
澤
・
和
賀
・
江
刺
・

稗
抜
・
志
波
・
岩
手　

又
同
巻
十
一
月
八
日
甲
子
の
條
に
、
岩
井
・
伊
澤
・
柄
差
以
上
三

箇
ノ
郡
者
、
自
山
北
ノ
方
可
遣
農
料
ヲ　

和
賀
・
部
貫
ノ
兩
郡
ノ
分
者
、
自
秋
田
郡
可

被
下
行
種
子
也
云
　々

と
見
え
た
れ
は
、
郡
と
定
れ
る
も
、
近
キ
世
の
こ
と
に
は
あ
ら

ぬ
を
、
是
も
延
喜
式
・
和
名
抄
な
と
、
郡
ノ
名
の
中
に
載ア
ケ

ら
れ
さ
る
は
、
當ソ
ノ
カ
ミ昔

、
い
ま

た
眞
郡
に
は
あ
ら
さ
れ
は
な
る
へ
し
。

　

又
續
日
本
紀
、
天
平
九
年
四
月
戊
午
の
條
に
、
差
シ
歸
服
ノ
狄
、
和
我
ノ
君
計
安
壘

ヲ
遣
山
道
ニ　

並
以
使
ノ
旨
ヲ　

慰
喩
鎭
撫
之
ヲ
云
　々

ま
た
延
暦
八
年
六
月
庚
辰
の
條

に
、
子
波
・
和
我
僻
在
深
奥
云
　々
こ
の
全
文
は
志
波
郡
の
と
こ
ろ
に
標ア

ケ

た
り
。
な
と
見
え
た

る
は
、
こ
の
和
賀
ノ
郡
に
住
め
る
人
の
、
則
己オ
ノ

か
領シ
リ

た
る
地
ノ
名
を
と
り
て
名
の
り
し

も
の
な
り
。

　

又
延
喜
ノ
神
名
式
に
、
陸
奥
國
、
栗
原
ノ
郡
、
和
我
ノ
神
社
、
同
國
膽
澤
ノ
郡
、
和

十
三

十
二
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原
泰
衡
か
親
昵
俊
衡
か
弟
に
て
、
共
に
此
地
に
居ス
メ
リ住
し
故
に
比
爪
と
は
名
の
れ
る
な
る

べ
し
。
東
鑑
文
治
五
年
九
月
十
五
日
壬
申
の
條
に
、
樋
爪
ノ
太
郎
俊
衡
入
道
、
並
ニ
五

郎
季
衡
為
テ
降
人
ト
參
厨
河
ニ
云
　々

又
同
十
八
日
乙
亥
、
京
都
に
奉
る
消
息
に
、
比

爪
ノ
俊
衡
法
師
、
同
五
郎
季
衡
等
燒
比
爪
舘
迯
籠
奥
ノ
方
ニ
候
を
卽
追
繼
候
て
、
厨
河

と
申
舘
ま
て
罷
著
候
之
間
、
俊
衡
法
師
並
ニ
季
衡
等
為
テ
降
人
ト
出
來
候
、
注
シ
折
紙

ニ
謹
テ
進
上
之
ヲ
、
其
中
俊
衡
法
師
者
年
齒
高
候
之
上
、
依
テ
令
受
持
法
華
經
ヲ
充
テ
給

本
ノ
住
所
ヲ　

て
所
令
メ
安
堵
候
也
、
其
外
ノ
輩
皆
召
具
て
鎌
倉
へ
可
上
道
候
云
々
と
あ

り
て
、
俊
衡
・
季
衡
、
兄
弟
と
も
に
、
此
比
爪
ノ
舘
に
住ス
ミ

た
り
し
を
、
囚ツ
ミ
ヒ
ト人
と
な
り
て
、

季
衡
は
鎌
倉
へ
登ノ
ホ
リた
る
よ
し
に
見
え
た
り
。
然シ
カ
レと
も
、
兄
の
俊
衡
は
罪ツ
ミ
ユ
ル免
さ
れ
て
、
舊モ
ト

の
住ス
ミ
カ所

に
あ
ら
し
む
る
趣
な
れ
は
、
弟
の
季
衡
も
、
後
に
猶
同オ
ナ
シく

赦ユ
ル

さ
れ
た
る
な
る
へ

し
。
同
巻
廿
八
日
乙
酉
の
條
に
、
二
品
專
ニ
敗
泰
衡
之
邊
功
ヲ
飽
マ
テ
掌
ニ
シ
俊
衡
等
歸

往
ヲ
漸
還
向
鎌
倉
ニ
給
、
被
召
具
之
囚
人
於
所
處
ニ
被
放
免
之
間
所
殘
三
十
餘
輩
也
云
々

　

又
十
月
二
日
戊
子
の
條
に
、
囚
人
佐
藤
庄
司
、
名
取
郡
司
熊
野
別
當
蒙
リ
厚
面
各
歸

ル
本
處
ニ
云
々

　

な
と
見
え
た
れ
は
、
季
衡
も
決キ
ハ
メて

罪ツ
ミ
ユ
ル免

さ
れ
て
、
後
に
は
兄
の
住
所
に
下ク
タ

り
て
、
さ

て
身ミ
マ
カ罷

り
し
な
る
べ
し
。
然サ
レ

は
こ
そ
其
墓
も
こ
ゝ
に
今
慥
に
存ノ
コ
リて

は
あ
る
な
め
れ
。 

○
志
波
ノ
城
―
比
爪
ノ
里
に
今
も
城
ノ
跡
あ
り
。
日
本
逸
史
、
延
暦
廿
二
年
二
月
癸
巳

の
條
に
、
令
ム
越
後
ノ
國
米
三
十
斛
、
鹽
三
十
斛
、
送
ラ
造
ル
志
波
城
ヲ
所
ニ
云
　々

ま

た
同
年
三
月
□
□
の
條
に
、
是
日
造
志
波
城
使
、
從
三
位
行
近
衛
中
将
、
坂
上
ノ
田
村

麻
呂
辭
見
、
賜
フ
彩
帛
五
十
匹
綿
三
百
屯
ヲ
云
　々

東
鑑
文
治
五
年
九
月
四
日
辛
酉
の

條
に
、
著
御
于
志
波
ノ
郡
ニ
、
而
泰
衡
カ
親
昵
俊
衡
法
師
、
驚
此
事
ニ
燒
失
當
郡
内
比

爪
ノ
舘
ヲ
逐
電
〆
赴
ク
奥
方
云
　々

と
見
え
た
る
則
是
な
り
。
比
爪
ノ
舘
と
い
へ
る
も
、

此
城
の
こ
と
に
て
、
俊
衡
、
季
衡
兄
弟
住ス

め
り
し
處
な
り
。
天
正
の
頃
に
は
、
志
波
ノ

孫
三
郎
詮
直
か
居
た
る
城
な
り
し
を
、
同
十
六
年
八
月
、
詮
直
、
戰
タ
ゝ
カ
ヒに
打
ま
け
て
此
城

を
立
退
き
し
か
は
、そ
の
後
は
我
君
信
直
君
の
所シ
ラ
ス
ト
コ
ロ

領
地
と
な
れ
り
け
り
。扨
志
波
家
系
、

猶
尋
標
へ
し
。

十
一

十

　

○
諏
訪
ノ
神
社
―
走
湯
權
現
の
社
内
に
あ
り
。
頼
朝
卿
の
建タ

テ立
給
ひ
し
神
社
也
と
云

傳
ふ
。 

　

○
走
湯
權
現

　

○
大
道
祖
神
―
二
日
町
村
に
あ
り
。
い
と
古
キ
社
な
り
。
東
鑑
、
文
治
五
年
九
月
十

一
日
戊
申
の
條
に
、
今
日
令
〆
立
陣
岡
ヲ
給
、
至
テ
于
今
ニ
七
箇
日
、
逗
留
此
所
ニ
給

者
也
、
而
ル
ニ
高
水
寺
ノ
鎮
守
者
、
奉
勸
請
走
湯
權
現
ヲ　

其
傍
ニ
又
有
リ
小
社
號
フ
大

道
祖
ト
、
是
淸
衡
カ
勸
請
也
、
此
社
ノ
後
ニ
有
大
ナ
ル
槻
、
二
品
莅
彼
樹
下
ニ
、
稱
奉
走

湯
權
現
ニ
、
令
〆
射
立
上
箭
ノ
鏑
二
ヲ
給
フ
云
　々

と
見
え
た
る
は
則
此
處
な
り
。

　

さ
て
走
湯
權
現
の
御
社
は
、
稱
徳
天
皇
の
御
世
に
經ツ
ク
レ
リ營
と
云
傳
ふ
。
其
傍
ら
に
、
今

も
大
道
祖
神
の
宮
あ
り
。
是
は
秀
衡
が
祖
父
、
藤
原
の
淸
衡
の
安
置
し
奉
し
宮
に
て
、

大
な
る
槻
木
今
も
あ
り
。
是
古
へ
の
趾ア
ト

な
る
へ
し
。
又
諏
訪
大
神
の
宮
あ
り
。
是
は
右

大
将
源
ノ
頼
朝
卿
の
崇
イ
ツ
キ

祭マ
ツ
ラれ

る
宮
な
り
と
そ
。

　

○
高
水
寺　
山
號
走
湯
山
―
高
水
寺
村
に
、
古
ヘ
道
塲
な
る
よ
し
、
土
人
の
云
傳
へ

た
る
、
則
こ
の
寺
の
跡ア
ト

な
り
。
東
鑑
文
治
五
年
九
月
九
日
丙
寅
の
條
に
、
今
日
二
品
猶

逗
留
蜂
ノ
社
ニ
、
而
其
近
邊
ニ
有
寺
、
曰
高
水
寺
ト
。
是
為
メ
稱
徳
天
皇
ノ
勅
願
ノ
諸
國

被
安
置
一
丈
ノ
觀
自
在
菩
薩
像
ヲ
之
隨
一
也
、
彼
寺
ノ
住
侶
禪
修
房
已
下
十
六
人
、
參

訴
于
此
旅
店
ニ
事
其
故
者
、
御
野
宿
之
間
、
御
家
人
等
ノ
僮
僕
多
以
亂
入
當
寺
ニ
、
放

取
金
堂
壁
板
十
三
枚
ヲ
畢
云
々
、
又
同
十
一
日
戊
申
の
條
に
、
高
水
寺
ノ
鎮
守
者
奉
勸

請
走
湯
權
現
ヲ
云
　々

か
く
て
、
當ソ
ノ
カ
ミ時
大
寺
な
り
し
こ
と
は
、
今
そ
の
舊
跡ア
ト

を
見
て
も

知シ
ラ

る
ゝ
な
り
。

　

扨
慶
長
年
中
ま
て
は
、
高
水
寺
村
に
猶
あ
り
し
を
、
今
は
村
ノ
號
に
の
み
遺
り
て
、

寺
を
は
盛
岡
ノ
城
下
三
割
村
に
移
さ
れ
た
り
。
今
も
其
處
に
、
高
水
寺
と
て
猶
あ
る
は

是
な
り
。

　

○
五
郎
沼
―
日
詰
村
に
あ
り
。
周
六
里
許
、
沼
の
傍
に
比
爪
ノ
五
郎
季
衡
の
墓
所
あ

り
。
し
る
し
の
碑
あ
れ
と
、
年ト
シ
マ
ネ
ク
ヘ

多
經
つ
る
も
の
な
れ
は
、
文
字
き
え
て
今
は
慥
に
見
え

す
。
五
郎
沼
と
い
へ
る
も
、
此
碑
の
あ
る
故
に
、
然シ
カ

名
付
し
に
や
。
因
チ
ナ
ミ
ニ
イ
フ
云
、
季
衡
は
藤
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神
名
式
に
は
、
斯
波
ノ
郡
一
座
に
志
賀
理
和
氣
ノ
神
社
と
い
ふ
あ
り
。
是
は
神カ
ミ
ノ
ナ名
を
載ア
ケ

る
に
、
そ
の
在
所
を
慥タ
シ
カに

せ
ん
と
て
、
土
人
の
云
傳
へ
の
ま
ゝ
に
、
志
波
ノ
郡
と
は
録シ
ル

さ
れ
た
る
に
や
。
扨
和
名
抄
に
も
見
え
す
、
拾
芥
抄
に
は
斯
波
ノ
郡
と
あ
り
て
、
こ
れ

よ
り
後
の
書フ
ミ
ト
モ籍

に
は
み
な
郡
ノ
中
に
漏モ
レ

す
。
後
ノ
世
、
志
波
を
紫
波
と
も
作カ

ケ

り
、
今
ノ
俗
ノ
説

に
紫
波
と
作
る
所ユ

エ以
は
、
昔
い
つ
れ
の
時
に
か
、
志
波
ノ
城
の
邊
、
北
上
河
の
水
底
に
赤
キ
石
あ
り
て
、

そ
の
石
ノ
上
を
越
る
波
、
す
な
は
ち
紫
色
な
せ
り
、
甚

イ
ト
ア
ヤ
シ
キ
コ
ト

奇
事
な
り
と
て
、
當ソ

ノ
ト
キ時

の
領
主
志
波
を
改
て
紫

波
と
作
、
ま
た
其
石
を
赤
石
明
神
と
崇タ

タ
ヘて

志
賀
理
和
氣
ノ
神
の
相
殿
に
い
つ
き
奉
ら
れ
つ
と
な
ん
、
是

は
信ウ

ケ

か
た
き
説コ

ト

な
り
。

　

又
後
ノ
世
に
、
志
波
を
志
和
と
作カ
ケ

り
、
こ
は
慶
長
ノ
年
中
よ
り
誤
來
り
し
を
、
天
保

十
年
（
１
８
３
９
）、
吾
君
公オ
ホ
ヤ
ケ儀

に
申マ
ウ
シ
ア
ケ上

て
、
古
キ
例
の
如
く
、
紫
波
に
書
改
め
賜
ひ
つ

れ
と
、
猶
土
人
は
今
も
志
和
と
の
み
作
り
、
そ
は
元モ
ト

、
波ハ

を
和ワ

の
如
く
唱
ふ
る
よ
り

書カ
キ
ア
ヤ
マ

誤
れ
る
も
の
に
て
、
假
名
の
違タ
カ
ヒた

る
に
も
心
つ
か
し
、
甚イ
ト

妄ミ
タ
リな

る
こ
と
を
、
新
井
ノ

君
美
が
著
せ
る
奥
劦
五
十
四
郡
考
に
、
斯
波
、
後
ニ
作
志
波
ニ
又
作
志
和
ニ
云
々
、
ま

た
そ
の
補
遺
に
廣
瀬
典
か
説
に
、
續
日
本
紀
、
延
暦
八
年
（
７
８
９
）、
有
子
波
、
陸
奥

話
記
ニ
有
斯
波
、
俗
作
紫
波
ニ
、
皆
以
音
同
ヲ
用
之
、
な
と
あ
る
に
依ヨ
リ

て
其
非ヒ
カ
コ
トな

る

を
も
思
た
と
ら
す
、
今
も
猶
志
和
と
の
み
作カ
ケ

る
は
、
い
と
〱
慨ウ
レ

た
き
事
な
り
か
し
。

か
く
て
は
、
志
波
ノ
郡
と
い
ふ
古
キ
稱ナ

の
、
漸
に
う
せ
て
、
遂ツ
ヒ

に
は
此
所
な
り
と
知
れ

る
も
の
な
く
、
古
キ
書
に
見
え
た
る
も
、
た
ゝ
い
た
つ
ら
言コ
ト

と
な
り
な
ま
し
。
か
へ
す

〱
も
慨
た
き
事ワ
サ

そ
か
し
。

　

○
比
爪
ノ
里
―
盛
岡
ノ
城
の
正
南
に
あ
り
て
、
城キ
ノ
モ
ト下

よ
り
、
行
程
四
里
餘
あ
り
。
古

キ
書
に
、比
爪
と
も
、樋
爪
と
も
あ
り
、ま
た
肥
爪
と
も
見
ゆ
、今
は
日
詰
と
作カ
ケ

り
。
東
鑑
、

文
治
五
年
九
月
四
日
辛
酉
の
條
に
、
著
御
于
志
波
郡
ニ　

而
泰
衡
カ
親
昵
俊
衡
法
師
驚

此
事
ニ　

燒
失
當
郡
ノ
内
、
比
爪
ノ
舘
ヲ　

逐
電
〆
赴
奥
ノ
方
ニ
云
々
、
又
同
月
十
五
日

壬
申
の
條
に
、
樋
爪
ノ
太
郎
俊
衡
入
道
、
並
ニ
五
郎
季
衡
為
テ
降
人
ト
參
厨
河
ニ
云
々
、

又
十
八
日
乙
亥
の
條
に
、
被
奉
消
息
ヲ
於
京
都
ニ
、
其
状
ニ
云
、
比
爪
ノ
俊
衡
ノ
法
師
・

同
五
郎
季
衡
云
　々

と
見
え
た
る
は
、
此
日
詰
に
城
を
構
へ
て
、
則
こ
の
邊ワ
タ
リを
領シ
リ

た
り

し
か
は
、
そ
の
地
ト
コ
ロ
名
を
と
り
て
比
爪
と
は
な
の
り
た
り
け
ん
。

さ
て
、
此
邊
の
地
を
今
は
郡
山
と
い
へ
り
。
そ
は
元
異
名
に
は
あ
ら
す
、
慶
長
年
中
、
此
處
の

城
の
名
を
更
に
郡
山
城
と
唱
ふ
へ
く
な
れ
り
し
よ
り
、
自
然
里
名
に
も
う
つ
れ
る
も
の
に
て
、
後
に
は

遂
に
地
名
の
如
く
に
も
な
れ
る
も
の
な
り
。

　

○
陣
カ
岡
蜂
神
社
―
宮
手
村
に
あ
り
。
東
鑑
、
文
治
五
年
九
月
四
日
辛
酉
の
條
に
、

著
御
于
志
和
ノ
郡
（
中
略
）
今
日
二
品
令
ソ
陣
于
陳
カ
岡
蜂
社
ニ
給
云
　々

と
あ
る
は
、

卽
此
御ミ
ヤ
シ
ロ社

な
り
。
土
人
傳
云
、
往
昔
源
ノ
義
家
ノ
朝
臣
朝
敵
安
倍
ノ
貞
任
等
を
征
ウ
チ
ヰ
タ
メ伐

給

ひ
し
時
、
此
處
に
軍
兵
を
屯
ア
ツ
メ
給
ひ
て
、
ま
つ
そ
の
合タ
ゝ
カ
ヒ戦
の
利タ
ホ
サあ
ら
ん
こ
と
を
乞コ
ヒ
ノ
ミ
マ
ツ

祈
奉
ら

む
と
し
て
、
此コ
ノ
ヤ
シ
ロ社は
建タ

テ立
給
ひ
つ
と
な
ん
。
今
こ
の
神
社
を
八
幡
社
な
り
と
稱イ

へ
る
は

誤
な
り
。

　

扨
陣
カ
岡
と
い
へ
る
由ヨ

シ縁
は
、
義
家
ノ
朝
臣
の
、
此
處
に
軍
を
あ
つ
め
給
ひ
し
よ
り

の
名
な
り
と
土
人
の
云
へ
る
は
信マ
コ
トに

さ
も
あ
る
へ
し
。
そ
は
頼
朝
卿
も
此
處
を
、
陣
場

と
し
給
ひ
し
こ
と
上
に
標ア
ケ

た
る
か
如
く
、
東
鑑
に
見
え
、
又
同
巻
六
日
癸
亥
の
條
に
、

河
田
ノ
次
郎
、
持
チ
主
人
泰
衡
之
頭
ヲ
參
陣
カ
岡
ニ　

令
〆
景
時
ヲ
奉
之
云
々
、
又
七
日

甲
子
の
條
に
、
宇
佐
美
平
ノ
次
政
實
、
生
虜
泰
衡
カ
郎
從
由
利
ノ
八
郎
ヲ　

相
具
參
上

陣
カ
岡
ニ
云
々
、
又
十
一
日
戊
申
の
條
に
、
今
日
令
立
陣
岡
ヲ
云
々
、
如
此
こ
ゝ
に
八
日

ほ
と
や
と
り
給
ひ
て
、凶ア
ク
ト
モ徒
悉
く
平ヲ
サ
メ治
給
ひ
し
は
、専モ
ハ

ら
頼
義
理
義
家
の
朝
臣
た
ち
の
、

貞
任
等
を
討
平
給
ひ
し
時ヲ
リ

の
、
古
キ
例
に
な
ら
ひ
て
、
此
處
に
し
も
、
陣
場
を
定
め
ら

れ
つ
と
見
え
た
り
。

　

同
巻
、
九
月
二
日
巳
未
の
條
に
、
出
テ
平
泉
ヲ
令
赴
岩
手
郡　
手
を
今
本
に
井
と
誤
れ

り
、　

厨
河
ノ
邊
ニ
給
フ
、
是
為
相
尋
泰
衡
カ
隱
住
所
ヲ
也
、
亦
祖
父
将
軍
追
討
朝
敵
ヲ

之
頃
、
十
二
箇
年
之
間
、
所
々
合
戦
、
不
決
勝
負
ヲ
送
年
之
處
、
遂
ニ
於
件
ノ
厨
河
柵

ニ
獲
貞
任
等
カ
首
ヲ　

依
テ
曩
時
ノ
佳
例
ニ
到
當
所
ニ　

可
討
泰
衡
ヲ
獲
其
首
ヲ
之
由
、

内
々
令
思
案
給
云
々
、
な
と
見
ゆ
。
す
へ
て
曩
祖
の
例
に
な
ら
ひ
給
ひ
し
こ
と
彼
書
中

の
往
々
見
え
た
れ
ば
、
此
陣
カ
岡
は
昔
義
家
ノ
朝
臣
の
軍
を
あ
つ
め
給
ひ
し
跡
な
る
こ

と
決ウ
ツ
ナし
。 

十
一

十

ヲ
リ

〱
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武
則
甥
也
字
ハ
逆コ

シ
カ
タ

志
方
太
郎　

ま
た
東
鑑
巻
九
、
文
治
五
年
八
月
十
日
の
條
に
下コ
シ
カ
タ

順
方
ノ
太

郎
と
云
フ
人ヒ
ト
ノ
ナ名

の
み
え
た
る
な
ど
當ソ
ノ
カ
ミ時

此
城
ノ
主
な
れ
は
、然シ
カ

名ナ
ノ
リ乘

た
り
け
ん
。（
中
略
）

　

扨
慶
長
年
中
に
、
我
君
利
直
ノ
君
三
戸
ノ
城
は
不タ
ヨ
リ
ア
シ便

と
て
、
此
不
來
方
ノ
城
を
、
更

に
修ツ
ク
ロ
ヒ理

給
ひ
、
今
よ
り
後
の
本
つ
城
と
定
め
給
ひ
て
、
稱
號ナ

を
は
、
盛
岡
と
改
め
ら
れ

し
よ
り
、
今
も
盛
岡
ノ
城
と
は
云
な
り
。
恒
久
云
。
不
來
方
は
逆コ

シ
カ
タ

志
方
、
下コ

シ
カ
タ

順
方
と
も
作カ

キ

て
、

古
キ
書
に
も
見
え
て
、
甚イ
ト

ふ
る
き
稱ナ

な
る
を
今
改
め
て
、
盛
岡
ノ
城
と
唱
ふ
る
か
ら
に
、
此
里
ノ
舊
名

さ
へ
、
漸
に
失
せ
て
、
今
ノ
世
に
は
、
岩
手
ノ
里
て
ふ
舊
稱
は
失
せ
て
た
ゝ
盛
岡
と
の
み
い
ふ
め
る
。

是
は
陸
奥
の
此
ノ
國ヌ

チ中
を
領シ

リ

給
へ
る
我
君
の
御ミ

キ
ノ
モ
ト

城
下
な
れ
は
、
そ
の
城
の
稱
號
を
呼
て
、
盛
岡
ノ
里
な

と
ゝ
唱
ふ
る
も
、
自オ

ノ
ツ
カ
ラ然の

こ
と
な
れ
と
、
後
世
に
は
、
岩
手
ノ
里
て
ふ
所
は
い
つ
こ
か
、
不イ

フ
カ
シ審

く
思
ふ

人
も
な
き
に
し
も
あ
ら
じ
、
と
て
い
さ
ゝ
か
記
置
な
り
。

　

○
厨
川
ノ
城
―
下
厨
川
村
に
あ
り
。
今
土
人
、安
倍
古
舘
と
い
へ
る
所
な
り
。
往
昔
、

安
倍
ノ
貞
任
等
か
こ
も
り
た
る
城
、
則
是
な
り
。
陸
奥
話
記
に
云
、
康
平
五
年
九
月
十

一
日
の
條
に
、雞
鳴
（
鶏
鳴
）
襲
フ
鳥
海
柵
ヲ
行
程
十
餘
里
也
、官
軍
未
到
之
前
、宗
任
、

經
淸
等
棄
城
ヲ
走
保
厨
川
ノ
柵
ヲ
云
々
、

　

東
鑑
巻
九
ニ
云
、
文
治
五
年
九
月
二
日
巳
未
、
出
平
泉
ヲ
趣
岩
手
ノ
郡　
手
を
井
と
作

る
は
誤
な
り
、
厨
川
邊　

是
為
相
尋
泰
衡
カ
隱
レ
住
ム
所
ヲ
也
、
亦
祖
父
将
軍
、
追
討
朝

敵
ヲ
之
頃
十
二
箇
年
之
間
、
所
々
ノ
合
戦
不
決
勝
負
ヲ
送
年
ヲ
之
處
、
遂
ニ
於
テ
件
ノ
厨

川
柵
ニ
獲
タ
リ
貞
任
等
カ
首
ヲ
、
依
テ
曩
時
ノ
佳
例
ニ
、
到
當
所
ニ
、
可
討
テ
泰
衡
ヲ
獲

其
首
ヲ
之
由
、
内
々
令
〆
思
案
給
云
　々

　

又
同
巻
、
十
一
日
の
條
に
、
戊
申
今
日
、
令
〆
立
陣
カ
岡
ヲ
給
（
中
略
）
自
是
厨
川
ノ

柵
者
、
依
テ
為
ル
ニ
廿
五
里
ノ
行
程
、
未
タ
屬
セ
黄
昏
ニ
着
、
御
件
舘
ニ
云
々
、
こ
ゝ
に
廿

五
里
と
あ
る
は
、
東
み
ち
、
六
丁
を
一
里
と
し
た
る
里
數
な
り
、
則
今
の
京
み
ち
、
四
里
の
行
程
也
。

如
此
古
書
に
も
見
え
て
、い
と
古
キ
城
な
り
。
所
謂
義
家
ノ
朝
臣
の
後
三
年
の
合
戦
に
、

辛
く
し
て
攻セ
メ
オ
ト落
さ
れ
し
所
な
り
。
今
ノ
世
に
も
名
高
く
聞
え
て
其
要カ
マ
ヘ害
、
堅カ
タ
ク固
嚴オ
コ
ソ
カ重
な

る
城
ノ
跡
、
猶イ
チ
シ
ル

著
名
く
存ノ
コ

れ
り
。
扨
天
正
・
慶
長
の
頃
、
厨
川
豊
前
光
勝
と
い
ふ
も
の
ゝ

居
城
な
り
し
と
な
ん
。

　
（
現
盛
岡
市
安
倍
館
遺
跡
の
こ
と
で
あ
る
が
、
盛
岡
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査
で
は
、
戦
国

時
代
の
遺
物
が
出
土
し
、
そ
れ
以
前
の
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
由
で
あ
る
。）

　

○
嫗
カ
戸
柵
―
厨
川
ノ
城
の
西
方
に
嫗
屋
敷
と
い
ふ
あ
り
、
則
此
所
な
り
。
陸
奥
話

記
に
、
康
平
五
年
九
月
十
四
日
、
向
厨
川
ノ
柵
ニ
、
十
五
日
酉
剋
到
着
シ
テ
圍
厨
川
、

嫗
戸
二
柵
ヲ
、
相
去
七
八
丁
也
云
　々

と
見
え
た
る
は
、
當ソ
ノ
カ
ミ時

是
も
安
倍
ノ
頼
時
か
家

族
の
、
居
住
た
り
し
城
な
る
へ
し
。
其
後
、
誰
人
か
居
た
り
け
ん
、
今
は
し
ら
す
。
又

天
正
年
中
に
は
既ハ
ヤ

く
破ヤ
フ
リ壊

つ
る
か
、
城
主
の
名
も
聞
え
す
。

　

○
方
八
丁
―
下
大
田
村
に
あ
り
。
源
義
家
ノ
朝
臣
、
所
謂
、
後
三
年
合
戦
の
時
、
軍

兵
を
や
す
め
給
ひ
し
跡
な
り
と
そ
。
凡
て
、
我
君
の
領シ
リ
タ
マ給
へ
る
國
中
に
は
、
古
へ
の
城

跡
多
し
。
天
正
年
中
ま
て
は
、
み
な
城
主
あ
り
て
、
其
先
祖
よ
り
續
々
に
領シ
リ
キ来

た
り
し

を
、東
照
宮
、天
ノ
下
悉
く
平ヲ
サ
メ定

給
ひ
し
後
、我
君
信
直
ノ
君
に
も
此
國
中
の
諸
ノ
城
を
、

大オ
ホ
カ
タ抵

破ヤ
フ
リ壊

た
ま
ひ
て
、
わ
つ
か
に
八
つ
九
つ
殘
さ
れ
た
り
。
其
數
は
今
も
猶
存ア

り
。

（
こ
の
遺
跡
は
太
田
方
八
丁
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
東
北
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、

桓
武
期
の
朝
廷
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
志
波
城
の
跡
と
判
明
し
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
）

　

○
岩
手
ノ
關
＾
三
割
村
に
松
坂
と
ふ
所
あ
り
。
古
へ
關
屋
を
建
つ
る
處
に
て
、
則
岩

手
ノ
關
の
古
キ
跡
な
り
。
此
邊
を
今
も
關
口
と
い
へ
り
云
々
。

▽
巻
二

＊
志
波
郡

（
上
略
）
志
波
村
、
ま
た
子
波
ノ
地
な
と
有
は
則
今
の
志
波
郡
を
い
へ
り
。
日
本
逸
史
、

弘
仁
二
年
（
８
１
１
）
正
月
丙
申
朔
丙
午
の
條
に
、
於
陸
奥
國
置
和
我
・
薭
縫
・
斯
波
ノ

三
郡
云
々
、又
東
鑑
巻
九
、文
治
五
年
九
月
四
日
辛
酉
の
條
に
、著
御
于
志
波
ノ
郡
云
々
、

又
同
巻
廿
三
日
庚
辰
の
條
に
、
奥
六
郡　
伊
澤
・
和
賀
・
江
刺
・
稗
抜
・
志
波
・
岩
手

　

か
く
て
、
志
波
ノ
郡
の
、
い
と
古
く
よ
り
見
え
た
れ
は
、
既
ハ
ヤ
ク

郡
な
る
こ
と
は
疑
ウ
タ
ガ
ヒな
き

を
、
延
喜
ノ
民
部
式
に
、
陸
奥
の
郡
ノ
名
を
載ア
ケ

ら
れ
た
る
中
に
、
志
波
と
い
う
稱ナ

の
見

え
さ
る
は
、
是
も
上カ
ミ

に
論ア
ケ
ツら

ふ
如
く
眞
郡
に
は
あ
ら
さ
れ
は
な
る
へ
し
。
然
れ
と
も
、

九 八
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○
八
幡
ノ
神
社
―
下
厨
川
村
、
所イ
ハ
ユ
ル謂
厨
川
ノ
古
城
に
あ
り
、
往
古
よ
り
此
舘タ
テ

の
守
神

な
り
と
な
ん
。

　

○
八
幡
ノ
神
社
―
平
舘
村
に
あ
り
。
往
古
、
源
義
家
朝
臣
、
山
城
ノ
國
、
石
淸
水
ノ

八
幡
ノ
神
の
神ミ
タ
マ霊

を
遷
ウ
ツ
シ

奉
り
て
、
此
所
に
齋
奉
給
ひ
し
よ
し
云
傳
ふ
。
御
社
内
に
馬
場

あ
り
、
そ
は
義
家
ノ
朝
臣
、
當ソ
ノ
コ
ロ時

流ヤ
フ
サ
メ

鏑
馬
を
興オ
コ
ナ
ハ行

れ
た
る
跡
な
り
と
な
ん
。
其
遺フ

リ風
古

キ
例
と
な
り
て
、
今
も
祭マ
ツ
リ
ノ
ヒ日に
は
村
人
出
て
、
流
鏑
馬
の
業
を
行
ふ
な
り
。
是
を
十
七

騎
乗
と
い
ふ
。

　

○
御
堂
ノ
觀
音
堂
―
御
堂
村
に
あ
り
。
往
古
、
天
喜
五
年
（
１
０
５
７
）
に
、
朝
敵
安

倍
ノ
頼
時
を
征
伐
の
た
め
に
、
大
将
軍
頼
義
ノ
朝
臣
、
う
て
の
使
を
蒙
り
、
頼
義
・
義

家
父
子
、
こ
の
國
に
下
ら
れ
し
時
、
軍イ
ク
サ
ヒ
ト
ト
モ

兵
等
、
飲
水
に
渇
た
る
を
助
け
給
ふ
と
て
、
義

家
ノ
朝
臣
、
自ミ
ツ
カ
ラ身

弓
弭
も
て
、
岩
を
穿
ち
給
ひ
し
か
は
、
淸
水
湧
出
て
、
軍
兵
大イ
タ

く
力

を
得
た
り
。

　

扨
敵ア
ク
ト
モ等
こ
と
〱
く
誅
ウ
チ
タ
ヒ
ラ
ケ
伐
し
後
、
此
處
に
宮
を
造ツ
ク
リ營
て
、
義
家
朝
臣
の
髻
モ
ト
ゝ
リの
中
に
被
カ
ゝ
フ

り
給
ひ
し
、
觀
音
の
小
像
を
安
置
奉
り
て
、
北
上
山
新
通
法
寺
と
い
ふ
寺
を
建
て
ら
れ

た
り
と
な
ん
。
觀
音
の
像
は
、
河
内
ノ
國
壺
井
の
通
法
寺
と
い
へ
る
寺
の
な
れ
は
、
今

は
新
の
字
を
添
へ
て
、
新
通
法
寺
と
は
號
ナ
ツ
ケ

給
た
り
と
そ
。

　

扨
淸
水
の
初
て
湧
出
た
る
跡ア
ト

、
今
も
猶ナ
ホ
ア存
り
て
絶
す
流
レ
出
た
り
。
是
則
北
上カ
ミ
カ
ハ川
の

水ミ
ナ
モ
ト源

な
り
。
因
云
、
此
御
堂
の
寶
物
に
、
い
と
古
き
釜
あ
り
。
こ
は
當ソ

ノ
カ
ミ時

義
家
朝
臣
の
、
陣
中
に
て

用
ら
れ
た
る
也
。
徑
二
尺
八
寸
餘
、
高
さ
は
一
尺
六
寸
計
の
大
釜
に
て
今
も
在
り
。

　

○
岩
手
山
―
盛
岡
ノ
城
の
西
北
に
あ
り
。
岩
手
郡
な
る
諸
山
に
秀ヒ
テ

た
る
高タ
カ
ヤ
マ山

な
れ

は
、
卽
郡
ノ
名
を
負オ
ホ
セ

て
岩
手
山
と
は
い
ふ
也
。
扨
年ト
コ
ト
ハ中

、
白
雪
消
る
こ
と
な
く
、

山ヤ
マ
ノ
ナ
リ
形
、
富
士
山
に
異コ
ト

な
ら
ね
は
、
世
人
み
な
見ミ
サ
ケ放
て
、
奥オ
ク

の
富フ

シ士
と
異ア
タ
シ
ナ名
を
負オ
ホ

せ
て
、

歌ウ
タ

に
も
よ
み
、
文フ
ミ

に
も
し
る
し
つ
る
は
諾ウ
ヘ

な
り
け
り
。
古
キ
歌
に
多
ア
マ
タ

見ミ

え
た
る
則
此
岩

手
山
な
り
。

　

古
今
六
帖
第
二
、
山
の
部
に
、
人
麿
、
い
は
て
山
い
は
て
な
か
ら
の
身
の
は
て
は
思

ひ
し
如
く
誰
か
つ
け
ま
し
、
千
載
集
戀
一
に
、
左
京
太
夫
顯
輔
、
お
も
へ
と
も
い
は
て

モ
ロ
〱
ノ
ヤ
マ

の
山
に
年
を
へ
て
く
ち
や
は
て
な
ん
谷
の
う
も
れ
木
、
又
同
巻
に
、
顯
昭
法
師
、
人
し

れ
ぬ
涙
の
川
の
み
な
か
み
は
い
は
て
の
山
の
谷
の
下
水
、

　

扨サ
テ

山
の
中ナ
カ
ラ央

に
石
神
あ
り
。
高
さ
二
十
丈
許
、
此コ

處
を
俗ヨ

に
不
動
平タ
ヒ

と
い
ふ
。
又

山ソ
ト
モ背

に
窟イ
ハ
ヤあ

り
、
鬼
か
城
と
云
、
西
に
向
た
る
方
に
、
影
沼
と
い
ふ
あ
り
。
此
沼
よ
り

落
下
る
水
、
則
數
千ア
マ
タ
ヒ
ロ

丈
の
瀧
と
な
れ
り
。
又
山
上
に
神
社
あ
り
、
則
岩
手
山
神
社
也
。

　

○
岩
手
ノ
杜
―
岩
手
山
の
麓
、
平
笠
村
に
あ
り
。
夫
木
抄
巻
廿
二
、
森
の
部
に
、
よ

み
人
し
ら
す
、
陸
奥
の
岩
手
の
森
の
い
は
て
の
み
お
も
ひ
を
告
る
人
も
あ
ら
な
ん
、
と

見
え
た
る
は
是
な
り
。 

　

○
北
上
川
―
水
源
は
、
沼
宮
内
里
の
正
北
、
御
堂
村
な
る
觀
音
ノ
社
ヤ
シ
ロ

内
よ
り
出イ
ツ

。
南

に
流
れ
て
、
志
波
郡
津
志
田
村
に
出
て
、
數ア
マ
タ多

の
村
々
を
經
て
、
稗
貫
ノ
郡
好
地
村
に

出
て
、
猶
多
く
の
村
を
經
て
、
和
賀
ノ
郡
成
田
村
に
出
。
又
諸
村
經
て
、
伊
達
の
堺
に

至
る
。
猶
南
に
流
れ
、
膽
澤
・
江
刺
・
岩
井
・
登
米
の
四
郡
を
經
て
、
桃
生
ノ
郡
に
至

て
、
東
南
二フ
タ
ス
チ水
に
分
れ
て
流
る
。
東
ノ
方
は
、
桃
生
・
本
吉
の
二
郡
の
堺
を
流
れ
て
、

大
海
に
入
。
南
ノ
方
は
、
牝
（
牡
）
鹿
ノ
郡
を
經
て
、
石
巻
ノ
湊
に
入
る
な
り
。
凡
て
、

陸
奥
國
中
に
比タ
ク
ヒ類

な
き
大
川
に
て
、
水
源
よ
り
大
海
に
入
ま
て
、
い
よ
〱
南
に
流
る
ゝ

川
な
り
。

　

東
鑑
巻
九
に
、
文
治
五
年
九
月
廿
七
日
甲
申
の
條
に
云
（
上
略
）
至
于
四
五
月
ニ
、

殘
雪
無
シ
消
フ
、
仍
テ
號
ス
駒
形
嶺
ト
、
麓
ニ
有
流
河
、
而
落
于
南
ニ
、
是
北
上
河
也
、

衣
河
モ
自
此
流
降
、
而
通
于
此
河
ニ
云
　々

此コ
ノ
ホ
カ餘
に
も
往
々
み
え
た
り
。

　

扨
稗
貫
・
和
賀
の
二
郡
の
邊
ワ
タ
リ

此
川
に
簗ヤ
ナ

を
打
て
、
鮭サ

ケ魚
を
と
る
、
甚イ
ト
ヨ
キ佳

魚
な
り
。
川

の
東
西
の
土
地
は
國
中
に
勝
れ
た
る
地
な
れ
は
、
岩
手
・
志
波
・
稗
貫
・
和
賀
等
四
郡

の
百
姓
は
、
此
川
に
よ
り
て
、
家イ

ヘ居
を
定
め
た
る
な
り
。
此
川
、
流
れ
い
と
速ハ
ヤ

き
大
川

な
れ
は
、
常
の
橋
は
か
け
か
た
く
て
、
舟
數
多
つ
ら
並
て
、
橋
と
せ
り
。
所
謂
南
部
の

舟
橋
な
り
。
こ
は
延
宝
六
年
（
１
６
７
８
）
に
、
か
け
わ
た
せ
る
も
の
な
り
。

　

○
不コ
シ
カ
タ
ノ
キ

來
方
ノ
城
平
地
―
岩
手
ノ
里
の
今
の
盛
岡
ノ
城
則
是
な
り
。 

陸
奥
話
記
に
、
康
平
五
年
（
１
０
６
２
）
八
月
十
六
日
の
條
に
、
橘
ノ
貞
頼
、
為
二
陣
ト
、

ム
ラ
〱

ヲ
リ

〱

ヤ
カ
テ

ワ
タ
リ
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＊
宇
曾
利
（
青
森
県
下
北
半
島
）

▼
奥
州
征
伐
（
源
頼
朝
・
平
泉
藤
原
氏
）
関
連

　

＊
厨
川
柵
・
波
気
―
盛
岡
市

　

＊
比
爪
館
―
現
紫
波
郡
紫
波
町
日
詰
の
城
山
説
（
現
在
は
紫
波
郡
紫
波
町
の
赤
石
小
学
校

付
近
の
比
爪
館
跡
に
確
定
）

　

＊
五
郎
沼
・
陣
岡
・
蜂
社
・
高
水
寺
―
い
ず
れ
も
現
紫
波
郡
紫
波
町
内
説

　

＊
糠
部
の
駿
馬
・
一
の
へ
ぐ
ろ

◆
『
奥お
う
お
う
・
ふ
ど
き

々
風
土
記
』（
南
部
叢
書
刊
行
会
編
『
南
部
叢
書
（
一
）』
昭
和
45
年　

歴
史
図
書
社
発
行

所
収
に
よ
っ
た
）

▽
巻
一

＊
岩
手
郡

「（
上
略
）
扨
岩イ
ワ
テ
ノ
コ
ホ
リ

手
ノ
郡
と
い
ふ
號ナ

の
古フ
ル
キ
フ
ミ書に
見
え
た
る
は
、
大
和
物
語
に
、
同
帝　
平

城
天
皇
を
申
奉
也　

狩
い
と
か
し
こ
く
好
み
給
ひ
け
り
。
み
ち
の
國
岩
手
ノ
郡
よ
り
奉
れ

る
み
た
か
、
世
に
な
く
か
し
こ
か
り
け
れ
は
、
に
な
く
お
ほ
し
て
御
手
鷹
に
し
給
ひ
け

り
。
名
を
は
岩
手
と
な
ん
つ
け
給
へ
け
る
云
々
と
見
え
た
れ
は
、
既ハ
ヤ

く
郡コ
ホ
リと

定サ
タ
マり

て
、

世
に
も
然シ
カ
ト
ナ
ヘ唱た
り
け
ん
と
そ
お
ほ
ゆ
る
。
凡
て
、
物
語
書
は
、
あ
ら
ぬ
事
も
て
、
實マ

コ
ト事

や
か
に

取
な
す
も
の
な
れ
と
、
國
名
郡
ノ
名
な
と
は
さ
ら
に
間
受
け
て
作
る
物
に
は
あ
ら
ざ
れ
ば
、
地
ノ
名
の

證
と
す
る
に
は
足
れ
り
。

　

東
鑑
巻
九
、
文
治
五
年
九
月
廿
三
日
庚
申
の
條
に
、
淸
衡
カ
繼
父
、
武
貞
卒
去
後
、

傳
領
奥
六
郡
ヲ
、
伊
澤
・
和
賀
・
江
刺
・
稗
抜
・
志
波
・
岩
手　

又
同
書 

巻
四
十
六
、
建

長
八
年
（
１
２
５
６
）
六
月
二
日
辛
酉
の
條
に
、
岩
手
ノ
左
衛
門
太
郎
・
岩
手
ノ
次
郎
と

云
フ
人
の
名
も
見
え
た
り
。
是コ

は
、
當ソ
ノ
カ
ミ時

、
岩
手
ノ
郡
を
領シ
リ

て
卽
ヤ
カ
テ

其
地ト
コ
ロ
ノ
ナ

名
を
と
り
て
な

の
り
た
る
か
、
又
は
先
祖
な
と
の
所シ
レ
ル
ト
コ
ロ

領
地
に
て
、
後
世
ま
て
も
、
か
く
呼
名
に
は
し
た

り
け
ん
。

　

又
三
代
実
録
、
貞
觀
四
年
（
８
６
２
）
六
月
十
五
日
壬
子
の
條
に
、
山
城
ノ
國
、
正
六

位
上
、
天
ノ
穂
口
ノ
命
神
、
陸
奥
ノ
國
鎭
守
府
正
六
位
上
岩
手
堰
ノ
神
、
並
預
ラ
シ
ム
官

社
、
又
延
喜
神
名
式
に
、
陸
奥
ノ
國
膽
澤
ノ
郡
、
石
手
堰
ノ
神
社
な
と
見
え
た
る
石
手

堰
ノ
神
は
、
も
と
岩
手
郡
に
所
以
あ
る
神
に
て
、
其ソ
ノ
ト
コ
ロ地に

斎イ
ハ

ひ
奉マ
ツ

る
べ
き
を
、
鎭
守
府

近
き
膽
澤
郡
に
し
も
斎
奉
ら
れ
た
る
な
る
へ
し
。

　

扨
上
古
は
、
其
國
、
そ
の
所
に
、
功
あ
り
し
神
を
、
其ソ

コ處
に
い
は
ひ
祭
て
、
其
地
ノ

名
を
以
て
、
其
神
の
御ミ

ナ名
に
稱タ
ゝ

へ
、
又
そ
の
神
の
御
名
も
て
、
卽
そ
の
地
ノ
名
に
負オ
ホ

せ

し
こ
と
多
か
り
。
さ
れ
は
此
岩
手
堰
ノ
神
も
全マ
タ

く
岩
手
て
ふ
地
ノ
名
を
と
り
て
、
御
名

に
お
ほ
せ
奉
り
け
ん
と
そ
お
ほ
ゆ
る
。
か
く
て
、
岩
手
ノ
郡
は
古
へ
よ
り
、
郡
と
定
り

て
其
地
名
も
、
い
と
古
く
も
の
に
も
見
え
た
れ
と
、
延
喜
式
・
和
名
抄
な
と
、
國
郡
を

載ア
ケ

ら
れ
た
る
中
に
み
な
漏
た
る
は
、
當ソ
ノ
カ
ミ時

い
ま
た
眞
マ
コ
ト
ノ
コ
ホ
リ

郡
に
は
あ
ら
さ
れ
は
な
る
へ
し

云
々
」
と
あ
る
。

　

○
岩
手
ノ
里
―
今
盛モ
リ
オ
カ
ノ
キ

岡
ノ
城
を
構カ
マ
ヘた

る
所
、
則
岩
手
ノ
里
な
り
。
夫
木
抄
巻
六
、
山

吹
の
歌
に
、
前
中
納
言
大
江
ノ
匡
房
、
く
ち
な
し
の
色
と
そ
見
ゆ
る
陸
奥
の
岩
手
の
里

の
山
吹
の
は
な
、
又
同
巻
よ
み
人
し
ら
す
、
き
て
見
れ
は
く
ち
な
し
色
に
咲
に
け
り
岩

手
の
里
の
山
吹
の
花　

と
よ
ま
れ
た
る
は
此
里
な
り
。

　

○
鹿
嶋
ノ
神
社
―
土
淵
村
に
あ
り
。
往
昔
、
康
平
ノ
年
中コ
ロ

、
大
将
軍
源
頼
義
朝
臣
安

倍
ノ
貞
任
を
征ウ
チ
キ
タ伐
め
ん
と
す
る
時
、
厨
川
ノ
城
の
南
な
る
、
籾モ
ミ
ク
ス葛
川
（
諸
葛
川
か
？
）
の

水
か
さ
増
り
て
、
打
渡
ら
ん
す
へ
な
か
り
し
か
は
、
頼
義
ノ
朝
臣
、
深
く
神
力
を
乞コ
ヒ
ノ
ミ祈

奉マ
ツ

り
し
に
、
不
ユ
ク
リ
ナ
ク慮
川
ノ
中
に
嶋
出
た
り
、
そ
れ
を
た
よ
り
と
し
て
、
無コ
ト
ナ
ク難
打
渡
た
り
と

な
ん
。
故
レ
此
國
平
け
給
ひ
し
後
に
、此
處
に
鹿
嶋
ノ
大
神
を
齋
き
奉
ら
れ
た
り
と
そ
。

　

○
稲
荷
ノ
神
社
―
下
厨
川
村
に
あ
り
。
文
治
五
年
、
藤
原
ノ
泰
衡
・
武
衡
等
を
征
ウ
チ
キ
タ
メ伐

ん
と
て
、
大
将
軍
源
ノ
頼
朝
ノ
卿
此
國
に
下
ら
れ
し
時
、
工
藤
ノ
小
次
郎
祐
光
を
、
厨

川
ノ
城
主
と
定
め
ら
れ
て
、
領
地
を
給
ヒ
た
り
、
其
時
祐
光
が
建タ

テ立
た
る
御
社
な
り
と

な
ん
。

　

○
林
崎
八
幡
神
社
―
下
太
田
村
に
あ
り
。
源
義
家
ノ
朝
臣
、
此
處
に
神ミ
ヤ
シ
ロ社

を
建タ

テ立
給

ひ
て
、
い
つ
き
奉
ら
れ
し
よ
し
縁
起
に
見
ゆ
。

七 六
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＊
希ケ

フ婦
　
狹
　
布
　
　
細
　
布
―
「
希
婦
は
、
鹿カ
ツ
ノ角
郡
古フ
ル
カ
ワ河
村
と
い
ふ
所
を
け
ふ
の
郷

と
い
へ
り
。
今
は
わ
づ
か
の
村
の
み
殘
れ
り
、
け
ふ
の
郡
な
ど
見
へ
て
、
古
く
言
つ
た

へ
し
と
こ
ろ
な
り
。
こ
の
郷
よ
り
出
る
布
を
、
狹サ
ヌ
ノ布
・
細ホ
ソ
ヌ
ノ布
せ
ば
布
・
奥オ
ク
ヌ
ノ布
な
ど
う
た

に
も
み
え
た
り
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
東
鑑
文
治
五
年
九
月
十
七
日　
清
衡
以
下

三
代
堂
舎
を
造
立
す
と
い
へ
る
條　

に
希
婦
細
布
二
千
端
」
と
見
え
る
こ
と
を
挙
げ
＊
、
奥

州
藤
原
氏
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
さ
て
こ
の
け
ふ
の
里
を
歌
に
も
希
婦
の
郡
と
よ
み
、
奥
儀
抄
に
も
け
ふ
の

郡
よ
り
出
く
る
布
な
り
と
い
へ
る
を
、
顯
昭
法
師
は
陸
奥
の
郡
ど
も
の
中
に
、
け
ふ
と

い
ふ
郡
な
し
と
い
は
れ
し
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
陸
奥
國
に
眞
郡
と
、
假
に
立
し
郡
あ

り
し
や
と
お
も
は
る
る
事
み
ゆ
れ
ば
、
こ
も
そ
の
假
郡
の
う
ち
な
る
べ
け
れ
ば
さ
ま
た

げ
な
し
、
猶
假
郡
の
事
は
岩
手
郡
の
條
に
い
へ
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

＊
宇ウ

ソ

リ
曾
利
―
「
う
そ
り
は
、
今
北
郡
田
名タ
ナ
ブ部
に
し
か
い
ふ
村
あ
り
そ
こ
な
り
、
陸
奥
話

記
曰
、（
上
略
）
天
喜
五
年
（
１
０
５
７
）
秋
九
月
。
進
國
解
言
上
。
誅
伐
頼
時
之
状
自
。

臣
使
金
為
時
下
毛
野
興
重
等
。
耳
説
奥
地
俘
囚
。
令
興
官
軍
。
於
是
銫カ
ナ
ヤ屋

仁
土
呂
志
。

宇
曾
利
郡
夷
人
云
々
。

　

考
る
に
、
今
宇
曾
利
村
の
あ
た
り
に
あ
る
山
を
、
や
が
て
宇
曾
利
山
と
い
ふ
、
い
ま

土
人
は
乎
曾
禮
山
と
も
い
へ
り
。
そ
の
邊
を
郡
と
も
い
ひ
し
に
や
、
か
の
岩
手
郡
の
條
に

い
へ
る
ご
と
く
、
假
郡
な
ど
な
る
べ
し
。
又
銫
屋
仁
土
呂
志
も
こ
の
奥
の
地
な
り
と

見
ゆ
、
今
さ
る
郷
村
な
ど
の
名
の
殘
れ
る
所
あ
る
に
や
、
猶
よ
く
た
づ
ぬ
べ
し
。」

と
あ
る
。

▽
巻
第
四

＊
糠ヌ
カ
ノ
ブ部
―「
糠ヌ
カ
ノ
ブ部
は
、今
二ニ
ノ
ヘ戸
郡
に
こ
の
名
の
こ
り
て
、糠
部
の
郷
と
い
へ
り
。東
鑑
に
、

文
治
五
年
九
月
三
日
庚
申
。
泰
衡
被
圍
數
千
兵
。
為
遁
一
旦
命
害
。
隱
如
ク
鼠
。
退
似

鯢
差
夷
狄
赴
糟
部
郡
云
々
。
又
同
書
關
山
中
尊
寺
の
事
書
る
條
に
、
糠
部
ノ
駿
馬
五
十

匹
云
々
。
ま
た
同
六
年
二
月
十
二
日
大
河
太
郎
兼
任
追
伐
の
條
に
、於
外
濱
與
糠
部
間
。

宇
多
宇
末
井
之
梯
。
以
下
件
山
為
城
郭
云
々
。　

　

考
る
に
、糠
部
は
、外
濱
肥
内
な
ど
に
隣
れ
る
事
は
東
か
ゞ
み
に
見
へ
た
り
、東
か
ゞ

み
に
糠
部
と
み
え
、
又
桂
泉
の
鐘
銘
に
も
糠
部
郡
と
書
り
。
さ
れ
ど
こ
の
郡
名
い
つ

の
こ
ろ
よ
り
い
ふ
こ
と
に
か
考
ふ
べ
き
よ
し
な
し
。
東
鑑
に
糟
部
郡
と
あ
る
は
、
糠

を
糟
に
あ
や
ま
り
し
か
。ま
た
糟
を
や
が
て
ぬ
か
と
よ
み
て
こ
も
糠
部
に
同
き
か
。」

と
あ
る
。

＊
一イ
チ
ノ
ヘ戸

―
「
一
戸
は
二ニ
ノ
ヘ戸

郡
に
今
一
戸
と
い
ふ
あ
り
、
そ
こ
な
り
。
太
平
記
關
東
の
大

勢
上
洛
の
事
を
い
へ
る
條
に
、（
上
略
）
長
崎
惡
四
郎
左
衛
門
が
吉
野
へ
出
立
さ
ま
を
言　

こ

が
ね
づ
く
り
の
太
刀
を
二
ふ
り
は
き
、
一
の
へ
い
ぐ
ろ
と
い
ふ
坂
東
一
の
名
馬
五
尺
三

寸
あ
り
け
る
に
う
ち
の
り
云
々
。

　

考
る
に
、
陸
奥
よ
り
よ
き
馬
出
た
る
こ
と
、
國
史
お
よ
ひ
古
書
ど
も
に
み
ゆ
れ
ば
、

こ
の
馬
も
一
戸
よ
り
出
た
る
に
つ
き
て
か
く
よ
び
た
る
と
見
ゆ
、
そ
の
こ
ろ
は
郡
な

り
し
か
郷
な
り
し
か
、
今
考
る
よ
し
な
し
。」

▽
若
干
の
ま
と
め

▼
郡
名
（
岩
手
、
志
波
・
子
波
・
斯
波
・
志
和
、
和
我
、
稗
貫
・
薭
縫
・
稗
枝
・
部
貫
、
希
婦
、
糠

部
・
糟
部
）・
郡
領
域
・
郡
変
遷
を
挙
げ
、
真
郡
か
假
郡
（
権
郡
）
か
を
検
討
。
そ
の
中
で
、

膽
澤
郡
の
奥
を
遠
膽
澤
と
呼
び
、
そ
の
名
残
が
花
巻
市
の
豊
沢
で
は
な
い
か
と
推
定
。

▼
岩
手
ノ
森
・
岩
手
ノ
里
・
岩
手
ノ
関
、
希
婦
狭
布
・
細
布
な
ど
歌
枕
の
地
と
し
て
紹
介
。

▼
北
上
川
の
淵
源
地
・
河
川
名
の
推
定
、
か
み
川
丹
藤
川
説
を
唱
え
る
。

▼
延
暦
期
の
志
波
城
の
位
置
―
紫
波
郡
紫
波
町
日
詰
の
城
山
説
を
と
る
（
現
在
の
定
説
は

盛
岡
市
太
田
所
在
の
国
指
定
史
跡
「
志
波
城
跡
」）

▼
前
九
年
合
戦
（
安
倍
氏
）
関
連

　

＊
厨
川
柵
―
現
盛
岡
市
安
倍
館
跡
説
（
現
在
未
確
定
）

　

＊
嫗
戸
柵
―
現
滝
沢
市
姥
屋
敷
説
（
同
右
）

　

＊
黒
沢
尻
柵
―
現
北
上
市
黒
沢
尻
町
説
（
北
上
市
黒
沢
尻
柵
跡
）

七 六
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考
る
に
、
こ
は
土
人
義
家
朝
臣
の
陣
し
給
ふ
よ
り
の
名
な
り
と
い
ふ
は
よ
し
有
て
聞

ゆ
。
す
べ
て
右
に
い
へ
る
頼
朝
の
泰
衡
を
征
伐
し
給
し
は
、
古
へ
頼
義
・
義
家
の
朝

臣
た
ち
の
安
倍
の
貞
任
ら
を
征
平
け
給
ひ
し
の
時
の
あ
と
の
ま
ゝ
に
し
給
し
と
み
え

た
り
。
さ
れ
ば
、
東
鑑
文
治
五
年
九
月
二
日
の
條
に
、
出
平
泉
。
令
赴
岩
井
郡　
井

は
手
の
あ
や
ま
り
也　

廚
河
邊
給
。
是
為
相
尋
泰
衡
隱
住
所
也
。
亦
祖
父
将
軍
追
討
朝

敵
之
頃
十
二
年
之
間
處
處
合
戦
。
不
決
勝
負
送
年
之
處
。
遂
於
管
案
廚
河
ノ
柵
。
獲

貞
任
等
首
。
依
曩
祖
佳
例
。
到
當
所
。
可
討
泰
衡
獲
其
首
之
由
。
内
々
令
思
案
給
な

と
み
ゆ
。
こ
ゝ
の
み
な
ら
ず
、
所
所
に
曩
祖
の
例
に
な
ら
ひ
給
し
こ
と
見
ゆ
れ
ば
、

こ
の
陣
カ
岡
も
、
頼
義
・
義
家
の
朝
臣
の
御
軍
を
宿
し
給
し
あ
と
に
て
、
又
頼
朝
卿

も
こ
ゝ
に
い
く
さ
を
集ツ
ド

へ
給
し
な
ら
ん
、
さ
ら
ば
陣
カ
岡
は
、
義
家
の
朝
臣
の
や
ど

り
給
し
よ
り
の
名
な
め
り
と
お
も
は
る
。
さ
て
蜂
の
社ミ
ヤ

は
こ
の
陣
ガ
岡
の
う
ち
に
小

祠
あ
る
は
、
則
ち
こ
れ
な
り
と
い
ひ
傳
ふ
、
こ
は
義
家
朝
臣
の
此
所
に
社
を
建
給
し

な
ど
い
へ
れ
ど
、
今
考
る
よ
し
な
し
。
今
は
こ
の
社
を
八
幡
の
社
な
り
と
す
れ
ど
、

蜂
の
訓
と
八
の
音
と
、
お
な
じ
け
れ
ば
、
後
の
世
に
か
く
は
あ
や
ま
り
し
な
ら
ん
。

今
縁
起
と
い
ふ
も
の
に
も
蜂
の
社
と
あ
り
、
こ
の
縁
起
は
後
世
に
僧
な
ど
の
作
り
た

る
も
の
と
見
ゆ
れ
ど
、
古
の
名
は
猶
の
こ
れ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
高
水
寺
―
東
鑑
文
治
五
年
九
月
九
日
・
十
一
日
条
に
見
え
る
寺
で
、「
志
波
郡
郡
山

に
今
も
高
水
寺
あ
り
。
真
言
宗
也
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
考
る
に
、
こ
は
お
ほ
く
の
年
月
を
へ
た
れ
ば
、
古
き
傳
も
う
せ
て
、
く
は
し
く
し
る

べ
き
よ
し
な
し
。
こ
の
寺
今
は
十
日
町
と
言
所
の
う
し
ろ
の
か
た
に
あ
り
、
こ
れ
は

慶
長
年
中
郡
山
の
城
の
舊
跡
に
、
さ
ら
に
城
を
構
へ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
、
其
時
に
う

つ
さ
れ
し
な
る
べ
し
。
走
湯
權
現
は
、
今
二
日
町
と
い
ふ
所
の
北
の
出
口
に
あ
り
、

今
も
大
な
る
槻
木
の
傍
に
有
、こ
れ
古
の
跡
な
る
べ
し
。」と
変
遷
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

走
湯
權
現
や
槻
木
も
東
鑑
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

＊
和ワ

カ我
郡
―
「
和
我
郡
は
今
花ハ
ナ
マ
キ牧

と
い
ふ
所
に
和
我
川
と
い
ふ
有
、
そ
の
わ
た
り
を
し

か
い
へ
り
」
と
記
し
て
い
る
が
、
花
牧
近
く
の
川
は
豊
沢
川
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
花

巻
の
記
述
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
黒
沢
尻
で
あ
ろ
う
。

　

続
紀
・
日
本
逸
史
、東
鑑
な
ど
の
古
書
に
見
え
る
和
我
を
挙
げ
た
う
え
で
、「
考
る
に
、

和
我
は
弘
仁
二
年
（
８
１
１
）
に
郡
と
定
め
ら
れ
た
る
を
、
其
後
す
た
れ
た
る
に
や
。
延

喜
式
・
和
名
抄
な
ど
の
國
郡
を
あ
げ
し
所
に
も
み
え
す
、
も
し
は
か
り
に
立
て
ら
れ
し

郡
な
り
し
に
や
、
東
鑑
に
は
、
猶
さ
る
名
も
み
え
、
今
の
世
に
も
し
か
と
な
へ
来
れ
り
。

　

さ
て
延
喜
神
名
式
を
考
る
に
、
膽
澤
郡
七
坐
の
う
ち
に
、
和
我
叡
登
擧
（
譽
）
ノ
神

社
見
ゆ
。
こ
は
か
な
ら
ず
和
我
郡
に
よ
し
あ
る
神
な
る
べ
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、延
喜
式
・

和
名
抄
の
こ
ろ
は
、
こ
の
郡
名
廃
れ
た
れ
ば
、
膽
澤
郡
に
属
し
た
る
に
や
」
と
疑
問

を
呈
し
て
い
る
。

＊
黒ク
ロ
サ
ハ
ジ
リ

澤
尻
―
東
鑑
文
治
五
年
九
月
廿
七
日
条
ほ
か
に
見
え
る
黒
澤
尻
ノ
柵
、
黒
澤
尻
ノ

五
郎
な
ど
を
挙
げ
、「
黒
澤
尻
は
今
、
和
賀
郡
の
内
に
あ
り
、
古
き
城
の
あ
と
あ
る
は
、

黒
澤
尻
の
柵
な
り
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
考
る
に
、
東
鑑
に
の
せ
た
る
頼
時
が
子
、
廚
河
・
鳥
海
・
境
・
黒
澤
尻
・
白
鳥
、
み

な
所
の
名
と
み
え
た
れ
ば
、
其
住
し
所
々
を
名
の
り
し
な
る
べ
し
。
正
任
は
黒
澤
尻

の
柵
に
住
し
か
ば
、
黒
澤
尻
ノ
五
郎
と
名
の
り
け
ん
云
々
」
と
続
け
て
い
る
。

＊
稗ヒ
エ
ヌ
キ貫

郡
―
「
稗
貫
郡
は
、
今
花
牧
と
い
ふ
所
に
あ
り
。」
と
記
し
て
い
る
。
古
書
に

薭
縫
・
稗
技
・
部
貫
な
ど
と
様
々
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
そ
し
て

「
考
る
に
薭
縫
・
稗
技
・
部
貫
な
ど
あ
れ
ど
、
皆
同
し
名
な
る
べ
し
。
さ
て
稗
縫
が
本

名
な
る
を
ヌ
ヒ
と
ヌ
キ
と
通
は
し
い
へ
る
は
後
世
の
事
な
る
べ
し
。
稗
枝
は
新
刊
の

東
鑑
に
ヒ
エ
ノ
キ
と
訓
を
付
た
れ
ど
、
枝
は
抜
を
あ
や
ま
れ
る
な
ら
ん
か
。
又
部
貫

と
あ
る
も
、
今
も
土
人
ヒ
エ
を
ヘ
と
の
み
い
へ
れ
ば
、
轉
じ
て
ヘ
ヌ
キ
と
ゝ
な
へ
し

ま
ゝ
に
、
部
貫
と
書
せ
し
に
や
。
ヒ
エ
の
反
音
通
へ
ヘ
な
れ
ば
な
り
。
又
拾
芥
抄
に
稗
繼

と
あ
る
は
、
稗
縫
の
あ
や
ま
り
か
、
繼
と
縫
と
草
書
の
形
の
似
た
り
し
よ
り
あ
や
ま

れ
る
な
ら
ん
、
今
は
稗
貫
と
書
り
」
と
考
察
し
て
い
る
。

▽
巻
第
三

五 四
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＊
志シ

ハ波
郡
―
「
志
波
郡
は
今
も
し
か
い
へ
り
、
古
書
に
子
波
・
斯
波
と
も
書
け
り
。
今

志
和
と
書
は
、
後
に
改
し
も
の
な
ら
ん
」
と
し
、
さ
ら
に
、

「
考
る
に
、
も
と
よ
り
志
波
と
い
ふ
所
の
あ
り
し
を
、
弘
仁
二
年
（
８
１
１
）
に
、
郡

と
は
定
め
ら
れ
し
な
ら
ん
、
さ
れ
ど
は
や
く
よ
り
、
そ
の
郡
の
名
す
た
れ
し
に
や
。

延
喜
民
部
式
に
、
陸
奥
の
郡
名
を
あ
げ
し
所
に
み
え
ず
、
た
ゞ
同
書
神
祇
式
に
志
波

郡
み
え
た
り
。
こ
は
さ
き
に
い
へ
る
ご
と
く
、
弘
仁
の
こ
ろ
定
め
ら
れ
し
を
、
延
喜

の
頃
に
は
す
た
れ
た
れ
ば
、
民
部
式
に
は
載
ら
れ
ず
し
て
、
お
ほ
よ
そ
に
こ
の
郡
を

ば
、
伊
澤
郡
な
ど
の
中
に
こ
め
て
載
ら
れ
た
る
に
や
。
し
か
れ
ど
も
、
同
書
神
祇
式

に
み
え
た
る
は
神
祇
の
事
は
、
古
き
傳
へ
の
殘
れ
る
も
の
に
し
あ
れ
ば
、
郡
名
す
た

れ
た
れ
ど
神
社
に
傳
ふ
る
所
は
古
き
傳
へ
の
ま
ゝ
に
、
志
波
郡
と
そ
せ
ら
れ
た
る
に

や
。
又
東
鑑
に
、
文
治
の
頃
こ
の
郡
の
名
の
み
え
た
る
は
、
武
衡
・
淸
衡
・
秀
衡
な

ど
、
代
々
國
内
を
ゝ
さ
め
し
よ
り
、
古
き
郡
の
す
た
れ
た
る
名
を
も
お
こ
し
て
よ
べ

る
に
や
云
々
」
と
考
察
し
て
い
る
。

＊
志
波
城ノ
キ

―
「
今
志
波
郡
郡コ
ホ
リ

山
の
あ
た
り
に
、
古
キ
城
の
あ
と
あ
る
こ
れ
な
り
。
古

き
書
に
み
え
た
る
は
、
日
本
逸
史
に
、
日
本
逸
史
延
暦
廿
二
年
（
８
０
２
）
癸
巳
。
令

越
後
國
米
三
十
斛
鹽
三
十
斛
送
造
志
波
城
所
ニ
云
々
。
又
同
書
に
、
同
年
三
月
。
造
志

波
城
使
。
從
三
位
行
近
衛
中
将
。
坂
上
田
村
麻
呂
辭
見
。
賜
彩
帛
五
十
匹
。
綿
三
百
屯

云
々
。　

　

東
鑑
文
治
五
年
の
條
に
、
四
日
辛
酉
。
著
御
于
志
波
ノ
郡
。
而
泰
衡
親
昵
俊
衡
法
師

驚
此
事
。
燒
失
當
郡
内
比ヒ
ツ
メ
ノ爪

館
。
逐
電
赴
奥
方
云
々
」
と
記
述
。
そ
し
て

「
考
る
に
延
暦
の
時
造
れ
る
城
は
、
今
郡
山
の
古
城
な
り
と
言
傳
ふ
。
東
鑑
に
比
爪
の

館
と
い
へ
る
は
、こ
の
志
波
の
城
の
あ
と
に
か
ま
え
し
も
の
な
ら
ん
」と
し
て
い
る
。

即
ち
、延
暦
の
志
波
城
と
文
治
の
志
波
城
の
位
置
は
、い
ず
れ
も
現
在
の
志
波
郡
「
郡

山
の
古
城
」
説
、
即
ち
、
日
詰
の
城
山
説
を
唱
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
推
定

と
は
異
な
る
。

＊
比ヒ
ツ
メ爪
―
「
ひ
つ
め
は
、
今
志
波
郡
郡
山
の
邊
に
あ
り
、
今
は
日
詰
と
書
け
り
。
古
く

は
比
爪
・
樋
爪
と
か
け
り
、
訓
お
な
じ
け
れ
ば
、
通
は
し
て
か
け
る
な
ら
ん
。
東
鑑
に
、

文
治
五
年
九
月
四
日
辛
酉
著
御
于
志
波
郡
。
而
泰
衡
親
昵
俊
衡
法
師
驚
此
事
。
燒
失
當

郡
内
比
爪
館
逐
電
赴
奥
方
云
々
。
同
書
に
、
同
年
同
月
十
五
日
壬
申
。
樋
爪
太
郎
俊
衡

入
道
。
並
五
郎
季
衡
為
降
人
參
廚
河
云
々
。
同
書
に
同
十
八
日
乙
亥
。
被
奉
消
息
於
京

都
。
其
状
云
。
比
爪
俊
衡
法
師
。
同
五
郎
季
衡
云
々
。

　

考
る
に
、
東
鑑
に
比
爪
ノ
館
と
い
へ
る
は
、
今
の
日
詰
に
有
古
城
な
ら
む
。
其
所
を

領
し
た
る
故
に
、
樋
爪
と
は
名
の
り
し
に
や
、
五
郎
も
や
が
て
此
所
に
住
て
、
し
か

な
の
り
し
な
ら
ん
」
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
比
爪
ノ
館
＝
日
詰
の
城
山
説
に
立
つ
。

こ
れ
も
現
在
の
推
定
と
は
異
な
る
。

＊
比
爪
ノ
五
郎
季
衡
之
墓
―
「
志
波
郡
比
爪　
今
日
詰
と
か
け
り　

と
い
へ
る
所
に
、
館

の
あ
と
有
、
そ
こ
よ
り
南
の
か
た
十
村
五
丁
計
に
五
郎
沼
と
言
あ
り
。
そ
こ
に
比
爪
五

郎
季
衡
の
墓
あ
り
、
碑
石
あ
れ
ど
文
字
き
え
て
み
え
ず
、
五
郎
沼
と
い
へ
る
も
、
こ
の
五
郎

が
墓
あ
る
故
名
付
た
る
な
ら
ん　

こ
の
季
衡
は
泰
衡
が
親
昵
俊
衡
が
弟
な
り
。
東
鑑
文
治
五

年
九
月
十
八
日
に
都
へ
奉
る
と
い
う
消
息
に
、
比
爪
俊
衡
法
師
。
同
五
郎
季
衡
等
。
燒

失
比
爪
館
。
逃
籠
奥
之
方
を
、
即
追
繼
い
て
、
廚
河
と
申
館
ま
で
罷
着
之
間
、
俊
衡
法

師
幷
季
衡
等
為
降
人
出
來
候
。
注
折
紙
謹
進
上
之
。
其
中
俊
衡
法
師
者
。
年
齒
高
侯
之

上
。
令
受
持
法
華
經
。
充
給
本
住
所
て
。
所
令
安
堵
候
也
。
其
外
輩
皆
召
具
て
、
鎌
倉

へ
可
上
道
候
云
々
。

　

考
る
に
、
季
衡
は
鎌
倉
へ
上
た
る
よ
し
み
ゆ
れ
ど
兄
の
俊
衡
は
罪
を
ゆ
る
さ
れ
て
、

も
と
の
住
所
に
あ
ら
し
む
る
よ
し
み
ゆ
れ
ば
、
季
衡
も
後
に
こ
ゝ
へ
く
だ
り
て
み
ま

か
り
し
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
今
も
墓
の
殘
り
て
は
あ
る
な
り
」
と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
町
立
赤
石
小
学
校
の
南
に
あ
る
五
郎
沼
で
、
大
正
年
間
に
そ
の
底
よ
り
か
わ

ら
け
が
出
土
し
た
由
で
あ
り
、
十
二
世
紀
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
沼
で
あ
る
。

＊
陣
カ
岡ヲ
カ

蜂ハ
チ
ノ
ミ
ヤ

社
―
「
志
波
郡
郡
山
の
西
八
九
丁
あ
な
た
の
廣
野
に
、
陣
カ
岡
蜂
ノ
社
の

名
殘
れ
り
。
東
鑑
に
、
文
治
五
年
九
月
四
日
条
辛
酉
。
著
御
于
志
波
郡
（
中
略
）
今
日

二
品
令
陣
カ
岡
蜂
ノ
社
給
云
々
。
又
同
書
に
十
一
日
戊
辰
。
今
日
令
立
陣
カ
岡
云
々
。

五 四
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け
る
な
る
べ
し
。
又
是
は
も
し
功
有
て
姓
を
賜
は
り
し
時
、
所
の
名
を
給
し
に
も
有
べ

し
、
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
古
書
に
多
く
み
え
て
あ
ぐ
る
に
た
え
ず
。
考
る
に
、
花
巻
と
い
ふ
所

に
豐
澤
川
と
い
ふ
川
、膽
澤
川
の
こ
な
た
に
あ
り
。
も
し
は
も
と
遠
膽
澤
川
と
呼
び
し
を
、ト
イ
ザ
ワ
、

ト
ヨ
ザ
ワ
語
近
け
れ
ば
、
後
の
世
に
豐
澤
の
文
字
と
せ
し
に
や
あ
ら
ん
。
今
豐
澤
と
は
か
け
ど
、
猶
所

の
者
は
ト
イ
サ
と
唱
ふ
る
は
古
語
の
殘
れ
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
、
膽
澤
川
に
向
へ
て
名
づ
け
し
に
は
あ
ら

ぬ
か
。
こ
れ
ら
誠
に
お
し
は
か
り
の
考
な
れ
ど
、
後
考
ん
人
の
為
い
さ
ゝ
か
お
ど
ろ
か
し
置
な
り
。

　

か
ゝ
れ
ば
、上
ノ
件
に
い
へ
る
如
く
、此
岩
手
郡
は
も
と
假
に
立
ら
れ
た
る
郡
に
て
、

膽
澤
郡
の
中
な
る
に
や
あ
ら
ん
、
し
か
お
も
は
る
ゝ
事
は
、
延
喜
神
名
式
に
、
陸
奥
國

膽
澤
郡
岩イ
ハ
デ手
堰ヰ

ノ
神
社
と
み
ゆ
。
又
三
代
実
録
云
、
貞
観
四
年
（
８
６
２
）
六
月
十
五
日

壬
子
、
陸
奥
國
鎭
守
府
正
六
位
上
岩
手
堰
ノ
神
社
預
官
社
と
も
み
ゆ
。
此
神
い
か
な
る

神
と
も
傳
へ
な
け
れ
ば
、
今
知
る
べ
か
ら
ね
ど
、
す
べ
て
上
古
は
其
國
所
々
に
功
あ
る

神
を
其
所
に
い
は
ひ
て
、そ
こ
の
名
を
も
て
神
の
御
名
に
稱
へ
、又
其
神
の
御
名
も
て
、

其
所
の
名
と
も
せ
し
事
多
か
り
、
こ
の
事
は
伊
勢
國
人
本
居
宣
長
が
古
事
記
傳
に
く
は
し
く
論

ぜ
り
、
事
長
け
れ
ば
は
ぶ
き
つ
。
さ
れ
ば
此
神
も
岩
手
郡
に
功
あ
り
て
い
は
ひ
た
る
神
な
る

事
疑
な
し
、
堰
と
呼
た
る
は
、
い
か
な
る
よ
し
に
か
今
考
べ
か
ら
ず
。
さ
ら
ば
そ
の
い
わ
て
の

地
に
い
は
ひ
奉
る
べ
き
を
膽
澤
郡
に
い
は
へ
る
は
い
か
ゞ
と
い
ふ
に
、
も
と
岩
手
郡
は

膽
澤
郡
の
内
な
る
故
に
も
あ
る
べ
く
、
又
か
の
奥
の
か
た
は
皇
命
に
し
た
が
は
ね
ば
鎭

守
府
の
邊
り
ち
か
き
所
に
い
は
ひ
た
る
に
も
有
る
べ
し
云
々
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

＊
北キ
タ
カ
ミ上
河
―
「
北
上
河
は
岩
手
郡
御
堂
村
と
い
へ
る
所
よ
り
流
れ
出
る
河
な
り
。
こ
は

加
美
川
と
い
へ
る
川
の
北
よ
り
流
れ
出
る
か
ら
に
、
か
く
名
付
た
る
よ
し
前
太
平
記
に

み
え
た
り
。
そ
は
天
喜
五
年
（
１
０
５
７
）
六
月
安
倍
を
征
伐
し
給
ふ
條
に　
（
文
略
）　

兵
ど
も
水
に
渇
た
る
を
た
す
け
給
ふ
と
て
、
み
づ
か
ら
弓
弭
も
て
岩
を
穿
ち
給
ひ
け
る

に
、
灃
水
湧
出
て
兵
ど
も
を
助
け
給
ふ
に
、
こ
の
水
加
美
川
に
落
入
た
り
け
り
、
こ
の

所
を
北
上
川
と
名
づ
け
た
り
云
々
」
と
記
述
し
、
さ
ら
に
、
か
み
川
は
北
上
川
で
は
な

く
、
丹
藤
川
と
推
定
し
て
い
る
。

＊
厨ク
リ
ヤ
カ
ハ
ノ
キ

川
柵
―
「
厨
川
ノ
柵
は
、
岩
手
郡
北
上
河
の
あ
な
た
に
し
か
い
ふ
所
あ
り
て
、
そ

の
川
に
そ
ひ
て
古
き
城
の
あ
と
あ
る
こ
れ
な
り
。
此
所
の
事
、
東
鑑
・
陸
奥
話
記
に
見

え
た
り
。
こ
ゝ
に
は
東
鑑
の
み
擧
て
、
陸
奥
話
記
は
は
ぶ
け
り
。
東
鑑
巻
九
に
、
文
治
五
年
九

月
二
日
己
未
出
平
泉
令
赴
岩
井
郡　
井
は
手
の
あ
や
ま
り
な
る
べ
し　

廚
河
邊
給
。
是
為
相

尋
泰
衡
隱
住
所
也
。
又
祖
父
将
軍
追
討
朝
敵
之
頃
。
十
二
年
之
間
。
所
々
合
戦
不
決
菖

蒲
。
送
年
之
處
。
遂
於
件
厨
河
柵
。
獲
貞
任
等
首
。
依
曩
時
佳
例
。
到
當
所
可
討
泰
衡

獲
其
首
之
由
。
内
々
令
思
案
給
云
々
。」
と
記
し
て
い
る
。

＊
嫗ウ
バ
ガ
ト
ノ
キ

戸
柵
―
陸
奥
話
記
を
あ
げ
、「
考
る
に
、
今
厨
河
の
柵
よ
り
西
の
方
に
、
土
人
嫗
ウ
バ
ガ

屋
敷
と
呼
ぶ
所
、
此
所
な
る
べ
し
。
戸
は
則
人
家
を
い
へ
れ
ば
、
後
に
屋
敷
と
は
い
へ

る
な
る
べ
し
。
土
人
は
お
ほ
く
尊
卑
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、家
地
を
ば
屋
敷
と
い
へ
り
、か
ゝ

れ
ば
嫗
戸
の
柵
は
、
此
所
な
る
事
疑
ひ
な
し
。」

＊
御ミ
ダ
ウ堂

觀
音
―
岩
手
郡
御
堂
村
の
天
台
北
上
山
新
通
法
寺
と
す
る
。

即
ち
、「
御
堂
ノ
觀
音
は
岩
手
郡
御
堂
村
に
あ
り
、
此
み
堂
を
建
て
ら
れ
し
よ
り
村
の
名
と
な

れ
り
と
み
ゆ
。
こ
の
寺
を
ば
、
天
台
北
上
山
新
通
法
寺
正
學
院
と
い
へ
り
。
こ
は
前
太
平

記
天
喜
五
年
（
１
０
５
７
）
安
倍
頼
時
征
伐
の
條
に
、
六
月
上
旬
、
さ
ら
で
だ
に
炎
蒸
し

の
ぎ
難
き
に
、
流
る
ゝ
汗
漿
を
な
し
、（
中
略
）
将
軍
遙
に
本
國
の
方
を
伏
拜
み
、
至
信

に
祈
念
し
給
か
る
。
歸
命
頂
禮
通
法
救
世
大
士
、
擁
護
の
手
を
た
れ
給
へ
と
懇
請
を
致

し
て
、し
ば
ら
く
禮
拜
恭
敬
有
、み
づ
か
ら
弓
弭
を
も
つ
て
、岸
を
穿
ち
給
ひ
し
か
ば
、

眞
に
大
悲
の
感
應
に
や
、も
ゆ
る
が
ご
と
き
岩
か
ど
よ
り
、灃
水
俄
か
に
湧
出
て
、滔
々

と
し
て
始
て
流
る
。
古
今
希
有
の
瑞
驗
な
り
、
此
水
の
流
、
加
美
川
に
落
入
た
り
け
る

程
に
此
所
を
北
加
美
川
と
名
づ
け
た
り
。
さ
れ
ば
朝
敵
こ
と
ご
と
く
誅
伐
の
後
、
こ
ゝ

に
一
宇
の
梵
宇
を
建
て
、
新
通
法
寺
と
號
し
、
八
幡
太
郎
殿
の
髪
中
に
被
り
給
ひ
し
、

觀
音
の
小
像
を
安
置
し
奉
り
給
か
る
云
々
」
と
し
て
い
る
。

＊
波ハ

ケ気
―
東
鑑
文
治
五
年
九
月
十
二
日
条
（
頼
朝
関
連
部
分
）
に
見
え
る
「
波
気
」
の
地

は
岩
手
郡
八
卦
村
と
推
定
。

▽
巻
第
二
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記
し
て
い
る
。

＊
『
風
土
記
御
用
書
出
』
―
文
字
通
り
治
具
の
要
典
と
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

安
永
二
年
か
ら
同
九
年
（
１
７
７
３
～
１
７
８
０
）
に
編
纂
さ
れ
た
。
領
内
各
村
の
肝
入

に
村
内
の
現
況
を
調
査
・
提
出
さ
せ
た
も
の
で
、
調
査
項
目
は
45
ヶ
条
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
治
具
の
要
典
の
作
成
を
目
指
し
て
い
た
が
、
そ
の
編
纂
自
体
は
一
種
の
一
大
文
化

事
業
で
あ
り
、
聞
老
志
以
来
の
伝
統
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
気
仙
風
土
草
』
や
『
胆
沢
風
土
聞
誌
』
な
ど
の
郡
規
模
単
位
の
地
誌
類
も
存

在
し
た
。

今
回
は
盛
岡
藩
関
係
の
『
旧
蹟
遺
聞
』
と
『
奥
々
風
土
記
』
を
扱
う
。

◆
『
舊
蹟
遺
聞
（
き
ゅ
う
せ
き
い
ぶ
ん
）』（
太
田
孝
太
郎
編
『
南
部
叢
書　

第
七
冊
』）
昭
和
57
年

東
洋
書
院
発
行
に
よ
っ
た
。）

▽
巻
第
一　

＊
岩
手
郡
（
イ
ハ
デ
グ
ン
）
―
「
岩イ
ハ
デ手
郡
は
、
今
盛モ
リ
ヲ
カ岡

ノ
城
を
構
た
る
郡
、
是
な
り
。
岩

手
ノ
森
・
岩
手
ノ
里
・
岩
手
ノ
關
な
ど
、
古
歌
に
見
ゆ
。」
と
指
摘
。　

　

続
い
て
、
東
鑑
の
五
年
九
月
二
日
条
そ
の
他
を
検
討
し
、「
東
鑑
の
文
を
考
る
に
、

岩
井
郡
と
の
み
見
え
て
、
岩
手
郡
と
は
み
え
ず
、
郡
な
ら
で
只
岩
手
と
い
ふ
地
名
は
み

え
た
り
。
延
喜
式
和
名
抄
に
は
岩
井
郡
と
書
り
、
今
も
又
し
か
書
な
り
。
古
書
に
は
磐
・
岩
通
じ
て

用
ひ
し
か
ば
、
此
書
に
も
岩
井
と
も
磐
井
と
も
書
り
。
し
か
ら
ば
岩
手
は
郡
の
名
な
ら
ず
と
も

い
ふ
べ
け
れ
ど
前
に
引
た
る
如
く
、
奥
六
郡
と
言
へ
る
下
の
小
書
に
岩
手
と
み
え
た
れ

ば
、
岩
手
は
郡
の
名
な
る
こ
と
疑
ひ
な
く
、
よ
く
考
る
に
、
東
鑑
に
は
岩
手
郡
と
書
べ

き
所
を
も
、
誤
り
て
岩
井
郡
と
書
た
り
と
み
え
た
り
。
そ
は
井
と
手
の
字
の
さ
ま
似
た

る
よ
り
、
後
世
う
つ
し
誤
り
た
る
に
て
、
岩
井
と
岩
手
と
二
郡
有
し
な
ら
む
か
云
々
」

と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
古
書
・
古
歌
を
検
討
し
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。
即
ち
、

「
こ
の
岩
手
郡
は
、
む
か
し
假
に
立
ら
れ
た
る
郡
と
み
ゆ
、
さ
れ
古
書
に
は
其
事
も
れ

し
に
や
あ
ら
む
。
定
り
た
る
郡
と
假
に
立
ら
れ
た
る
郡
有
し
事
は
後
に
言
を
合
せ
て
考
ふ
べ
し
。

す
べ
て
上
古
は
陸
奥
國
の
お
く
に
は
、皇
命
に
し
た
が
は
ぬ
夷
ど
も
お
ほ
く
住
て
、時
々

あ
ら
び
た
る
事
な
ど
、
代
々
の
國
史
に
め
た
れ
ば
、
郡
さ
ど
も
さ
だ
か
に
は
立
ら
れ
が

た
か
り
し
な
る
べ
し
。
又
郡
を
立
て
ら
れ
て
も
、
今
の
ご
と
く
境
な
ど
ま
で
は
、
き
は

〲
あ
い
く
定
が
た
か
り
し
と
見
え
た
り
。
か
ゝ
れ
ば
古
は
今
の
膽
澤
郡
の
邊
ま
で
ひ

ら
け
て
、
奥
は
か
ぎ
り
し
ら
れ
ざ
り
し
か
ば
、
お
し
こ
め
て
奥
の
か
た
を
ば
、
膽
澤
郡

の
う
ち
と
せ
ら
れ
し
と
み
え
た
り
。

　

其
故
い
か
に
と
な
れ
ば
、
和
名
抄
に
膽
澤
郡
に
鎭
守
府
あ
る
よ
し
み
ゆ
、
こ
れ
は
そ

の
奥
の
は
か
り
が
た
か
り
し
か
ば
、
い
さ
へ
に
此
所
に
府
を
立
て
ら
れ
て
、
将
軍
を
お

か
れ
し
も
の
と
見
え
た
り
、
こ
は
お
し
は
か
り
の
考
な
が
ら
、
必
し
か
あ
る
べ
き
い
き

ほ
ひ
な
り
。

　

さ
て
又
し
か
膽
澤
郡
よ
り
お
く
の
か
た
し
ら
れ
が
た
か
り
し
か
ば
、
其
地
を
さ
し

て
、
其
頃
は
凡
に
遠
膽
澤
と
よ
び
け
ん
か
と
お
ぼ
ゆ
る
よ
し
有
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、

日
本
逸
史
に
言　
こ
ゝ
に
日
本
後
紀
を
引
べ
き
に
逸
史
を
引
け
る
は
、
今
日
日
本
後
紀
は
亡
び
た

り
、
寫
本
に
て
傳
は
れ
る
は
全
物
な
ら
ね
ば
引
か
ず
。
逸
史
は
後
世
の
撰
な
れ
ど
、
古
書
よ
り
抜
出
て

集
た
る
物
な
れ
ば
證
と
す
べ
し
。
弘
仁
五
年
（
８
１
４
）
二
月
己
卯
朔
戊
子
。
夷
第
一
等
遠

膽
澤
公
母
志
授
外
從
五
位
下
云
々
。
又
三
代
實
録
云
、
元
慶
四
年
（
８
８
０
）
十
一
月
三

日
發
丑
。
授
近
江
國
俘
囚
外
正
六
位
下
遠
膽
澤
公
秋ア
キ

雄ヲ

外
從
五
位
下
云
々
。
こ
れ
は
陸
奥

國
俘
囚
な
る
が
功
あ
り
て
位
を
給
は
り
、
又
都
ち
か
き
近
江
國
な
ど
に
う
つ
さ
れ
し
も
、
よ
し
有
し
事

な
る
べ
し
。
さ
て
母
志
と
同
姓
の
俘
囚
と
み
え
た
り
。
こ
れ
ら
遠
膽
澤
と
い
へ
る
姓
、
上
に
も

い
ふ
ご
と
く
膽
澤
郡
の
お
く
の
し
れ
ざ
り
し
か
ば
、
凡
に
遠
膽
澤
と
は
呼
け
む　
大
和

國
な
ど
に
も
飛
鳥
に
對
し
て
、
遠
つ
飛
鳥
な
ど
呼
る
地
古
書
に
み
ゆ
。
そ
の
外
國
々
に
も
し
か
呼
所
多

か
り
、
此
類
ひ
也
。
さ
呼
け
ん
か
ら
に
、
そ
の
邊
り
に
住
め
る
夷
ど
も
、
か
く
は
名
の
り

三 二

エ
ミ
シ
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◇
は
じ
め
に

　

今
回
か
ら
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
記
述
さ
れ
た
諸
伝
説
を
み
て
い
く
。

現
在
の
岩
手
県
域
の
北
半
部
は
盛
岡
藩
・
八
戸
藩
の
、
南
半
部
は
仙
台
藩
・
一
関
藩
の

領
域
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
に
盛
岡
藩
と
仙
台
藩
の
地
誌
類
を
簡
潔
に
概
観
し
て
お
く
。

▼
盛
岡
藩
関
係

＊
『
封
内
郷
村
志
』
―
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
～
１
８
０
１
）
に
大
巻
秀
詮
が
編
纂
し
た

も
の
、
全
八
巻
。
巻
一
は
不
来
方
城
と
城
府
盛
岡
及
び
高
山
部
・
水
部
・
温
泉
附
薬
水

部
、
更
に
岩
手
郡
以
下
各
郡
の
総
人
口
と
内
訳
が
記
さ
れ
る
。
巻
二
～
八
に
は
、
各
通

別
の
村
高
、
家
数
、
馬
数
、
寺
院
・
仏
閣
・
神
社
や
蔵
入
地
・
給
地
の
内
訳
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。
盛
岡
藩
関
係
の
地
誌
と
し
て
は
最
も
精
細
な
も
の
で
あ
る
。

＊
『
旧
蹟
遺
聞
』
―
文
化
三
年
（
１
８
０
６
）
三
輪
秀
福
・
坂
牛
助
丁
・
梅
内
祐
訓
の
三

人
共
著
の
形
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
、
全
四
巻
（
実
際
の
起
稿
者
は
黒
川
盛
隆
）。
藩
命
に
よ

る
版
本
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
。
巻
一
は
岩
手
郡
、
巻
二
は
紫
波
郡
・
和
賀

郡
・
稗
貫
郡
、
巻
三
は
錦
木
塚
ほ
か
、
巻
四
は
糠
部
や
一
戸
ほ
か
で
あ
る
。

＊
『
奥
々
風
土
記
』
―
文
久
二
年
（
１
８
６
２
）
に
江
刺
恒
久
が
藩
主
南
部
利
剛
に
命
ぜ

ら
れ
て
起
草
し
た
、
全
十
巻
。
巻
一
の
岩
手
郡
以
下
、
郡
毎
に
記
述
。
内
容
は
郡
の
境

域
、
歴
史
、
村
名
の
読
み
、
寺
社
・
峠
・
川
・
堤
・
沼
・
街
道
・
温
泉
・
城
館
・
旧
跡
・

産
物
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

＊
こ
の
ほ
か
、
横
川
良
助
の
『
内
史
略
』
や
、
漆
戸
茂
樹
の
『
北
奥
路
程
記
』
も
地
誌

に
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
仙
台
藩
関
係

＊
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
―
第
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
の
命
を
受
け
た
佐
久
間
洞
巌
が
享

保
四
年
（
１
７
１
９
）
に
完
成
さ
せ
た
も
の
、
全
十
八
巻
。
内
容
は
国
郡
洲
県
略
考
・
官

使
類
・
調
貢
土
産
類
・
名
籍
類
・
名
勝
類
・
故
事
類
そ
の
他
か
ら
な
る
が
、
名
所
旧
跡
・

神
社
仏
閣
・
山
川
奇
勝
を
古
今
の
和
歌
や
物
語
・
民
話
・
伝
説
に
よ
っ
て
説
明
し
て
お

り
、
歴
史
的
記
述
を
し
て
い
る
。
藩
主
の
開
化
主
義
・
教
養
主
義
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

＊
『
封
内
名
蹟
志
』
―
寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）
佐
藤
信
要
が
完
成
さ
せ
た
、
全
二
十
一

巻
。
洞
巌
の
聞
老
志
の
誤
謬
を
糺
し
た
う
え
で
領
内
21
郡
の
名
所
旧
跡
を
記
述
し
、
各

郡
の
役
所
へ
備
え
さ
せ
、
地
方
行
政
の
資
料
と
し
よ
う
と
し
た
も
の
。

＊
『
封
内
風
土
記
』
―
藩
命
を
受
け
た
田
邊
希
文
が
明
和
九
年
（
１
７
７
２
）
に
完
成
さ

せ
た
。
歴
史
記
述
的
な
名
所
旧
跡
と
、
治
具
の
要
典
的
な
記
述
を
総
合
し
た
記
述
で
、

全
二
十
二
巻
（
二
十
五
冊
）。
巻
一
・
二
は
封
域
・
封
侯
・
風
俗
・
土
産
・
府
城
な
ど
の

仙
台
藩
に
関
わ
る
総
論
及
び
仙
台
城
下
を
記
述
、
巻
三
以
下
に
領
内
各
郡
村
の
詳
細
を

史
料
集
成

文
学
に
表
れ
た
平
泉
文
化
の
基
礎
的
研
究
（
そ
の
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
盛
岡
藩
の
地
誌
に
記
さ
れ
た
安
倍
氏
～
義
経
伝
説
ー
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